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テキストＲａｄｉｏグロリアスドーン

お母さんと遊ぼう

あとがき







本作の主なる登場人物の紹介　悪い人（？）たち編




サウザンドメイズィス


初期から暗あん躍やくしてる悪い人代表格。ホロン体の見かけは少年、頭脳は……？

アミークスと地球人の組織ＨＥＬＬＯの橋はし渡わたしも行っていたが、どこからも余り信用されていなかった様子。

多分に愉ゆ快かい犯はん的傾けい向こうがあるが、果たして真の目的や如い何かに。ｂｉｏクラフト形態を見た人間、ｂｉｏクラフトは未いまだに誰だれもいないと言う。

クラスは不明。ＵＮｂＡＲ認にん識しきコードはなし。






サイレントカレント


これまた初期から活動している幹部級……、と言うよりは中間管理職。本人はｂｉｏクラフト自身も知らない何かの秘密を知りたいと願っているようだが、現状ではサウザンドメイズィスにいいように振ふり回まわされてる状態。

クラスはビショップ級。ＵＮｂＡＲ認識コードＢＭ０１９４。






グリーンデイブレイク


ｂｉｏクラフトと対立するメリグナントクラフトの一員。同じメリグナントクラフトの月光三兄きよう妹だいからは「殿でん下か」と呼ばれており、ｂｉｏクラフトなら貴族パトリシヤンに相当する偉えらい人（？）らしい。ホロン体は金きん髪ぱつのイケメン。

割と人というかメリグナントクラフトが良い性格なのか、サウザンドメイズィスに騙されてるような気がしないでもない。

メリグナントクラフト形態は天文単位クラスのガントレット。ＵＮｂＡＲは現状、メリグナントクラフトの存在を認めてないので認識コードもなし。






オネストホワールウィンド


真しん紅くのナイト級ｂｉｏクラフト。赤いので三倍速いのかも知れない。性能的にはノーブルウィンドの上位互ご換かんという感じで、アイシャ自身とも何か因いん縁ねんがある様子。

当初は単独起動していたが、サウザンドメイズィスの裏切りにより、広こう大だいの父大おお空ぞら大だい地ちと契けい約やくした。その為ため、現在はサウザンドメイズィスやグリーンデイブレイクと対立中。

クールな武人タイプにありがちな空気読めない性格が災わざわいしてあちらこちらで転戦中。

意味ありげな事を言うだけ言って去るのも困りもの。

ＵＮｂＡＲ認識コードはＮＷ０３０９から、大地と契約した事によりＮＴ０３０９に変更（二文字目のＴはＵＮｂＡＲに登録しないまま地球人と契約した事を意味する）。









《ＰＨＡＳＥ―０７：００　ＵＮｂＡＲガード～UNbAR Guard～》







「待て～～!!　そのルーク級ｂｉｏビオクラフト、待ちなさい～～!!」

『グロリアスドーン』専用ＥＳフレーム『旭きよく天てん』のブリッヂでアーネチカがそう声を張り上げる。その声は『グロリアスドーン』本体を介かいして、ｂｉｏクラフト独自の通信システムで対象へ送り届けられる。

「こちらをＵＮｂＡＲガード旗き艦かん『旭天』と知っての狼ろう藉ぜきか!!　そこになおれ～～!!」

　逃にげるルーク級ｂｉｏクラフトに向かってアーネチカはまくし立てる。

「前方に『ノーブルウィンド』が回り込んでくるはずだけど、おかしいね。遅おくれているようだ」

　アーネチカと契けい約やくしているｂｉｏクラフト『イレブンスコンシャス』のホロン体ヒュージンが首を傾かしげてそう言った。

「まったく、高たか科しなは最近、弛たるんでいるな。まぁいいさ。こっちが追いつけそうだ」

　立体映像の向こう側でそう言ってきたのはアンリである。

「あ～ちゃん司令」

　ＥＳフレームに収納された『グロリアスドーン』キャビンにいる広こう大だいが、別の立体映像の向こうから声を掛かけてきた。

「ティセがティオに協力して貰もらおうかと言ってますけど？」

「いや、それにはおよばないさね」

　アーネチカは間かん髪はつを入れずに答える。

「第一『アウグストダスク』や『トランクルナイト』用のＥＳフレームはまだ用意できてないし。あの格好のまま出てこられちゃ、すぐに正体がばれてしまうさね」

「しっかし意外だよな」

　ロリポップキャンデーをくわえたアンリが横から口を挟はさんできた。

「あの逢おう瀬せがＵＮｂＡＲガードに参加するなんてよ。あいつはこういう事には興味なさそうだったし……」

「聞えてるわよ」

　やにわに新たな立体映像のウィンドウが浮うかび、大鎌がま型のサテライトを構えた桜さくら子こがそう言った。

「興味がなさそうで悪かったわね。でもこちらにも都合というものがあるのよ。今回は渡わたりに船だったというだけ。それだけよ」

　桜子の回りくどい言い様に、広大とアンリは立体映像を介して怪け訝げんな顔を見せ合う。

「ほらほら、そんな話をしてると目標のルーク級が逃げるさね。アンリはさっさと頭を押おさえ込む!!」

「はいはい」

「はいは一回で結構なのさ！」

　アンリにそう言うと、アーネチカはまた目標のルーク級に呼びかける。

「だからそこのルーク級、待つさね!!　こちらＵＮｂＡＲガード旗艦『旭天号』。ルーク級ｂｉｏクラフト『ヤーニングベイスン』にはＵＮｂＡＲから召しよう喚かん状じようが出ている！　大人しくＵＮｂＡＲガードの指示に従うさね!!」

　そう繰くり返かえすとようやく『旭天号』が追いかけているルーク級ｂｉｏクラフト『ヤーニングベイスン』から返信があった。

「あ～～、アンバーガード？　なんだ。そりゃ？　俺おれは自動車修理を頼たのんだ覚えはないぞ？」

　立体映像に映ったのは二十歳はたち代半ばと思おぼしきヒスパニック系男性。まばらに伸のばした髭ひげをなでつけながらそう言ってくる。

「だからそのアンバーガードじゃないさね!!　ＵＮｂＡＲガード！　ＵＮｂＡＲ直ちよつ轄かつのｂｉｏクラフト警備団さね。あんたらみたいな、不良ｂｉｏパートナーを取とり締しまる権限を、ＵＮｂＡＲから与あたえられてるさね!!」

　アーネチカの言葉にも『ヤーニングベイスン』のｂｉｏパートナーは首を傾げる。

「聞いてるか、フェンツ？」

　契約してるｂｉｏクラフトのホロン体へそう尋たずねる。ホロン体の姿は映らないが、返答は聞えてきた。

「ああ、そんな話があったな。イモータルヌーンとダキラ代表が、クレームの多いｂｉｏパートナーを取り締まる団体を組織する事で一いつ致ちしたとか」

「ほう、そりゃ初耳だ。しかしクレームが多いってのは、どういう意味だ？」

「そうだな、詐さ欺ぎとか犯罪者の逃とう亡ぼう幇ほう助じよなどか。具体的にはお前みたいな人間だ、リコ」

『ヤーニングベイスン』のホロン体はなかなかユーモアのセンスがあるようだ。契約パートナーのリコ・カンポスはその言葉に笑う。

「わはははは、そりゃ愉ゆ快かいだ。しかし何でそれを言わなかった」

「お前が聞かなかったからかな」

「何の漫まん才ざいだ」

　傍ぼう受じゆしていたアンリが思わずそうつぶやいた時だ。

「逃げるぞ、フェンツ!!」

　リコ・カンポスのその声と共に立体映像が消える。間髪を入れずにアンリも叫さけんだ。

「そっちに向かったぞ、あーちゃん！」

「あーちゃん司令、俺とティセの方で……」

　広大がそう言ってくるが、アーネチカは即そく座ざに首を振ふる。

「いんや、『グロリアスドーン』の本体を見せるわけにはいかないさね。ここは……」

　そう答える間にも『ヤーニングベイスン』は『旭天』へと突とつ進しんしてくる。可視光により有視界モニターでは何も見えないが、『グロリアスドーン』のセンサーを介して再現された周辺モニターでは、二本のドリルを高速回転させて一直線に突っ込んでくる『ヤーニングベイスン』が映し出だされていた。

「アンリ！　こちらは回かい避ひするから『ヤーニングベイスン』はあんたに……」

　アーネチカがそう言いかけた時だ。聞き慣れた声が飛び込んできた。

「御ご免めん～～、方向間ま違ちがえちゃった」

　恵けい子こである。

「もう、最近ぼさっとしてますよ。恵子!!　私が何度も確かく認にんしたじゃないですか」

　立体映像が映るなり、恵子と叱しつ責せきするアイシャの姿が浮かび上あがった。

「反省会はあとあと!!　こっちに向かってるルーク級を牽けん制せいするさね、恵子ちゃん！」

「う、うん」

　恵子は一いつ瞬しゆん、何か戸と惑まどうような表情を見せたものの、すぐに肯うなずいた。

「行きますよ、恵子！」

　アイシャがそう叫んだ。




『旭天』を掠かすめて反対側に飛び去ろうとしていた『ヤーニングベイスン』だが、あっという間に『ノーブルウィンド』に追いつかれた。『ノーブルウィンド』は高速回転する三本のドリルを、『ヤーニングベイスン』の二本ドリルに接せつ触しよくさせる。その瞬しゆん間かん『ヤーニングベイスン』のバランスが大きく崩くずれた。




「恵子、ｂｉｏパートナーの身み柄がらを確保しなければなりません。あまりダメージを与えないように注意してください」

「う、うん……」

　接続シートに着いたアイシャの言葉に、制せい御ぎよデッキ上の恵子はどこか落ち着かない様子で返答する。

「恵子？」

　パートナーの様子がおかしい事に、アイシャが気を取られた瞬間だ。『ヤーニングベイスン』は勢いをつけて、『ノーブルウィンド』の三本ドリルをはね除のける。

　慣性制御が行き届いているｂｉｏクラフトだ。それくらいでキャビンが大きく揺ゆれるわけもない。しかし制御デッキ上のｂｉｏパートナーは、五感を通して直接、周辺状じよう況きようの情報を得ている。突とつ然ぜん、ｂｉｏクラフトの姿勢が乱れると、当人もバランスを崩す事になる。

「きゃ!?」

　小さく悲鳴を上げて恵子は制御デッキに倒たおれる。その隙すきに『ノーブルウィンド』を振り切きった『ヤーニングベイスン』は、二本のドリルを回転させながら『旭天号』への突進を再開した。それも今回は真正面からの衝しよう突とつコースだ。




「やべえぞ、広大！」

　アンリがそう叫ぶ。

「上にはあーちゃん司令が乗ってるんだ。すぐに避よけろ!!」

「いや、大だい丈じよう夫ぶだ。行けるな、ティセ」

「はい」

　接続シートのティセは元気よく両手をパッと広げてそう答えた。

　制御デッキの上で広大がステップを踏ふんで避けると、内部に収納した『グロリアスドーン』ごと『旭天』も艦かん首しゆならぬドリルを返して『ヤーニングベイスン』の突進を避ける。そのまま『ヤーニングベイスン』をやり過ごすかと思われたが、広大の反応は思いの外ほか早かった。

　制御デッキの広大は、振り返りざまに手にした短たん剣けん型のサテライトを振り下おろす。『グロリアスドーン』はその動きに反応、一瞬で旋せん回かいすると『ヤーニングベイスン』の船体ボデイに、ＥＳフレーム『旭天』のドリルを叩たたき付つけた。切っ先から貫つらぬこうとしないのは『ヤーニングベイスン』を破は壊かいしない為ため。もっともＥＳフレーム『旭天』のドリルは張りぼて。一いつ般ぱんのｂｉｏクラフトが持つドリルのような破は壊かい力りよくもなければ、空間を貫いて超ちよう光こう速そく飛行する機能もない。

　ティセの制御によりほんの一瞬、ＥＳフレーム側のドリルを開き、その中から『グロリアスドーン』の切断型次元衝角を露ろ出しゆつ。それを『ヤーニングベイスン』の船体に叩き付けたわけである。

　虚きよを突つかれた『ヤーニングベイスン』はその衝しよう撃げきで吹ふっ飛とんでいく。ｂｉｏパートナーのリコ・カンポスが『ヤーニングベイスン』の制御を取り戻もどした時には、『旭天』と『ノーブルウィンド』そして『イレブンスコンシャス』に囲まれていた。




「ルーク級ｂｉｏクラフト『ヤーニングベイスン』及およびそのｂｉｏパートナー、リコ・カンポス！　改めて通達するがお前さんは逃亡幇助の疑いでＵＮｂＡＲから召喚状が出ている。大人しく地球へ帰き還かんしてＵＮｂＡＲへ出頭されたし!!」

　アーネチカはまるで水戸黄門の印いん籠ろうのように、ＵＮｂＡＲから発行された召喚状を掲かかげてみせる。その光景はｂｉｏクラフト同士の通信回線を通して『ヤーニングベイスン』のリコ・カンポスにも伝わっているはずだ。

「なんだよ、お前らに俺の逮たい捕ほ権けんはないはずだろ！」

　立体映像が表示されるなりリコ・カンポスはそう食い下がる。

「逮捕権は無いけど、召喚状に関する説明、通達及および同行を促うながす権利はＵＮｂＡＲのダキラ代表、及びイモータルヌーンからも認められてるさね」

　勝かち誇ほこったようにアーネチカがそう言うと、リコ・カンポスの代わりにひょろりとした陰いん気きそうな男が映像に現れる。

「貴族パトリシヤンのイモータルヌーンの指示か。それならば無視するわけにもいかないな」

　どうやらこの男が『ヤーニングベイスン』のホロン体フェンツのようだ。

「おいおい、フェンツ。話が違ちがうぜ、俺との契約はどうした？」

「もちろん有効だ、リコ。しかし私はパトリシャンたるイモータルヌーンに逆らうつもりはないのでな。厄やつ介かいな事になっても困る。リコも今回ばかりは大人しく従った方がいいと思う」

　契約ｂｉｏクラフトの言葉にリコは不満げな表情を浮かべていたが、やがて観念したのか肩かたをすくめてみせる。

「ＯＫ、ＯＫ。地球へ戻れって言うんだな？　ドリルを下げろ。もう逃げやしないって」

「取りあえず地球までは同行させて貰うよ。『ヤーニングベイスン』」

　最後にその場をまとめるようにヒュージンが言った。

「太陽系のオールト雲内側だから、そんなに時間も掛からないだろう。ＵＮｂＡＲにも連れん絡らくしておいた方がいいね。アーネチカ」




「ＵＮｂＡＲガードの初任務にしては、まぁうまくいったかな」

　広大は制御デッキから降ふりるとそうつぶやく。

「恵子がちょっとドジったけど、フォローの利きく範はん囲いだったし……。どうした、ティセ？」

　接続シートに着いたままのティセが小首を傾げるのに気づいて広大はそう尋ねた。

「最近、恵子の様子がおかしいと思います」

　いつものように片手を差さし伸べるような仕草でそう言った。

「そうか？」

　怪訝な顔の広大にティセは繰り返す。

「そうです、そうです。その通りです」

　両りよう腕うでをぱたぱたさせてから、ティセは広大へ聞き返した。

「広大はおかしいとは思いませんか？」

「……いや、別に」

　ティセの言いたい事が分からず、広大は訝いぶかりながらそう答えるしかできない。

「広大は具体的に駄だ目めです」

　先さき程ほどよりも激しく両腕をばたばたさせてティセは言った。このような場合、大たい抵ていティセは怒おこっているのだ。同じように見えるが、両手ぱたぱたと両手ばたばたは違うのである。広大もようやくその違いが分かってきた。

「駄目ですか」

　怒っている事は分かったものの、その原因については察しが付かず、広大としてもこのようにしか答えられない。

「駄目です。広大は具体的に駄目です。駄だ目め駄だ目めです」

　相変わらず両手をばたばたさせてティセはそう言った。
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　ＵＮｂＡＲガード。ＵＮｂＡＲ直属のｂｉｏクラフト警備機構である。

　ｂｉｏクラフトは契約パートナーを選せん択たくする場合、必ずしもその人間性を考こう慮りよに入れる事はない。ｂｉｏパートナーが増えるにつれて、その力を利用して良からぬ事を企たくらむ人間が出てくるのは必然と言えよう。

　ｂｉｏクラフト自身はパートナー種族、現状では地球人類を指すが、これを傷つける事はしない。故ゆえに殺人や重大な傷害事件は起きない。

　さらに地球人類の生存環かん境きようを　著いちじるしく変動させる可能性がある行こう為いも拒きよ絶ぜつする。地球上の環かん境きよう破は壊かい。あるいは地球外の天体から動植物の持ち込みはｂｉｏクラフト自身がこれを許さない。またｂｉｏクラフトの言う地球人類の生存環境には、経済的な社会制度も含ふくまれているので、地球から大量の資源を持ち出したり、あるいはその逆についてもこれを許さない。地球外の惑星で貴金属を発見しても、ｂｉｏクラフトを使ってこれを地球へ持ち込む事は出来ない。ただし地球人類自身が開発した手段に寄れば構わないと言うが、今のところそれが実現する兆候はない。

　しかしその一方でｂｉｏクラフトは人間が作った国や各種組織、集団のルールについてはおそろしく無む頓とん着ちやくだ。

　契約した相手が犯罪者であり、結果的に逃とう走そうを助ける事になっても気に掛ける事はない。地球外からの資源の持ち込み、あるいは持ち出しについては神経質だが、地球上での移動については無関心だ。地球上にはいくつもの国があり、国境を越こえた資源や人の移動には制限があるというのに、ｂｉｏクラフトはそれが余りよく理解できないらしい。その結果、密輸、密入国に利用される事も少なくない。

　その他ほかにもｂｉｏクラフトの利用をネタにした詐欺など、浜はまの真ま砂さごは尽つきるとも犯罪のアイディアは枯こ渇かつする気配を見せていない。

　もちろん各国政府とも対応を急いでいるが、何しろ相手は何億光年というレベルで宇宙空間を自在に飛び回り、契約対象もあくまで個人と認にん識しきしている。各国の対応がまちまちだった事もあり、これまでは有効な手段を講じる事が出来ないでいたのだ。

　そこで暫ざん定てい的てきな解決策として提案されたのがこのＵＮｂＡＲガードなのである。

　問題行動のあるｂｉｏパートナーを各国政府や国際機関が提出。ＵＮｂＡＲ側でそれを確認、精査の後、問題のあるｂｉｏクラフトとそのパートナーの捜そう索さく、地球への召しよう喚かんを行える事になったのである。地球へ帰還後、ｂｉｏパートナーは国こく籍せきのある国へ移され、そこの法律で裁きを受ける事になる。

　ＵＮｂＡＲの委い託たくを受けて、実際にそれらの活動を行うのがＵＮｂＡＲガードなのだ。見切り発車同然でスタートした事もあり、各種の法整備はこれからだ。それだけ設立を急いだのは、各国ともいわゆる不良ｂｉｏパートナーの存在にほとほと手を焼いていたからに相そう違いない。

　もっとも法的な整備を除いても、ＵＮｂＡＲガードにはいくつか不安要素があった。その一つが、構成するメンバーの年ねん齢れいである。ｂｉｏクラフトとそのパートナーを追うのだから、当然ＵＮｂＡＲガードのメンバーもｂｉｏクラフトとパートナーという事になる。ｂｉｏクラフトは若い人間を中心に契約を申し出る。それ故にＵＮｂＡＲガードの実働部隊を構成するメンバーも、ほとんどが十代、二十代の青少年が中心となる事が予測された。

　各国とも経験豊富な捜そう査さ官かんを投入したいとは思っていたが、こればかりはどうにもならない。結局の所、いずれ上層部に専門の捜査官を置くという事で了りよう承しようせざるを得なかったのである。

　こうして発ほつ足そくしたＵＮｂＡＲガードであるが、ほとんどの加盟国ではまだ準備段階で活動には至っていない。その中でいち早く行動を開始したのがＵＮｂＡＲ日本支局。ＵＮｂＡＲガード極東支部が置かれ、発足とほぼ同時に活動を開始していた。

　それもそのはず。ＵＮｂＡＲガードを提案したのはＵＮｂＡＲ日本支局の職員、内うち山やま田だ王おう司じだったのである。




「ＵＮｂＡＲガード極東支部初任務の無事成功を祝して……。かんぱ～～い！」

　アーネチカの音おん頭どで皆みなはコップを合わせる。

　不良ｂｉｏパートナーのリコ・カンポスをＵＮｂＡＲに引ひき渡した広大たちは、北綾グラウンド地下のＵＮｂＡＲ日本支局特別分室に戻ってきたところ。

「ティルも行きたかったなぁ」

　分室司令室で静しず花かと共に待っていたティルが残念そうに言った。

「御免なさいね。最近、お父様が予定外の外出にうるさくなってしまって。村むら井いさんもきつく言われたようなので、あまり無理は出来ないの」

　静花はそう言ってティルをなだめる。今日は静花の都合がつかずに参加できなかったのである。

「いやいや、無事に終わって僕ぼくもほっとしたよ」

　ＵＮｂＡＲガードの提案者である内山田も頬ほおを緩ゆるませてそう言った。

「しかし今さらだけど、あんたがこんな事を提案していたとは驚おどろいたぜ」

　改めてアンリが意外そうな顔をしてみせる。

「ＵＮｂＡＲガードの事かい？　まぁ君たちを見ていて、僕にも出来る事がないかと思ってね」

　そう言うと内山田はちらりと桜子へ視線を送る。だが司令室の隅すみにティオと座すわっている桜子は、露ろ骨こつにその視線を無視した。

　もともと不良ｂｉｏパートナー狩がりは桜子が勝手に行っていた事。それをＵＮｂＡＲの業務として盛り込もうとしたのだろう。広大やアンリたちもそう思っていた。ただお世辞にも協調性があるとは言えない桜子が、内山田の要よう請せいに従いＵＮｂＡＲガードに協力してるのはアンリでなくとも不可解だ。

　広大やアンリ、内山田の視線にも無言でジュースのカップを傾かたむけている桜子の姿に、アーネチカは慌あわてて話題をすり替かえる。

「そうだ！　ちょうどタイミング良く、ＵＮｂＡＲガードのマークが出来たのさ！　しかもこのマークには、私の意見が大いに参考にされてるぞ!!　見るのさ、みんな!!」

　そう言うとアーネチカは背後にあるスパコンの間に掲げられた横断幕へと手を伸ばす。横断幕には『祝！　ＵＮｂＡＲガード極東支部第一回任務完かん了りよう！』と書いてあるが、その中央は意味ありげに白い布で隠かくされているのだ。背の低いアーネチカは、ちょっとジャンプしてようやくその白い布を剥はがす。その下から現れたのは、広大にとっても何か見覚えがある丸と三角が組み合わされた横長のマークだった。

「どうだ!!」

　アーネチカは無む駄だに勝ち誇ったような態度だが、広大たちにとってはどうだと言われても、まぁ良いデザインだという程度の感想しかない。

「まぁいいんじゃないの」

　広大のそんな感想にアーネチカは不満な様子だ。その視線はテーブルの隅でぼんやりお菓か子しをつまんでいる恵子へと向けられた。

「ほら、恵子ちゃん!!　ここで突っ込む、突っ込む!!」

　アーネチカはぴょんぴょん飛び上がり、横断幕のマークを指し示しながらそう言った。そう声を掛かけられてようやく我に返った恵子は、そのマークをまじまじと見つめてから口を開く。

「ええと、ウルトラ警備隊？……っていうか、ＵＮｂＡＲガードの略りやく称しようがＵ．Ｇってそういう事だったの？」

　やっと期待した突っ込みが返ってきたので、アーネチカは満足そうである。確かに恵子の言う通り、ＵＮｂＡＲガードのマークは昔の特とく撮さつヒーロー番組に登場する防衛隊のマークにそっくりだったのだ。

「うむ、ＵＧＭも有力候補だったのだがな。それだと本部を上から見たら、ＵＧＭの形にしなきゃならないからな。私も大人だからそんな無理も言ってられないと思ったのさ」

「それだったら、Ｕ．Ｇの極東支部は二ふた子ご山やま地下に作らないと」

　ちょっと元気がなかったように見えた恵子だが、どうやら気のせいだったかな。すかさず突っ込み返す恵子を見て広大は少し安心した。

「もちろんそのつもりなのさ！　今は足立区地下だが、いずれは二子山地下でフォースゲートオープンするさ!!」

「大人はそんな事言いませんよ、あーちゃん司令」

　広大は呆あきれたようにそう言った。

「地下の秘密基地はともかく、いずれはもっとメンバーも拡かく充じゆうしていくつもりだよ。今日はいないけど、ラヴィーやクイックストーン。それにＥＳフレームの準備次し第だいだけど、メリグナントクラフトの三兄きよう妹だいにも協力を仰あおぐつもりだ」

　内山田のその言葉にアンリは少し嫌いやな顔をする。

「おいおい、いくら何でもそれは色物集団過ぎるんじゃないか？　別に俺おれたちだけだって……」

「新学期が始まると困るからね」

　内山田に言われてアンリはハッとする。今はちょうど春休み中だから、広大たちも時間の余よ裕ゆうがあるが、確かに学校が始まるとそうもいかない。

「ラヴィーも学校に通ってるけど、ペンデュラム財団の力が借りられればそれに越した事はない。参加要よう請せいを出している。クイックストーンも誰だれか契けい約やくパートナーを見つければ戦力になるだろう」

「王子さまはどうなの？」

　恵子にそう言われた内山田は即そく座ざに首を振ふる。

「いやいや、僕は遠えん慮りよしておくよ」

　そして内山田は意味ありげな笑えみを浮うかべたが、それに気づく者は誰も居なかった。

「それに春からは逢瀬さんもしょうぶ沼ぬま高校の生徒だからね。今までよりも連絡は取りやすくなるだろう」

　内山田の言う通りだ。桜子はしょうぶ沼高校を受験して無事に合格したのである。

「そうね。まぁこういう事情がなければ、他の学校に行くつもりだったんだけど」

　そう言う割には桜子は合格が決まるまで、しょうぶ沼高校を受験した事は、ティオと親類の先せん場ば兵ひよう衛えにしか言ってなかったのである。

「それじゃ来年は静花も同じ学校ですか？」

　アイシャに水を向けられて静花だが、少し困った笑え顔がおでそれに答えた。

「うちはお父様が進学先にはうるさいので、そのまま上の高校に進学する事になると思います」

　静花の通う桃ももヶ枝学園は系列の高校、大学があるのだ。

「ティルはどちらに行きますか？」

　今まで黙だまって話を聞いていたティセが、やにわにティルにそう尋たずねた。

「ええとね、ティルは静花と……。あ、でもお姉ちゃんと一いつ緒しよでも……。ええとでもでも、静花と、お姉ちゃんと……。ひゃみがーも倖もいるし……」

　ティセと静花を交こう互ごに見ながらしばらく思案していたティルだが、やがて名案を思いついたようでパッと顔を輝かがやかせて言った。

「どっちの学校にも行く!!」

「それは素す晴ばらしいですね」

　ティセはそう言うが、桜子の傍かたわらにいたティオは呆れたような顔をして銀ぎん髪ぱつを掻かき上あげた。

「ばっかじゃないの。学校なんて行く必要なんてないでしょ。私たちはｂｉｏクラフトなんだから」

　そんなティオにティセから思わぬ反はん撃げきがあった。

「ティオも四月からは学校ですよね」

　言われたティオは思わず表情を強こわ張ばらせる。

「そ、それは……」

「マジで学校、行くの？　どこ学校？　小学校じゃないわよね!?」

　勢い込んでそう尋ねてくる恵子にティオは思わずたじろぐ。

「え、ええと。まだ行くと決めた訳じゃ……」

　誤ご魔ま化かそうとするティオだが、桜子があっさりとバラしてしまう。

「うちの中学よ。せんりょう台中学。私の後こう輩はいって事になるわね」

　それを聞いたティセとティルは何度も肯うなずき合ってから言った。

「素晴らしいですね」

「素晴らしいね」

「全然、素晴らしくないわよ」

  ティオはふて腐くされたようにそう言ったのだが、姉妹の息のあったコンビネーションに司令室は笑いに包まれた。

「良かったですね。ティオ。これでもっとお友達が出来るかも知れませんよ」

　静花がそう言うが、ティオはそっぽを向いて答える。

「別にそんなのいらないわよ。私は桜子だけで充じゆう分ぶん」

　恵子はそんなティルに歩み寄りながら言う。

「それにしてもあんたが中学生ねえ。まぁ小学生じゃないだけましだけど……」

「な、なによ。いきなり？」

　恵子は当とう惑わくするティオの背後へ回り込むや、いきなり後ろから抱だきついた。

「こ～～んな育った中学生なんて、同級生には目の毒でしょ♡」

「[image: ]ゃ!?」

　やにわに後ろから胸を掴まれたたティオは反射的にすっ頓とん狂きような声を上げていた。

「せんりょう台は女子校よ。高科さん」

　澄すました顔でそう言う桜子に、恵子もティオから離はなれてぺろっと舌を出だす。

「ありゃま、それは残念」

「そういう問題じゃないでしょ!!」

　ムキになって怒るティオに再び笑いがあがった。その中で内山田は広大にそっと声を掛けた。

「大おお空ぞらくん、実はこんなものが来ているんだが。きみ宛あてだよ」

　渡わたされたのはＦＡＸのコピーが一枚。そこには英文がしたためられているが、翻ほん訳やくの仕事をしている広ひろ海みの影えい響きようもあり、広大はざっと見ただけでその内容を把は握あくする事が出来た。

「……これが何か？」

　うかつに茶ちや化かせない内容だけに、広大は慎しん重ちように内山田へ聞き返した。

「後でまた国際郵便で正式のものが着くはずだ。取りあえず君に出席していただけるよう、まず連絡をしたという事のようだな」

「え、俺？　なんでまた」

　広大は首を傾かしげるばかりだ。予あらかじめ話は聞いていたのだろう、横から首を突っ込んできたアーネチカが言う。

「あぁ、その件さね。ＵＮｂＡＲの方からも、他に何人か出席するから問題はないだろうさ。内部はまだごたごたしてるけど、上はＵＮｂＡＲとの協調路線を変えるつもりはないみたいだし」

「本当ですか？」

　それでもまだ広大は怪け訝げんな顔だ。

「第一、何で俺とティセが……。俺たちはあの人とは面識無いですよ」

　自分の名前に気づいたのか、ティセも歩み寄ってきてその文面を覗のぞき込む。

「お葬そう式しき」

　確かに文頭にはそれを意味する英単語が書かれていた。

「理由はわからない。でもどうやら彼かれはこれを機会に君に会いたいらしい。それは確かだ」

　内山田はそう言った。ティセはそんな内山田に構わず英文の冒ぼう頭とう部分を読み上げた。

「大空広大氏及およびグロリアスドーンへ。アメリカ上院議員ウォレス・エイブラハム・ロング氏葬そう儀ぎへの出席の依い頼らい。差出人ＨＥＬＬＯ代表ロバート・エドワード・ロング」

　それはＨＥＬＬＯ代表ロバート・ロングからの、父の葬儀への参列を求める連絡だった。









ドリ取り占いの遊び方







●サイコロを用意します。

●正六面体の美しさをしばし観賞します。ドリルには敵いませんが、正六面体も充分に美しいものです。

●振ります。おもむろに。

●サイコロの目のページを参照します。



　1＝こちら

　2＝こちら

　3＝こちら

　4＝こちら

　5＝こちら

　6＝こちら





「項目の読み方」



　大吉　[image: ][image: ][image: ][image: ]　：良いことがありそうです。

　中吉　[image: ][image: ][image: ]　　：人並みの人生。

　小吉　[image: ][image: ]　　　：小さな幸せ。

　凶　　[image: ]　　　　：気にしない。

　大凶　　　　　　：ご愁傷さまです。

　ドリル[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]：素晴らしいですね。





「ティセさまのお言葉」



本作品のメインヒロインであるティセ子さん（公式愛称）がコメントしてくださいます。なんとなく有り難いような気がします。

ティセ子さん以外の人もコメントしてますが仕様です。




註：科学的根拠はありません。
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《ＰＨＡＳＥ―０７：０１　父～Father～》







　抜ぬけるような青い空だった。

「今日は時間を取らせて済まなかったね」

　ＨＥＬＬＯ代表ロバート・エドワード・ロングは、喪も服ふく姿すがたの広こう大だいとティセに向かってそう言った。

「いえ、この度はどうも……」

　日本国内ならともかく、アメリカでのお悔くやみはどう言えばいいのか。よく分からない広大は、事前に広ひろ海みから適切な言い回しを教わってきたのだが、生あい憎にくとすぐには言葉は出てきてくれなかった。

「いや、いいんだ。こちらの都合で君たちを呼んだのだからね。ちょっと君たちと話しておきたい事があったんだ。それも直接、会ってね。父がいい機会を与あたえてくれたのだと思っておこう」

　そう言ってロングは笑い、イリノイの空を見上げた。ロバート・ロングの父、元アメリカ上院議員ウォレス・ロングは故郷である、イリノイ州の片かた田舎いなかにある墓地に葬ほうむられた。本人がそれを望んだからである。

　内うち山やま田だを介かいして葬儀の連れん絡らくを受けた広大は、この数日間でロバートの父ウォレス・ロング上院議員について出来るだけの事を調べておいた。

　政治姿勢はどちらかというと保守派。ジャーナリスト出身であり、ヨーロッパでの取材経験が豊富。そんな経歴もあり議員当選後は、ヨーロッパの民主化を強く支し援えんしていたという。またｂｉｏビオクラフトについては、かなり懐かい疑ぎ的てきな見解の持ち主であったようで、地球外の退去を求める法案や、国連の指揮下にはいるように求める法案に賛成している。

　祖父の代から地元イリノイ州に広大な農場を持ち資金力も豊富、ジャーナリスト時代に築いた人脈もあり一時期は大統領候補にも名を連ねるほどであったと言う。しかし働き盛りの時にガンを発病。大出術により一命は取り留めたものの、政治活動を休止せざる得なかった。なんとか復帰したものの数年前にガンの転移が発覚。昨年末に容体が急変して入院していたのだ。

　そんなウォレスも今はイリノイの地で眠ねむっている。その葬儀も終わり、広大はロングから声をかけられ、ティセと共に墓地を散策しているところなのだ。

　少し後ろ、話し声が聞こえぬ辺りにはロングの秘書ショートが着いてきており、さらに周囲へ目をやればアメリカ政府やＵＮｂＡＲから派は遣けんされた警備員の姿が、そこかしこに見て取れる。

「気に入らないなら下がらせようか？」

　広大が周囲を見まわしてるのに気づいたようだ。ロングの方からそう言ってくる。

「いえ、別に。こちらの安全を考えての事でしょうから」

「そうだな。ＵＮｂＡＲと協調路線を取り始めたＨＥＬＬＯについては、色々と文句を言う輩やからもいる。いきなりこの場で何か仕し掛かけてくるとは思えないが、用心には越した事はない」

　三人はそのまま墓地を少し歩き回り元いた場所へ戻もどってきた。そう、ウォレス・ロングの墓である。

「その色々と文句を言う輩だが……」

　やにわにロングはさっきの話を続けた。

「連中は私が変節した非難してるのだよ。しかし私は変節したつもりなどない。父から言われた通りの事をやってるだけだ。ただそのやり方が変わったという事に過ぎない。君たちの事をより以上に知った為ためにね」

　そう言いながらロングが視線を向けた先にいるのはティセであった。

「ｂｉｏクラフトの事ですか」

　相手がロングであってもティセはいつものように、話しかける時に片手を差さし伸のべるようにするあの仕草を変えない。ティセのそんな仕草にロングは苦く笑しようを浮かべて答えた。

「まぁそういう事だ」

　そう前置きしてからロングは広大の方へ向き直ると続けた。

「私と父の最終的な目的。それは人類とその文明が永遠に存続する事。私は以前、その為にはｂｉｏクラフトが持つ知識、技術が必要だと思っていた。ｂｉｏクラフトがそれを持ちながら、我々に提供しないのは怠たい慢まんだとすら思っていた」

「それは分かります。分かりますけど、だけど……」

　慎重に言葉を選ぶ広大にロングは笑みを浮かべて言った。

「いや、君が何を言いたいのか分かってる。あの時ｂｉｏクラフト本来の姿を見て、私は自分が浅はかだと悟さとったのだ。ｂｉｏクラフトが持つ技術、知識はまだまだ人類には過ぎた物だ。それは自覚した。しかしその一方で私は別の理由があるような気がしたんだ」

　そしてロングは父の墓標へと視線を送る。

「父を亡なくして私はそれが何であるのか少し理解できたような気がした。ｂｉｏクラフトと共に歩んでいく事が、人類の永遠の存続に繋つながるその理由に」

　父か……。この前、ラヴィーを助け向かった広大たちの前に現れた真しん紅くのナイト級ｂｉｏクラフト。『オネストホワールウィンド』というあのｂｉｏクラフトに乗っていたのは、本当に父である大おお空ぞら大だい地ちなのであろうか。そして『あの女に気をつけろ』という言葉の意味は何だったのだろうか。

　広大はまだ広海にその話をしていない。広海は大地がｂｉｏクラフトと契約して宇宙へ向かってしまったと思っている。あの声の主が本当に大地ならば広海の推測は的中していた事になる。

　広海に話せば喜ぶはずだ。しかし何な故ぜか広大は広海に大地の事を話す気にはなれなかった。あの時の大地の口調から察して、父が何かのっぴきならない状じよう況きように置かれてる事も考えられる。

『あの女』が仮にイモータルヌーンを指しているのならば、大地はＵＮｂＡＲと利害が対立する立場にある事になるのだ。

　待てよ、本当にそうか？　広大の胸中に疑問がわき上がる。

　ＵＮｂＡＲのｂｉｏクラフト側代表を『あの女』というだろうか？　ｂｉｏクラフトに関係している人間ならばその名は知っている。普ふ通つうにイモータルヌーンと言った方が分かり易やすいはずだ。

　じゃあ大地が言いたかったのは……、誰だ？

「君が生まれる少し前から、父はこの国の上院議員をやっていてね」

　ロングの言葉で広大は現実に引き戻された。

「父は父なりにこの国、この世界の安定した存続を真しん摯しに願っていた。そこに現れたのがｂｉｏクラフトだったというわけだ。しかし積極的に人類の発展に関かん与よしないｂｉｏクラフトが、父には不満だったらしい」

「それがＨＥＬＬＯ設立へ繋がったわけですか」

　広大のその言葉にロングは肯く。

「ああ。ちょうどその頃ころ、父にガンが発見されてね。闘とう病びようのために政治活動を一時休止する事になったんだ。一時は大統領候補とか言われていたようだけどそれも白紙。もっとも立候補しても、当選したとは思えないけどね」

　そしてロングは広大へ視線を戻す。

「当時、政界に直接働きかけられなくなった父はＨＥＬＬＯを設立した。結果的に私が引き継つぐ事になったが、それも父の要望だ。私には政治家の才能がないようでね。父も無理に政治家にはしようとはしなかった。今はそうしてくれた事に感謝してる」

　感謝か……。広大は素す直なおに父への感謝を口に出来るロングがうらやましかった。

「君はベースボールは好きかね、大空くん？　野ヤ球キユウだ」

　唐とう突とつな話題に広大は虚きよを突つかれぽかんとしてロングを見返すだけだ。ロングはそんな広大の態度に微笑ほほえみを浮かべて続けた。

「父も私もシカゴの出身だがね。シカゴのＭＬＢチームは二球団あるんだ」

「知ってます。シカゴカブスとシカゴホワイトソックスですね」

　なんでいきなり野球の話なのだと訝いぶかりながら広大は答えた。

「そうそう。父はカブスのファンでね、私はホワイトソックス。それでよくケンカになったものだ。その父がね、死の間ま際ぎわに言うんだよ。もう一度カブスがワールドシリーズで優勝するところを見たかったと」

「はぁ……」

　父を偲しのんでいるのか、ロングは穏おだやかな笑みを浮かべているが、広大にしてみれば何を言われているのか分からない。ティセも同様と見えて、退たい屈くつになったのか、近くを飛んでいた蝶ちよう々ちようと追いかけっこをしていた。

「カブスが優勝したらお前は俺の分も喜べ。そして孫にも伝えろ、爺じいさんの分もカブスの優勝を祝え。子々孫々まで伝えろ、ロング家はシカゴカブスのファンだとね」

「そりゃ大変ですね。ミスター・ロングはホワイトソックスのファンでしょう？」

「あぁ、大変だ。もちろんホワイトソックスが優勝したら、私は大喜びするだろうけどね。……しかし不思議だろう、大空くん。ファンが死んでも野球チームは残る。ファンの精神は受うけ継がれていくんだ。私は心底不思議に思ったよ」

「それは当然……」

　口を開き掛けた広大は何となくロングの言いたい事に思い至った。

「子から孫へ、その更さらに子孫へと受け継がれていくのは、別に技術や文明の成果だけではない。ベースボールのような娯楽パスタイムさえも受け継がれ存続していく。そこに思い至ったら、私は人類の永遠の存続とは何なのだろうかと思うようになったんだ」

　そしてロングは再び父の墓標へ視線を向ける。

「誰かがウォレス・エイブラハム・ロングを覚えている限り、父の精神は確かに存続している。それと同じだ。この地球に発した人類の事を、誰かが覚えている限り、地球人類は確かに存続しているのかも知れない」

　つまりそれは……。広大が言いたかった事を後から聞えてきた声が代弁してくれた。

「ｂｉｏクラフトは文明の守護者にして観察者です」

　ティセである。今しがたまで蝶々と追いかけっこをしていたはずだが、ロングの話が佳か境きように入ってきたと察して戻ってきたようだ。ただ蝶々だけはまだ名な残ごり惜おしそうにティセの周囲を飛び回っていた。

「私たちは文明を守護、観察する事により、その記き憶おくを永遠にとどめながら存在します。それがどのような結果に結びつくのか私たちにも分かりません。しかしその記憶は、いつの日か、この宇宙の有り様さえ変える事になるかも知れません」

　文明を記憶するものがいなければ、それはこの宇宙から永遠に消え去ってしまう事になる。

　広大は以前、ティセに連れて行って貰もらった三角座Ｍ３３銀河の一角にあった惑わく星せいを思い出していた。あの惑星には確かに文明が存在した。無数の物語があり、無数の思い出もあったのだろう。しかしそれを覚えているものは誰もいない。ｂｉｏクラフトに接せつ触しよくする前にその文明は滅ほろびてしまったのだ。

　それがたまらなく哀かなしい。ティセはそう言っていた。

「私がｂｉｏクラフトを受け入れたのは、それが理由だと気がついたんだよ。大空くん」

　ロングはそう言った。ｂｉｏクラフトとの共生が人類の永遠の存続というロングの理想に合がつ致ちするのが分かったのだろう。

「しかしそれを理解してくれない人も多い。まぁ私も分かってはいるものの、理解は出来ていなかったのだけどね」

　そしてロングは苦笑を浮かべた。

　記憶は紡つむがれ語り繋がれていく。広大はティセへと視線を巡めぐらせる。ｂｉｏクラフトとは要するに、ただ記憶して語かたり継いでいく為の、それだけの存在なのだろうか。もしもそうだとするならば、ｂｉｏクラフトは余りにも哀しい存在なのかも知れない。

　そんな広大の視線に気付いているのかいないのか、ティセはまた蝶々と追いかけっこを始めていた。

「少し、前置が長すぎたかな。自分では気にしてなかったようだが、やはりメランコリックになっていたようだ」

　ロングの言葉に広大は少し驚おどろいた。ロングはＨＥＬＬＯがＵＮｂＡＲ、強しいてはｂｉｏクラフトと協調路線を取った理由を説明するのが目的ではなかったのか。もっとも考えてみればその通りだ。そんな話ならＵＮｂＡＲとすればいい。広大を直接、呼び出すからには何か理由があるはずなのだ。

「今までの話は、私が君たちを騙だますつもりがない。本当の事を話していると理解して貰うため、今の私自身の心境を説明しておく必要があると思ったからだ」

　そう言いながらロングは少し歩き、墓地を巡る歩道へ置かれたベンチへ腰こし掛かける。着いてきた広大とティセに座すわるように促うながしてからロングは尋ねた。

「大空という苗字フアミリーネームは珍めずらしいそうだね」

「え？」

　唐突な質問に広大は困こん惑わくした。そんな広大をティセは無言で見上げるだけ。喪も服ふくの肩かたには、先さき程ほどまでティセと追いかけっこをしていた白黄色の蝶々が止まっていた。黒い喪服に蝶々の儚はかなげな色は、最初からコーディネートされていたかのようによく映はえていた。

　少し考えてから広大は答える。

「ええ、そうです。有名な漫まん画がの主人公に同じ名前がいますけど、現実にはそんなに多くないです。俺も同じ苗字の人には会った事がありません」

「ふむ……、やはりそうか。ならばなおさらだな……」

　ロングは少し逡しゆん巡じゆんしてから切り出した。

「先に結論から言おう。私の父は君のお父さんを知っていた可能性がある」

「俺の親おや父じを!?」

　広大の声に驚いたのか、ティセの肩に止まっていた蝶々がどこかへ飛び去ってしまう。名残惜しそうに蝶々を見送るティセに構わず広大は続けて尋ねる。

「どうしてあなたのお父さんが、俺の親父と……」

　まさかこの場で自分の父の話題が出てくるとは思わなかった。何を聞けばいいのか、広大は千々に乱れる考えをすぐにまとめる事が出来なかった。

「順を追って話そう。大空くん。私の父ウォレスは、一九八〇年代のヨーロッパの民主化運動を積極的に支援していた。どうやらその中で民主化運動を取材していた君のお父さんと知り合ったらしいのだ」

　広大の父、大地はフリージャーナリスト。失しつ踪そうする前はよくヨーロッパで取材をしていたのは確かだ。しかしそれがこのように結びつくとは、今の今まで広大もまったく予想していなかった。

「その後、ｂｉｏクラフトが地球人と接触。私の父と同様、君のお父さんもｂｉｏクラフトと地球人の共存については懐疑的だったようだ」

　少し前の広大だったら、父がｂｉｏクラフトと人間の共存、共生に懐疑的だったと聞けば動どう揺ようしていたかも知れない。しかし人類との共生を否定するｂｉｏクラフトの組織『アミークス』に所属していた『オネストホワールウィンド』と行動を共にしていたのだ。ロングの言う通りであってもおかしくない。

　ロングは広大の考えを見み透すかしたようにその『アミークス』に触ふれた。

「ｂｉｏクラフトの方にも人類との共存共生に反対するものがいる。ＨＥＬＬＯと一時期協力関係にあった『アミークス』もそうだが、当時は組織としては行動しておらず、ｂｉｏクラフトが単独で行動していたらしい。その一部が私の父と接触してきた」

　それが『オネストホワールウィンド』なのだろうか？　考えを巡らせる広大に向かってロングは続けて言った。

「ｂｉｏクラフトと地球人類を分ぶん離りさせたいという見地から利害が一いつ致ちしたんだ。所いわ謂ゆる分ぶん離り派のｂｉｏクラフトは、両者の主張を補強する視点から、地球人の調査に協力しようと提案。私の父はその提案を受け入れ、ある男性にその調査を依頼した」

「それが俺おれの親父!?」

　広大は思わずベンチから立ち上がってしまった。これまでまったく糸口がつかめなかった、父大地が失踪する経けい緯いが思わぬ形で明らかになりつつあるのだ。

「ダイチ・オオゾラ。それが君のお父さんの名前。そして私の父が残した資料にある、調査に向かったジャーナリストの名前だ」

「間ま違ちがいない……。親父だ」

　まだ断言するのは早計かも知れない。しかし珍しい苗字、ジャーナリスト、ヨーロッパでの取材。ここまで揃そろえば可能性は高い。そして何よりも広大には何か直感めいた確信があった。

　広大がベンチに座り直なおし、落ち着くのを待ってからロングは話を続ける。

「その頃には世論に押おされてアメリカ政府もｂｉｏクラフトとの共存共生路線に転じ、私の父も最初の手術の後で政治活動を休んでいた。公的機関の人間を使うわけにはいかなかったんだ。だから君のお父さんに協力を依頼したようだ」

「それが分かったのは、お父さんが亡くなって残っていた資料を整理していた時ですか？」

　一つ深呼吸をしてから広大は改めてそう尋たずねた。広大の視線の先では、ティセが逃にげた蝶々を探して、お墓の間をうろうろしている。

「それもあるが……。実は先日、私の父から調査を依頼されたという人物がＨＥＬＬＯに接触してきたのだよ。ＨＥＬＬＯには記録が残っていなかったため、改めて調査したら私の父が依頼したのだと分かった。そしてそこに君のお父さんの名もあったわけだ」

「じゃあ親父は地球に!?」

「それは分からない」

　ロングは頭を振ふる。

「電話でコンタクトを取ってきたから残ってるのは音声だけだ。それも短時間。録音はしてある。よろしければ後でコピーを渡そう。君にも本人かどうか確かく認にんして欲ほしい。君のお父さんの声が録音されたテープなどがあれば分ぶん析せきもできる」

「ありがとうございます」

　広大が礼を言うのと同時に、ティセは指先に蝶々を留まらせて戻ってきた。

「それで父はＨＥＬＬＯに対して何と連絡してきたんですか？」

　余り好ましい内容ではないのだろうな。遠回しなロングの言い方に、広大はそう覚かく悟ごしていた。事実、ロングは慎重に言葉を選ぶように口を開く。

「ああ、君のお父さんもｂｉｏクラフトには懐疑的だったと言ったろう？　その視点から調査に行ったわけだからな。……まずなぜＨＥＬＬＯはｂｉｏクラフトとの共存共生路線に転じたのかと尋ねられた。そこで私は先程も言ったような説明をした」

「納なつ得とくは……、してくれなかったんでしょうね」

　もしも納得していれば、この場に父大地がいたかも知れない。しかしそんな想像も今の広大には今ひとつピンと来ない。

「残念ながらその通りだ」

　ロングはハリウッド映画の登場人物のように肩をすくめてみせる。

「そして言われたよ。ｂｉｏクラフトと今の地球人類が共存共生しても良い結果は生まない。すぐにｂｉｏクラフトを排はい除じよするべきだ。それが双そう方ほうにとってもっとも良い結論だ。ウォレスから依頼された調査の結果、そう確信するに至ったのだとね」

　そしてロングは広大とティセを、しばし見つめてから改めて口を開く。

「現在、地球人類以外にｂｉｏクラフトと契けい約やくしてる文明はない。なぜか。ｂｉｏクラフトと契約した文明もまた滅びるからだ。ｂｉｏクラフトは文明の守護者などではない。ｂｉｏクラフトこそ文明の破は壊かい者しやだ。君のお父さんは私にこう言ってきたのだ」

「それは……」

　広大は思わず絶句した。確かにｂｉｏクラフトと契約すれば、その文明の活動範はん囲いは一気に広がる。事実、地球人類もｂｉｏクラフトにより数十億光年先まで足あし跡あとを印しるすようになったのだ。

　広こう範はん囲いに広がった文明はなかなか滅びないと考えられている。しかし現在、地球人以外にｂｉｏクラフトと契約してる知的生命体はない。発展の過程にある文明は誰だれも見つけていないのだ。

「それは当然です」

　やにわにティセが言った。その視線は指先に留まる蝶々に向けられたまま。広大やロングの方へ視線を送ることなくティセは言った。

「私たちｂｉｏクラフトが誕生してから四十五億年以上。その間、私たちが直接接触した文明は十数に過ぎません。それぞれの文明が栄えた時代は、数十万年から数億年もの時差があります。文明とは宇宙においてきわめて稀まれな現象なのです」

　そしてティセは蝶々を乗せた指を掲かかげる。

「残念ですが、文明は滅びます。人や生き物が、いずれ死ぬように。だから私たちは、みんながそこにいたことを、覚えていくんです。後から現れる人たちに、かつて存在した人たちの物語を語る事が出来るように」

　ティセの指から蝶々が飛び立っていった。

「ただ私たちは記憶して伝えていくだけです。それだけの存在です。それ以外は何も出来ません。本当に、何も出来ないんです」

　いつものようにティセの表情からは感情を伺うかがう事は出来ない。しかし言葉から感じる以上に、ティセの横顔には哀しみが湛たたえられているように思えた。

「グロリアスドーン」

　やにわにロングがティセに話しかける。

「今日のこの出来事も、私の事も、私の父の事も。君たちがこの宇宙に存在する限り、ずっと記憶していくのかね？」

「はい。この宇宙が存在を止めてもなお、私たちは記憶していくのかも知れません。いつの日にか、私たちの記憶を正しく利用できる何者かが現れるその時まで」

　ティセは頼たよりなく飛ぶ蝶々へ視線を送ったままでそう答えた。

「私は今ほどｂｉｏクラフトの存在に感謝した事はない」

　ティセの視線を追い、蝶々を見つめながらロングは言った。

「父にｂｉｏクラフトが本当はどういう存在なのか。それを伝えられなかったのが、ただ心残りだ。大空くん、君には私と同じ轍てつを踏ふんで欲しくないんだ」

「親父に……」

　蝶々から視線を落とし地面を見つめる広大にロングは苦笑した。

「いや、これは済まない。やはり私はメランコリックになっているようだ。それではアメリカ人らしく実務的な話をさせていただこう」

　そう前置してからロングは続けた。

「『アミークス』に不ふ穏おんな動きがある。正確にはもう『アミークス』残党と言ってもいいのだが、どうやら戦力を集めているようだ。ＵＮｂＡＲもそれは把は握あくしてる。君のお父さんを通して何が起きてるのか探さぐれないかと思ってね」

「そりゃまた実務的な話ですね」

「私はアメリカ人だからね」

　そして広大とロングは苦笑を交かわし合う。

「共存共生を目指す以上、ｂｉｏクラフトに混乱が起きるのは好ましくない。ＨＥＬＬＯとしても『アミークス』と協力していた責任もある。それに気がかりなのは『アミークス』には他ほかにも地球人が参加してる可能性があるのだ」

　ロングはそう言った。

「所いわ謂ゆる不良ｂｉｏパートナーが逃げ込んでいるという噂うわさもあるんだ。ＵＮｂＡＲガード設立で行き場を無くしたようだ」

「ｂｉｏクラフトは地球人に危害を加える事は出来ませんが、確かにそれは気がかりですね」

　広大に代わってティセがそう答えた。それに肯うなずき広大も続ける。

「分かりました。出来るだけの事はします。それで、その……。父の事ですが」

　広大は言いよどむ。それを察してロングの方から口を開いた。

「資料は届けよう。さっきも言ったように、君のお父さんの声が録音されたテープなどが有れば貸して欲しい。こちらで分析したい。それともう一つ、これは我々からのお願いなんだが……。無論、君には拒きよ否ひする権利がある」

　少し真しん剣けんな顔つきになってロングは続けた。

「この話。我々ＨＥＬＬＯとＵＮｂＡＲ。そして君とグロリアスドーン個人の話にとどめておいて欲しい。なんと言ってもまだ父が調査に送った人間が本当に大空大地なのか。そもそもそんな人物が本当にいたのか。完全に確認できたわけではないからね」

「はい、この話は……」

　言いかけて広大はその点に気付いた。ロングも広大が何に思い至ったのかすぐに気付いたようだ。尋ねられる前にその点に言げん及きゆうした。

「君のお母さんにも当面、伏ふせておいてくれ。ショックを受ける可能性もあるからね」

「分かっています。母は父がｂｉｏクラフトと契約して、宇宙へ行ってしまったと信じてますが……。ｂｉｏクラフトとの共生を父が望んでいないとしたら、確かにショックを受けるかも知れませんね」

　ロングの方からそう切り出だしてくれた事に、正直なところ広大は安あん堵どしていた。この話を母である広海にしたものかどうか。広大は迷っていたのである。

「すまないね。新しい情報が得られたら、すぐに連れん絡らくする。さて、そろそろ時間だ。ヘリで空港まで送らせよう」

　ロングはそう言うと座っていたベンチから立ち上がった。墓地のすぐ側には簡易へリポートがあり、広大たちを送おくり迎むかえするためのヘリがそこで待機してるのだ。

　ロングに促されてベンチから立ち上がった広大だが、着いてきたティセが後を振り返かえり手を振ってるのに気付いた。ティセの視線を追ってみると、そこには数すう匹ひきの蝶々が別れをを惜おしむように舞まい飛んでいた。




「……結局あの話はしなかったのですか？」

　広大とティセを乗せたヘリを見送るロングに、父の代から仕えてきた秘書のショートは尋ねた。

「さすがの私も今日は少しメランコリックになってしまってるようだ」

　ロングはそう答える。

「あの少年も父の件で混乱してるだろう。これ以上、あの少年を悩なやませるわけにはいかない。ＵＮｂＡＲの方にも連絡してある。これはイモータルヌーンたちに任せよう。あのｂｉｏクラフトは、イモータルヌーンの妹だからな」

　大地の一件に関して、ロングが広大に口止めをしたのには、他にも理由があった。この話を知られたくない人間がいるのである。もしかするとその人間が、大地の一件やあるいは広大自身の身の上に何か大きく関かかわってきているかも知れないのだ。

「ＨＥＬＬＯが大空大地について調査した結果と、ＵＮｂＡＲから提出された大空広大の資料については、大きな食くい違ちがいが一つある」

　広大たちを乗せたヘリが空港の方へ向かうのを見届けたロングはやにわにそうつぶやく。

「私の父が九〇年代当時に制作した資料には、大空大地の家族構成が掲けい載さいされているが、そこには妻である広海の名はない。長男広大の名前はあるが、母として掲載されているのは別の人間の名前だ。そんな事を今のあの少年に言えるものか……」
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「新学期」

　しょうぶ沼ぬま高校の校門をくぐるなりティセは両手を勢いよく広げてそう言った。

「新学年」

　そしてさらに激しく両手をぱたぱたさせる。

「二年生」

　両手ぱたぱたのリズムから察して、ティセが上じよう機き嫌げんなのは間違いない。後からきた広こう大だいたちへ手を差さし伸のべるようにしてティセは尋ねた。

「二年生は具体的に偉えらいですか？」

「あぁまぁ、偉いと言えば偉いんじゃないかな」

　広大が適当に答えると、ティセはそのまま飛び上がりそうな勢いで両手をぱたぱたさせる。

「それは素す晴ばらしいですね」

　春休みも終わり、今日は一学期の始まり。そしてしょうぶ沼高校の入学式の日だ。

「うちの学校は一学期の始業式と、入学式が同じ日なんですね」

　アイシャの言葉に恵けい子こが肯いた。

「うん、なんか面めん倒どうだから一いつ緒しよにやっちゃうみたいよ」

　校門をくぐってくる生徒の中には、新入生なのだろう、見覚えのない顔もちらほら目に入る。

「おお、新学期から相変わらずぱたぱたしておるな。愛あい玩がん鳥類」

　校舎を見上げてぱたぱたしているティセにそう話しかけてきた者がいた。口調だけで誰なのか確認するまでもなく分かる。

　ラヴィーである。

　広大が振り返ると、そこにはトレードマークの珊瑚色コーラルピンクの髪かみをツインテールにまとめたラヴィー・スプレンディッドペンデュラムがいた。側にはお付きのメイド、ヴィーア・ラッキースプリングスの姿もある。

「駄だ目めです、いけません。ラヴィーはもっと私を尊重するべきです」

　ラヴィーに駆かけ寄よると、ティセは激しく両手をばたばたさせて言った。

「私は二年生なので、ラヴィーよりも具体的に偉いのです」

「ちょっと待て、ティセ。ラヴィーも今年から二年生だぞ」

　広大にそう言われたティセは振り返り小首を傾かしげる。

「なぜですか？」

「ラヴィーは三学期に一年に編入してきたじゃないか。だから当然、春から二年生だよ」

　その答えにティセはまた激しく両手をばたばたさせる。どうやら何か納得がいかないようだ。

「ラヴィーはこの前、学校に入ってきたばかりなのに、なぜ二年生ですか？」

「いや、まぁそれはそうなんだけど……」

　言いよどむ広大に、ラヴィーは勝かち誇ほこったように言う。

「わははは、私にかかれば一ヶ月足らずで進級など造作もない事よ！」

「その分、今年からはきちんと学校で勉強していただきますわよ。姫ひめさま」

　調子に乗ってるラヴィーをヴィーアはそうたしなめた。

　その時だ。広大は背後から何やら囁ささやき合っている女の子たちの声に気づいた。

「ねぇねぇ、あの人じゃない？」

「ほんと、それっぽいね。金きん髪ぱつだし、ちっちゃいし、ぱたぱたしてるし」

　会話の内容に引かれて広大は声がした方へ頭を向ける。そこには新入生らしき女子生徒が数人固まってこちらを見ていた。

「おお、そういえば二年生はクラス替がえがあったはずだ。あそこに張り出してあるのがそうか。早さつ速そく、見に行くぞ」

　ラヴィーは珊瑚色のツインテールをなびかせて、校庭の隅すみに集まる在校生の方へ駆け出した。そこにある掲けい示じ板ばんには確かに『新学年クラス分け』と書いてある。

「あれ、お宅のお姫さま。あの話聞いていないの？」

　意外そうな顔で尋ねる恵子にヴィーアはにっこりと微笑ほほえむ。

「クラス替えの件ですわね。ＵＮｂＡＲ側からｂｉｏビオクラフト関係者は同じクラスに集めて、内うち山やま田だ先生が担任するとは聞いていますが、姫さまには話しておりません。クラス替えを楽しみにしておりましたので」

　少し声をひそめてそう答えた。ヴィーアの言う通り、広大たちも内山田やアーネチカから、ｂｉｏクラフト関係者は二年に進級しても同じクラスになると聞いていた。広大の友達たちも出来る限り配はい慮りよするという。この問題に関わる人間を余り増やしたくないからだ。

「そうねえ。結果が分かっているんじゃ、クラス替えを見に行く楽しみなんてないものね」

「兵ひよう衛えや孝たか郎おも一緒なのかな。まぁ俺たちは変わらないけど」

　広大のその言葉にアイシャも肯く。

「それはそうですわね。クラスの他の方はどうなるか分かりませんし、確認した方がいいですね」

　そんなアイシャに恵子はにやりと笑えみを浮うかべた。

「あら、誰か気になる人でもいるの？」

「はい？」

　心底不思議そうな顔でアイシャは首を傾げる。そんなアイシャに恵子は唇くちびるを尖とがらせる。

「なによ、相変わらずつまんない娘こねえ」

　おや……。言われたアイシャはもちろん、横で聞いていた広大も恵子のその口ぶりに何か違い和わ感かんを覚えた。そんな二人に構わず恵子はさっさと掲示板の方へ歩き出した。

「さ、クラス替え見に行こう」

「行きましょう」

　ティセもぱっと両手を広げて同意を示した。その時だ。先程、何やらおしゃべりをしていた新入生の女子生徒たちが声をかけてきた。

「栄さかえ先せん輩ぱい、栄先輩ですよね」

　栄黎れい子こティセ。それがティセの偽ぎ名めいである。もっとも普ふ段だんからティセだけで通しているし、本人もそう呼ばれる事を望んでいる。ティセ自身もこの偽名がピンと来ないようで、授業中に栄と呼ばれてもすぐに返答しない事が多い。

「栄せんぱ～～い！　こっち向いてください」

　新入生がどんな用事があるのか分からないが、とにかくティセが気づいていない事は確かだ。広大は掲示板の方へ向かうティセに声を掛かけた。

「おい、ティセ。呼んでる、呼んでる」

　広大に声を掛けられてようやくティセは足を止めて振り返る。

「誰がですか？」

「ほら、新入生。どういう用事があるのかは知らないけど」

　そう言うと広大は背後を一いち瞥べつした。ティセが小首を傾げると、声を掛けてきた新入生たちはきゃあと歓かん声せいを上げた。

「なによ、あの娘たち」

　広大の所へ戻もどってきた恵子がそう訝いぶかる。

　呼ばれるままにとたとたと歩いて行ったティセは、不思議そうな顔で新入生たちを見上げた。

　ティセのその様子に、新入生の女子生徒たちはまた歓声を上げる。

「きゃあああ～～、可か愛わいい!!」

「本物の金髪なんだ」

　さすがのティセも新入生のその態度には驚おどろいたようだ。はげしく両手をぱたぱたさせながら、その場を右往左往しはじめた。

「ぱたぱたしてる、ぱたぱたぱたぱた!!」

「本当、小鳥みたい！」

　広大たちは何が起きてるのか分からず、ぽかんとその光景を見ているだけ。

「結構、有名なのよ。ティセは」

　やにわに聞き覚えのある声が聞こえる。

「新入生の中にはティセに会えるのを楽しみにしていた子もいるみたいね」

「桜さくら子こちゃん」

　振り返るとそこにはセーラー服姿の桜子がいた。

「楽しみって、どういう事ですの？」

　アイシャの問いに答えて桜子は言った。

「だから言ったでしょ。結構、有名人だって。外国からの転校生で金髪の女の子というだけでも目立つのに、変わった性格とかぱたぱたの仕草とか。入学説明会でみんな話題にしてたわよ。ちょっとしたアイドル扱あつかいね」
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　どうやら桜子の言うとおりのようだ。ぱたぱたしてるティセの周囲には、いつのまにか新入生の人ひと垣がきが出来ている。今では辛かろうじて人垣の間からティセの金髪とぱたぱたしてる腕うでが見えるだけとなってしまった。

「このままではティセさまが……」

　ティセのピンチにアイシャが駆けようとした時、掲示板の方からラヴィーが戻ってくる。

「喜べ、大おお空ぞら広大！　お前と私は同じクラスだ。それから愛玩鳥類、ついでにいうとお前も……」

　ラヴィーのその声に新入生の何人かが振り返り声を上げた。

「あ、ほらほら！　あっちはお姫さまよ、お姫さま!!」

「ほんと、ｂｉｏクラフトのお姫さま!!」

　どうやらラヴィーもティセ並に有名人のようだ。もっともラヴィーは派手に登場した後、マスコミにも頻ひん繁ぱんに顔を出しているので、こちらは当然とも言えるかも知れない。

「いかにも、私はｂｉｏクラフトの姫ラヴィー・スプレンディッドペンデュラムだが……。うわ、一体なんだ！　お前たち!!」

　新入生はあっという間にラヴィーの周囲を取り囲む。

「見て見て、髪の毛けピンク！」

「テレビで見たより可愛い～～!!」

　あっという間にラヴィーの姿も新入生に隠かくされてしまった。

「いけません、このままでは姫さまが……！」

　アイシャとほとんど同じ台詞せりふを口にしたヴィーアがラヴィーの元へ駆けつける。

「なんか珍ちん獣じゆう扱あつかいだなあ」

　広大がぼやく通りだ。不思議なもので二人を取り囲み、歓声を上げているのはほとんどが女子生徒だ。アイドルやタレントというよりは完全に愛玩動物である。

「それはそうと、あんた。なんでセーラー服なの？」

　恵子は今さらながら桜子の格好を追及する。しょうぶ沼高校は私服。他を見まわしても制服姿の女子生徒はいない。もっともこの場にはいないが、男子生徒なら私服ではなく学生服姿で通してる人間が一人いるのだ。

「そう言えば先せん場ばくんも普段から学生服よね。あんたたち、ひょっとして制服フェチの呪のろわれた一族？」

　恵子の言う通り桜子と兵衛は親しん戚せきに当たる。しかし桜子は恵子がそうからかっても平然とした顔で答える。

「これは制服です。しょうぶ沼高校の女子制服」

「はぁ？」

　桜子のその答えに、広大と恵子は呆あつ気けにとられる。

「そんなわけないだろう？　うちの学校は服装自由って生徒規則にも……」

　広大のその反論に、桜子は真新しい生徒手帳を胸ポケットから取り出し、あるページを指し示して見せた。

「ここに生徒の服装に関する規則がありますね。ちゃんと見てください。『当校生徒の服装は別に定める制服。もしくは華か美びにならない程度の私服とする』。つまりこの学校には制服があるんですよ」

「初耳～～」

　恵子は思いっきり意外そうな顔をしてみせる。それは広大も同感だ。しょうぶ沼高校に制服があるなど聞いた事がない。

「それで学校に問い合わせたら、女子はいわゆる一いつ般ぱん的てきなセーラー服だと聞いたんで、これを着てきたまでです」

「あ～～、じゃあそうすると兵衛のあの格好も制服だったのか」

　広大は合が点てんがいったようにぽんと手を打つが、即そく座ざにその推測は桜子によって否定された。

「男子は紺こん色いろのブレザーだそうです。兵衛さんの格好は、あくまで趣しゆ味みでしょうね」

「私はそっちの方が納なつ得とくできるけどね」

　そう言って恵子は苦く笑しようした。

「はいはい。そろそろ入学式ですから、新入生の皆みなさんは体育館の方へ移動してください」

「姫さまにお会いしたい皆さまは、改めてペンデュラム邸ていで進級祝いパーティーを行いますので、そちらに参加を願います」

　ティセとラヴィーの周囲に群がった新入生たちを、ようやくアイシャとヴィーアが排はい除じよする。しかしそれでもなお食い下がる生徒がいた。

「あの～～、栄先輩……」

「ティセ。ティセです、ティセ」

　携けい帯たいを手に声を掛けてきた新入生に、ティセは自分を名前で呼ぶように要求する。新入生はちょっと考えたが、ティセの要求を呑のむ事にしたようだ。改めて言い直す。

「ティセ先輩。写メいいですか。一緒に写真撮とりたいんですけど」

「写真」

　その単語にティセはしばし考え込む。長く続く沈ちん黙もくに周りがざわつき始めた頃ころ、ティセは一つ肯くと、例によって手を差し伸べるようにして、その新入生へ聞き返した。

「私と写真を撮ると楽しいですか？」

「楽しいです！」

　新入生は間かん髪はつを入れずに答えるが、ティセはそれだけは納得しないようだ。繰くり返して尋ねる。

「とても楽しいですか？」

「とても楽しいです!!」

　新入生はさらに勢い込んで答えた。

「この上ないですか？」

「この上ありません!!」

　念を押すティセに新入生は間髪を入れずに返答した。

「楽しい、楽しい、とても楽しい」

　ティセは両手をぱたぱたさせてながらさらに肯く。

「写真を撮ります」

「やったぁ～～!!」

　ティセの返答に新入生は跳とび上あがって喜んだ。ティセはラヴィーにも声を掛ける。

「ラヴィーも一緒に写真に写るべきです」

「い、いや。私は……」

　ティセと一緒というのが癪しやくに障さわるのか、ラヴィーは頬ほおを膨ふくらませてそっぽを向く。

「一緒に写真を撮ると、とても楽しいそうですよ」

　そうティセに言われてラヴィーはぐらついたようだ。ちらりとティセの方へ視線を向ける。新入生たちもその雰ふん囲い気きに気づいて畳たたみかけた。

「一緒に写真撮りましょうよ、お姫さま。お願いしま～～す」

「ねえいいでしょ。お姫さま!!」

　お姫さま連呼にラヴィーもとうとう折れた。

「よ、よし！　一緒に映ってやらない事もないぞ。愛玩鳥類だけでは、華がないからな」

　そう言うラヴィーに向かって、ティセは一ひと頻しきり両手をぱたぱたさせていたが、すぐに広大たちの方へ顔を向けた。

「広大、恵子、桜子も一緒に映るべきです。アイシャやヴィーアも一緒に映りましょう。とても楽しいそうですよ。みんな一緒ならさらに楽しいと思います」

　どうやらティセは桜子がいる事に気づいていたようだ。

　新入生の何人かは一ひと際きわ目立つセーラー服姿の桜子に目を留める。

「わ、綺き麗れいな人～～」

「せんりょう台の剣けん道どう部ぶにいた人よ。なかなかデンジャラスだって話だけど……」

「でも美人なら許せるわよね」

　本人の耳に届く事を承知で、そんなうわさ話に花を咲さかせている。その時だ。そんな他た愛あいのない会話の一部が広大や恵子、桜子の耳に飛び込んできた。

「横にいる隣となりの背の高い人。彼かれ氏しかしら」

「え……？」

　思わず広大はたじろぐが、桜子は無言のまま横へ一瞥をくれただけ。ただしその先にいるのは広大ではない。恵子である。

「さってと……」

　わざとらしくそう言うと恵子は振ふり返る。

「私は先に教室に行っていようかな～～」

「おい、恵子。ティセが写真を撮ろうって……」

　広大がそう言うのに合わせて、ティセはより勢い込んで両手をぱたぱたさせている。しかしそんな二人に構わず恵子は校舎の方へ向かおうとしていた。

「いいわよ、私は。そんな……」

　校舎に向かおうとしていた恵子の手を握にぎる者がいた。一時、恵子の表情がほころぶ。だが振り返ると同時に、それは失望に変わっていた。

「私でがっかりしたと思いますが……」

　恵子の手を握ったのはアイシャだった。ティセの側から急いで駆けつけてきたのだろう。アイシャの運動能力なら造作もない事だ。

「今は我が慢まんして付き合っていただけませんか？」

「まったく……、あんたはティセの事になると見境ないんだから」

　そう言いながら恵子はアイシャの手を振りほどき続けた。

「別にいいわよ。写真くらい。別に私は楽しくないけどね」

　恵子はぶっきらぼうにそう言った。

「はい、じゃあティセ先輩やお姫さまと一緒に映りたい人は、この桜の木の下に集まってくださ～～い。写真を撮る人はこちらの方に」

　デジカメを持った新入生の一人がそう仕切っている。広大たちはティセと共に、校門を入ってすぐの所にある桜の木の下に並んだ。その前にはカメラや携帯を構えた生徒たち。新入生もいるが、在校生の姿も見える。

「ティセ、ぱたぱたしない。ぱたぱた」

　列の中央にラヴィーと一緒に並んだティセが、いつまでもぱたぱたを止めないので広大は後ろから注意する。

「楽しくて我を忘れてました」

　広大の方へ振り返り、そう言うとようやくティセは手を下ろす。

「はい、いきま～～す！　チーズ!!」

　携帯やデジカメのシャッターが一いつ斉せいに押おされた。ティセはいつの間にかまた両手ぱたぱたを始めていたようだ。舞い散ちる桜の花びらが、ティセの腕にまといつき、金色の髪を淡あわいピンクで彩いろどっていた。

　そんな広大たちの様子を少し離はなれた校舎の陰かげから見守ってる者がいた。

「面おも白しろい事やってんなぁ」

　アンリである。

「仲間に入りたければ、入ればいいでしょう」

　アンリが契けい約やくしているｂｉｏクラフト『ステディレクブレイション』のホロン体ビュートがそう言った。しかしアンリはにやにや笑いながら頭を振る。

「いやいや、ここで出て行っちゃ面白くない。あいつらを驚かせてやらないとな。さて、それじゃそろそろ行くとするか。これからは忙いそがしくなるぞ、ビュート」

　アンリはベルトからロリポップキャンデーを引ひき抜ぬくと、包み紙を剥むきながら入学式のある体育館の方へ向かった。




「さぁ、きりきり働けや～～」

　ＵＮｂＡＲ日本支局特別分室のある東綾グラウンドの近くにあるコンビニエンスストア。そこではクイックストーンが月光三兄きよう妹だいを顎あごで使って掃そう除じをしているところだった。

「ええい、なんで俺おれたちがこんな真ま似ねを……！」

「え～～ん、お腹なかすいたですの」

　クレケンスとプレーナはぶつくさと言いながら、店の前の駐ちゆう車しや場を掃はいていた。

「あんたらは当面、うちが面倒みる事になっとるからな。バイトの方も、ＵＮｂＡＲの方も」

　最後の単語は少し声を潜ひそめ、クイックストーンは付け加えた。

「この前も言っただろう。ＵＮｂＡＲには恩義がある。それを返さぬうちは、この月光三兄妹、姿を消すわけには行かない」

　ノワがそんな格好かつこいい事を言っても、コンビニ店員の制服で手にゴミ箱を持っていては今ひとつさまにならない。

「あ～～、兄ちゃん。ＵＮｂＡＲの件は、あんまりデカい声で言わんといてな。万が一やけど、ばれると困るさかいに」

「うむ、気をつけよう」

　ゴミ箱を抱かかえたまま直立不動の姿勢でノワは答えた。

「我々はあのｂｉｏクラフトに誑たぶらかされているグリーンデイブレイク殿でん下かをお助けしなければならない。その時まではいかなる屈くつ辱じよくにも耐たえる覚かく悟ごがある」

「あ～～、だからｂｉｏクラフトとかグリーンなんちゃらとか、デカい声で言うな言うとるんや!!」

　融ゆう通ずうの利きかないノワの言葉にクイックストーンは髪を掻かきむしる。

「とにかく、いま妙みような事になっとってな、イモータルヌーンもあんたらの力が欲ほしい言うとるんや!!　ＥＳフレームが出来たら、ＵＮｂＡＲガードにも協力して貰もらうから、今は大人しく働きや!!」

　ＵＮｂＡＲ日本支局預かりになった月光三兄妹だが、なにもさせておかないのも何だろうと、クイックストーンと同じコンビニで働いて貰う事になったのである。

「うむ、確かにメリグナントクラフトとｂｉｏクラフトが共同行動を取るのは不可解としか言えない。あの『サウザンドメイズィス』とか言うｂｉｏクラフトが何を考えているのか……」

「だから、ｂｉｏクラフト、ｂｉｏクラフトとデカい声で口にするなと言っとるんや!!」

　思い切りデカい声でｂｉｏクラフトと連呼してしまうクイックストーンであった。

「……早石さん」

「そやから、今は……」

「早石さん。いいかな、ちょっと」

「うちは……。ああ、店長!!」

　クイックストーンが振り返るとそこにはコンビニの店長がいた。

「なんの話だか知らないけど、あんまり店の前で大きな声でおしゃべりしないでね」

「はいはい、それはもう承知しております！」

　やんわりと釘くぎを刺さす店長にクイックストーンは愛あい想そ良く答えた。

　ただでさえ人が余ってるこのご時世、クイックストーンことクリス早石に加え、さらに三人も店員を雇やとうのは正直、厳しい。実のところＵＮｂＡＲからそれなりの助成金が出ているのだ。もっともそれを知ってるのはコンビニエンスストアチェーンの上層部だけで、店長ですらその辺の事情は聞いていない。

「あぁ、そうだ。飲み物入れておいてね。それから中ちゆう華かまんの方もお願い」

　クイックストーンにそう指示すると、店長はコンビニの中へ入りかけ、そして途と中ちゆうで足を止めて振り返る。

「君たち、ｂｉｏクラフトに興味有るの？」

「はい？」

　やにわにそう尋たずねられ、クイックストーンの顔が強こわ張ばる。しかし店長はさして深い意味があって尋ねたわけでもなかった。

「ＵＮｂＡＲの偉えらい人だっけ？　イモーなんとか。その人が近くの高校に挨あい拶さつに来てるんだってさ。さっきお客さんが言ってたよ。学校の人だから間ま違ちがいない。なんでもお忍しのびの来らい賓ひんらしいよ。変なお姫さまは現れるし、この辺の何かが連中を引きつけるのかねえ」

　店長は首を傾げながらコンビニの中へ入っていった。

「イモータルヌーンが？」

　思わぬところで出てきた思わぬ名前に、クイックストーンと月光三兄妹は顔を見合わせた。




「……以上をもちまして、挨拶に代えさせていただきます」

　サプライズゲストの挨拶に、しょうぶ沼高校の生徒は在校生新入生共々ぽかんと壇だん上じようを見上げるだけだった。

　広大や恵子、ラヴィー。そして新入生の席にいた桜子も例外ではない。ただティセだけが、座すわっていたパイプ椅い子すから身を乗り出だすようにして、激しく両手をばたばたさせているだけだ。

「特別来賓ＵＮｂＡＲｂｉｏクラフト代表イモータルヌーンさんより、新入生の皆さまへのご挨拶でした」

　学校側の司会者も動どう揺ようしているようだ。ｂｉｏクラフトの名前には敬けい称しようを付けないのが礼れい儀ぎとなっているが、うっかりそれを失念してしまった。壇上から降ふりるイモータルヌーンも苦笑を浮かべている。

　それまではごく一般的な手順で進んでいた入学式だが、来らい賓ひん挨あい拶さつの途中でいきなり特別ゲストとしてイモータルヌーンが紹しよう介かいされたのである。

　広大でもその名を聞いた時、まさか本人が現れるとは思っても見なかった。せいぜい祝電かビデオメッセージくらいだろうと考えたのだ。しかし司会者の紹介と共に、イモータルヌーンが本人が壇上に上がったのである。そして宇宙交流プランモデル校であるしょうぶ沼ぬま高校新入生へ、イモータルヌーンは短いが丁てい寧ねいな祝辞を送り壇上から降りたところだ。

「……おい、大空広大！　愛あい玩がん鳥類!!　これは一体どういう事だ!?」

　前の方の席に座ったラヴィーが声を潜めて広大たちへそう尋ねてきた。

「いやぁ、俺もさっぱり……。ティセ、何か聞いていたか？」

　壇上を降りた姉を視線で追いながら、一いつ生しよう懸けん命めい両手をばたばたさせていたティセだが、広大に呼びかけられてようやく我に返ったようだ。

「聞いていません」

　そう答えると来らい賓ひん席せきに座ったイモータルヌーンへ視線を送り、また両手をばたばたさせる。

　生徒はもちろん教師側のほとんどにとってもサプライズ来賓だったようだが、ＵＮｂＡＲ関係者にはさすがに知らされていたようだ。教師の列へと視線を送ると、内山田とアーネチカ、そしてアンリがにやにやと笑いながらこちらを見ていた。

　まったく……。

　広大は嘆たん息そくして視線を壇上へ戻す。ちょうど壇上では新任教師の紹介が行われているところだった。

　……ん、待てよ。

　イモータルヌーンの事で頭が一いつ杯ぱいだったため、その違和感には即座に気付かなかった。

　なんで教師の席にアンリが居るんだ？

　広大が振り返かえるとアンリは自分が座っていた席を立ち、壇上へと向かう所ではないか。その時、進行役の教師から紹介があった。

「宇宙交流プランモデル校として、本年度よりｂｉｏパートナーの方を特別講師に招く事となりました。ｂｉｏクラフト『ステディレクブレイション』と契約しているアンリ・ウー先生です」

「……はぁ!?」

　思わず広大もすっ頓とん狂きような声を上げてしまった。

「お～～、アンリさんじゃないか。あの人が講師ねえ」

　案の定同じクラスになっていた後うしろ崎ざき孝郎も驚いたようだ。しかし冬の旅行でアンリを紹介されていたみんなは、比ひ較かく的てき好意的に受け止めたようである。

「うむ、これでようやく宇宙交流プランモデル校らしくなってきたな」

「友達にも自じ慢まんできるっスよね」

　やはり同じクラスの仙せん波ば兵衛、下条藍あお留るも感心しているらしい。

「アンリ・ウー先生は香港ほんこん出身で現在はフランス国こく籍せきを取得。フランスの大学に通っておられます。今回は当校の申し出を快かい諾だくしてくださり、大学を休学された上で特別講師として着任してくだされました」

　進行役の教師が簡単にアンリを紹介した。

「アンリ先生ねえ……」

　どうやらＵＮｂＡＲは多少強ごう引いんな手を使ってでも、ｂｉｏクラフト、特にティセたち姉妹関係者をしょうぶ沼高校周辺に集めておくつもりらしい。

「ご紹介にあずかりました、アンリ・ウーです！　よろしくお願いいたします!!」

　威い勢せい良く自己紹しよう介かいするアンリに、一部女子生徒の間から歓声が上がる。少々、暑苦しいタイプだが、一応二枚目に相当するのは確かだ。

「……むう、男か」

　横でそうつぶやく声が聞こえる。あのむっつり助すけ平べえの末広彰あきらもまた同じクラスになってしまったのである。

「ええい、せっかくの特別講師なんだ。なぜ女の子のｂｉｏパートナーを講師にしない！」

　教師や女子生徒の前では真ま面じ目め人間を気取ってる末広だが、思わず本音が漏もれてしまったようだ。

「女の子のｂｉｏパートナーならいるのになあ、恵子」

　広大は後に座っていた恵子にそう声を掛ける。しかし恵子はぼんやりと明後日の方を見ているだけ。

「恵子？」

　もう一度、呼びかけてようやく恵子は広大に気付いたようだ。

「ん？　どうかしたの」

「……いや、別に」

　なんか変だなぁ。そう思う広大だが、特にそれ以上の言葉をかける事もなく視線を戻す。その時だ。恵子が突とつ然ぜん、大声をあげた。

「ちょっとアンリじゃないの!?　なんであいつが壇上にいるのよ？」

「お前、今の話聞いてなかったのか!?」

「……なにを？」

　どうやら恵子は何か考え込んでいて上の空だったらしい。広大にそう言われても不思議そうな顔をするだけだ。

　やれやれ、これは一いつ瞬しゆんでも心配して損したかな。広大はため息と共にそう思ったが、恵子の隣となりにいるアイシャが、心配そうな顔で自分のｂｉｏパートナーを見つめてる事には気付かなかった。




「音無宵子ティオといいます。どうぞよろしく」

　ぶっきらぼうにそうとだけ言うとティオは自分の席に戻る。そんなティオの態度に教室はまたざわつき始める。

　教室の一番後の席へ戻ったティオに、担任の老女性教師は優やさしく諭さとすように声を掛ける。

「音無さん。もうちょっと詳くわしく自己紹介したらどうかしら？　得意な課目とか出身小学校とか」

　せんりょう台中学一年Ｂ組。当たり前だが真新しいセーラー服に身を包つつんだクラスメートたちは、ついこの前まで小学校に通っていたはずだ。ティオも一応、そういう設定にはなっているのだが、傍はた目めにはとてもそうは見えない。

　大人びたプロポーションで背も皆より頭一つは確実に高い。高校生が迷い込んでしまった、いや私服だったら教育実習生と言っても充じゆう分ぶんに通用しそうだ。

　ティオの正体を知らなければ、出身小学校と言っても、それは何年前の事だと突っ込みたくなってしまう。

「外国から転校してきました。得意な課目は特にありません」

　席について窓の外を見やりながらティオはそう答えた。

「ええと、音無さんは去年までこちらの学校に在ざい籍せきしていた、逢おう瀬せさんのご親戚でしたわね。いまは逢瀬さんと一いつ緒しよに暮らしているんですよね」

「はい」
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　クラスメートにティオの身の上を何とか説明しようとする担任教師だが、当の本人がこの様子ではとりつく島がない。

　しょうぶ沼高校は宇宙交流プランモデル校という建前があり、公的にせよ非公式にせよＵＮｂＡＲは様々な形で関かん与よできる。しかしせんりょう台中学は普ふ通つうの中学。ティオの正体を知っているのは、ごく一部の学園関係者だけ。担任教師も詳しい経けい緯いは知らないはずだ。

　ティオがそれ以上、口を開こうとしないのを見て、担任教師はひとまず諦あきらめたようである。

「それじゃ次は加か藤とう結菜さんね。自己紹介をどうぞ」

　担任教師は次の生徒に自己紹介を促うながした。

　まったく、学校なんて下らない……。ティセもティオもどうしてこんな所へ来たがるのかしら……。

　窓の外に咲く桜の木を見つめながらそんな事を思っていたティオに話しかける者がいた。

「ねえ、音無さん。外国の人なんでしょ？」

　出し抜けにそう話しかけられてティオの方がびっくりした。向き直ると隣の席の生徒が、興きよう味み津しん々しんといった面おも持もちでティオの方を覗のぞき込んでいる。

「外国って……、まぁ外国といえば外国だけど」

　当とう惑わくしながらもティオはそう答えた。

「なんかヨーロッパっぽいよね。ロシアとかそっちの方？」

「ええと、アメリカよ。それで両親が外国を飛び回っていて……」

　ティセやティオとも家族構成については設定の摺すり合あわせをしていたはずだ。しかし学校に通う事自体、余り熱心ではなかったティオは、すっかり忘れてしまっていたのだ。適当にお茶を濁にごしてそう答えた。

「本当、すご～～い」

　何がどう凄すごいのかよく分からないが、隣の席の生徒は歓かん声せいを上げた。ティオが普通にしゃべっているので興味を持ったのだろう。前の席の生徒も振り返る。

「やっぱりご両親、外国の人なんだ。だよねえ、凄いプロポーションだもん。うらやましいなぁ」

　それが呼び水になったようだ。周囲の生徒が口々にティオに話しかけてきた。

「逢瀬さん知ってるよ。お姉ちゃんも同じ学年だったんだ。音無さんも剣けん道どうやるの？」

「髪かみの毛け、素す敵てきだよね。手入れ大変でしょ？」

「外国に住んでいたことあるの？　ねえどこどこ!?」

　口々にそう話しかけられたティオは、ちょっとしたパニック状態に陥おちいり何から答えていいものか、ただ戸と惑まどうだけだった。

「はい、皆さん。おしゃべりはその辺で。お友達の自己紹介をちゃんと聞いてください」

　クラスメートがティオに話しかけるさまをしばらく見守っていた担任教師は、頃ころ合あいを見計らいそう注意した。

「は～～い！」

　クラスメートたちは元気よく返事をして前を向く。その中で最初に話しかけてきた隣の席の生徒が、ティオに小声でひと言付け加えた。

「じゃあ続きは休み時間にね。音無さん」

「ティオ」

　やにわにティオはそう言った。いや、言ったというよりは思わず口を突ついて出てしまったのだ。ハッとして口をつぐむが、そのままというのも何か罰ばつが悪い。ティオは少し視線を逸そらせながら続ける。

「苗みよう字じで呼ばれるのは嫌きらいなの。さんとか敬称付けられるのもね。だから普通にティオでいい」

「うん、分かった。じゃあ休み時間にお話聞かせてね。ティオ」

　桜子や姉たち、そのパートナー以外から親しげにそう名を呼ばれるのは、ティオにとっては初めての経験だった。

　再び自己紹介が始まる。

　まぁいいか……。ティオは考えた。

　明日からさぼってしまおうかと思っていたが、しばらくは学校に来てみよう……。




「妹さんたちにはお会いにならないのですが、イモータルヌーン」

　アーネチカの言葉にイモータルヌーンは穏おだやかな笑えみを浮うかべて答えた。

「妹たちは、私の事を怒おこっていると思いますから。今日のところは退散いたします」

　そう言いながら迎むかえのリムジンへと乗り込みながら、アーネチカとアンリ、そして内山田に声をかけた。

「ＵＮｂＡＲガードの件もよろしくお願いいたします。妹たちが何かと迷めい惑わくをかけるでしょうが、皆さんの方で……」

　イモータルヌーンはそこで突然、言葉を切ると周囲を見回した。

「どうかなされましたか、イモータルヌーン」

　アンリが怪け訝げんな顔でそう尋ねる。

「歌が……、聞えませんか？」

「歌？」

　アンリとアーネチカそして内山田、さらにはリムジンの周囲にいたＵＮｂＡＲ関係者もイモータルヌーンに倣ならって周囲を見回した。すぐ側にはしょうぶ沼高校。入学式も終わり、生徒たちは教室に戻もどって、明日から始まる学校生活の準備をしているはず。まだ授業は始まってないから、歌を唄うたっているはずもない。それにアンリたちの耳には歌など聞えてこないのだ。

「ヒュージンは、何か聞えるさね？」

「いや、僕ぼくもさっぱりだ」

　ヒュージンが頭を振る所を見ると、ｂｉｏクラフトにしか聞えないというわけでもなさそうだ。

「そうですか、気のせいだったのでしょうね。それでは皆さん。ご苦労様でした。学校関係者の皆さんには、驚おどろかせて済まなかったとお伝え下さい」

　イモータルヌーンはそう言うとリムジンに乗り込みドアを閉めた。
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「そもそも私は永久に我々ｂｉｏビオクラフトとパートナー種族、地球人がたもとを分かつべきと考えているわけではない」

　地球のある銀河系から数億光年も離れた宇宙の一角。そこには無数のｂｉｏクラフト、そしてそれを補助オーグメントするオーグメントクラフトが集結していた。

「いまの地球人は余りに幼い。そして我々にはその地球人をｂｉｏクラフトと同じ高みに引き上げる力を持たない。『もっとも偉グレイテスト大な孤独ソリチユード』が認め、イモータルヌーンが実行している今の方法では駄だ目めなのだ」

　そこが恒こう星せい系だとしたらその姿は余りにも異様にして偉い容よう。恒星系の主星となる場所には、色とりどりの複数の恒星が集まっている。それはまるで宝石で飾かざり立たてられたブローチのようだ。そしてその周囲を巡めぐっているのも無数の恒星。星系内の濃のう密みつな星間ガスは、それらの恒星に照らし出され、まるで珊さん瑚ご礁しようのような鮮あざやかな色で輝かがやく。

　見るものを圧あつ倒とうする光のページェントだが、一方では天文学者が見たら卒そつ倒とうしてしまいそうな非常識な光景である。狭せまい領域に集まった恒星は互たがいの重力で引き合い一体化してしまうはず。濃密な星間ガスも同様だ。そもそもこの場に見える恒星の種類、年ねん齢れいがばらばら。これほど多様な恒星が一つ所に集まるなどあり得ない。

「ゆっくりと時間をかけて同化する。その間、表立った接せつ触しよくは行わない。そうする事により我々のもう一つの目的、『文明の守護、観察』とは別のあの目的も容易に達成できるはずだったのだ。我々には待つだけの時間は充分すぎるほどにあるのだから」

　この異様な恒星系であるが、一九八〇年代以降の天文学者ならば、我を取り戻した後、ｂｉｏクラフトが関与していると推測する事が出来るだろう。

　しかしこの恒星系そのものが一つのｂｉｏクラフトというところまで見み抜ぬく事が出来る地球人はまだごくわずかだ。

「その為ための『アミークス』、その為の『グランデッツァ』、その為の『ハンドレッドワンアーキペラゴ』の研究であったのに、あの『サウザンドメイズィス』はその試みをすべて台無しにしてくれた。さらにはメリグナントクラフトと手を組むという暴挙まで犯おかした」

　無数の恒星により彩られた直径約百天文単位の円えん盤ばん形がたの空間。それがキング級ｂｉｏクラフト『絶対のアブソリユー花園トガーデン』なのである。

　その姿はまさに星の花園だ。

「イモータルヌーンは動く気配はない。あの女王クイーンは、地球のある太陽系が『素晴らしい場所ワンダフルプレイス』である事に固こ執しつしてるのだ。しかし今はそれに拘こだわっている場合ではない。まずはサウザンドメイズィスを討うつ。それからだ！」

　自らの内部に集結したｂｉｏクラフトへ語りかけるのは『アブソリュートガーデン』そのもの。今の『アブソリュートガーデン』はホロン体を持っていない。集結した市民プレビシヤン　ｂｉｏクラフトが仰あおぎ見みるのは中心にある恒星の花束だ。

「私の趣しゆ旨しに賛同してくれた同志諸君に深く感謝する。『サウザンドメイズィス』とメリグナントクラフトを討てば、イモータルヌーンもこちらの主張に聞き入れざる得ない。場合によっては私自身が交こう渉しようしよう。『グレイテストソリチュード』も容よう認にんするはずだ」




「果たして、そんなにうまくいくものかな……」

　サスペンデッドレインはそうつぶやいた。

「ここにいたか、サスペンデッドレイン」

　キャビンのカウチに座るサスペンデッドレインにそう話しかけてきたのは、深しん紅くのマントを思わせる衣服を纏まとったｂｉｏクラフトのホロン体。オネストホワールウィンドであった。

「君か」

　サスペンデッドレインは立ち上がりオネストホワールウィンドを迎えた。ここはあるビショップ級ｂｉｏクラフトの内部。彼かれらがいるのはそのキャビンであり、周囲には他ほかにも『アブソリュートガーデン』の演説を聴きいていたｂｉｏクラフトのホロン体が見える。

「それでどうだ。『アミークス』のメンバーは『アブソリュートガーデン』の下で、サウザンドメイズィスを討つ事に同意したのか？」

「納なつ得とくはしないが、同意はした」

　口元を覆おおい隠かくしていたマントを下げオネストホワールウィンドは言った。

「そもそもサウザンドメイズィスは裏切り者だ。奴やつを討つ事には反対などない。『アブソリュートガーデン』のやり方に誰だれもが納得しているわけではない」

「それはそうだろうな」

　オネストホワールウィンドの言葉にサスペンデッドレインは皮肉な笑みを浮かべる。

「『アミークス』や『グランデッツァ』、それぞれの成立に『アブソリュートガーデン』が関与していながら、双そう方ほうにそれが知らされていなかったのだ。キングのやった事とはいえ、すぐに納得できるわけでもあるまい」

『アミークス』は地球人類との分ぶん離りを主張するｂｉｏクラフトの組織。『グランデッツァ』は地球人の間にネットワークを持ち『ペンデュラム財団』のバックにある組織だ。

『グランデッツァ』は一時期、ＨＥＬＬＯとも協力関係にあり、必ずしも『アミークス』と敵対関係にあったわけではないが、それぞれの背後に同じ『アブソリュートガーデン』がいたとなれば、心穏やかでないのは当然だろう。

「正直なところ、君たちから参加要よう請せいがあった時には驚いた」

　オネストホワールウィンドは率そつ直ちよくに心境を吐と露ろする。

「『グランデッツァ』やペンデュラム財団は地球人のみの組織と思っていたからな。以前から地球人と接触していたｂｉｏクラフトが密ひそかに作っていた組織とは。確かにあり得ない話ではないが、今まで接触がなかったからな」

　ハンドレッドワンアーキペラゴを回収しようと現れたオネストホワールウィンドに接触。事情を説明したのがサスペンデッドレインだったのである。

　そしてサスペンデッドレインは『アブソリュートガーデン』がサウザンドメイズィス討とう伐ばつに立ち上がる事を伝え、オネストホワールウィンドと『アミークス』に参加してるｂｉｏクラフトにも共に戦う事を要望したのである。

「ｂｉｏクラフトと地球人の分離。本来はそれだけだったはずが『アミークス』には別の目的が出来たようだからな。『アブソリュートガーデン』はそれを危き惧ぐしたのだろう」

　そう言うサスペンデッドレインにオネストホワールウィンドは肯うなずく。

「そうだ。我々には突き止とめたい事がある。貴族パトリシヤンなら知っているであろう事をだ。『アブソリュートガーデン』がそれを教えてくれるというのならば、共に戦っても良い。それが当面の結論だ」

「私には理解できないな。我々の出自など、どうでもいいだろう。それとも君たちは、あの噂うわさが本当だったら、サウザンドメイズィスに付くつもりなのか？」

　挑ちよう発はつするようなサスペンデッドレインの言い回しだったが、オネストホワールウィンドはそれは乗らず冷静な口調で即そく答とうした。

「それはない。メリグナントクラフトと手を組んだという事は、サウザンドメイズィスは答えを知っていた可能性が高い。つまり二重に我々『アミークス』を裏切ったのだ。許すわけには行かない」

　そう答えるオネストホワールウィンドにサスペンデッドレインは笑みを浮かべた。

「地球人のような事をいうな、君は」

「それは深い意味があると取っていいのか？」

「軽い冗じよう談だんだ。深く考えられては困る」

　そう言うとサスペンデッドレインはオネストホワールウィンドにカウチに腰こし掛かけるように促した。

「それで『グランデッツァ』やペンデュラム財団の応おう援えんは期待できるのか？」

　オネストホワールウィンドの問いにサスペンデッドレインは首を振る。

「無理だろうな。彼らからすると、私は君たちに取ってのサウザンドメイズィスのようなもの。つまり裏切り者だ。誘さそいに応じてくれるとは思えない。それにイモータルヌーンに情報が漏れるのも避さけたい」

「必要以上に地球人を巻き込む事になるからな。『アブソリュートガーデン』の協力で単独起動処置を進めているが、間に合うかどうか問題だな。私のパートナーも単独起動に必要な契約解除には反対している。……あの地球人は君のパートナーか？」

　一いつ般ぱんにｂｉｏクラフトはパートナー種族と契約しないと戦せん闘とう態勢を取れない。契約せずともそれを可能にしたのが単独起動。これは『アミークス』や一部のｂｉｏクラフトしか持っていない技術である。

　話の途中でオネストホワールウィンドが目を留めたのは、少し離はなれた別のカウチに座ってる東洋人の若い男性。ホロン体と地球人を一目で見分ける手段はないのだが、その男性は所在なさげな様子から、明らかにｂｉｏクラフトではと断定できた。

「いや、違ちがう」

　オネストホワールウィンドの視線を追ったサスペンデッドレインは即そく座ざに否定する。

「地球人だが、私のパートナーではない。いわゆる素行不良のｂｉｏパートナーだ。イモータルヌーンのお墨すみ付つきで、不良ｂｉｏパートナーの取り締しまりが厳しくなってな。こちらに逃にげ込んだ連中の一人だ」

「大だい丈じよう夫ぶなのか、そんな奴らをサウザンドメイズィスやメリグナントクラフトとの戦いに巻き込んで」

　一時、心配げに眉まゆをひそめたオネストホワールウィンドを、サスペンデッドレインは唇くちびるの端はしで笑う。

「嫌いやなら出て行っても構わないと言ってある。いずれにせよ前線には立たせない。彼らも行く場所がないのだろう」

　その時である。キャビンへ一人の男が入ってきた。髭ひげを蓄たくわえた長身の、やはり東洋人である。男は背を向けて座っているオネストホワールウィンドには気づかず、さきに同じ東洋人の若者に目を付けたようだ。歩み寄りながら話しかける。

「きみ、日本人か？　ｂｉｏパートナーなのだろう」

　話しかけられた若者はびくんとして周囲を見まわす。

「なに驚く事はない。俺も日本人だ」

　日本語に反応したので勝手にそう断定したようだ。髭を蓄えた長身の男性はそう続けた。

「え、あぁ。……はぁ。日本人です。遠山則のり雄おといいますけど、なにか？」

　遠山という若者は、警けい戒かい感をあらわにして答えた。

「おお、そうか。見慣れない顔だが『アミークス』にいたわけではないようだな」

「いや、別に……」

　一方的に話しかけてくる男に、遠山は不快感をあらわにして視線をそらせた。その様子に気づいたオネストホワールウィンドが声を掛かける。

「大だい地ち。彼は慣れない環かん境きようなので神経質になっているのだろう、今はそっとしておいてやれ」

　大おお空ぞら大地はようやくオネストホワールウィンドがそこにいる事に気付いたようだ。契約相手のｂｉｏクラフトに肯き返すと遠山の肩かたを叩たたきながら言った。

「これはすまない事をしたな。君よりちょっと年下の息子むすこがいるもので、つい気になってしまったんだよ。俺の名前は大空大地、あそこにいるオネストホワールウィンドというナイト級と契約している。困った事があったら、すぐに相談してくれたまえ」

「……はぁ」

　視線をそらせたまま憮ぶ然ぜんとして遠山は返答した。

「あの男が君のパートナーか」

　大地を興味深げに見つめながらサスペンデッドレインは尋ねた。

「ああ。『アミークス』に協力していた事でも分かるように、契約は本意ではなかったのだがな。メリグナントクラフトに襲おそわれ、やむを得ずに契約する事になった」

「……なるほどな」

　こちらへ歩み寄ってくる大地を、値ね踏ぶみするかのような視線で見つめるサスペンデッドレインに、オネストホワールウィンドは直感的な不信感を覚えていた。




「ついにキングが、『アブソリュートガーデン』が動くか」

「随ずい分ぶんと余よ裕ゆうだね、君は」

　サウザンドメイズィスを茶ちや化かすようにグリーンデイブレイクは言った。

「ｂｉｏクラフトの王キングたる存在が自ら出しゆつ陣じんしようというんだ。もうちょっと緊きん迫ぱく感があってもいいんじゃないか？」

「いやいや、頼たのもしい仲間たちがいるからね」

　二人が居るのはｂｉｏクラフト『サイレントカレント』のキャビン。その二人の後にはサイレントカレントのホロン体も控ひかえている。

「しかし地球人は気の利きいたネーミングをしたもんだね。ｂｉｏクラフトの階級をチェスに例えるなんて……。いや、これはひょっとしたらイモータルヌーンの趣しゆ味みかな。だとしたら彼かの女じよらしい、えげつなさだな」

　サウザンドメイズィスは一人に悦えつに入いって、サイレントカレントやグリーンデイブレイクを置き去りにしている。

「おいおい、サウザンドメイズィス。それは一体どういう事だい？」

　我が慢まんならなくなったグリーンデイブレイクが尋ねてようやくサウザンドメイズィスは説明する。

「チェスのキングは取られたらお終しまい。一方クイーンは最大の機動力を誇ほこる。キングが一番偉えらいんだけど、戦せん闘とう力りよくとしてはたいしたことがない。それと同じさ。ｂｉｏクラフトのキングもね。図ずう体たいはデカいだけでどうという事はない」

「しかし『アブソリュートガーデン』の呼びかけで、かなりのｂｉｏクラフトが集まってきているようです。注意をするに越こした事はないでしょう」

　そう警告するサイレントカレントに、カウチに座ったサウザンドメイズィスは肩ごしに一いち瞥べつをくれてにやりと笑う。

「君も行きたいかい？」
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　サイレントカレントは一時の沈ちん黙もくを以もつて不快感を示した後に答える。

「あなた達といた方が、私の望む答えが見つかりそうなので、ここにいるまでです」

「なるほど。そりゃ結構」

　そう言うとサウザンドメイズィスはｂｉｏクラフト『サイレントカレント』の周囲を映し出す立体映像へ視線を戻す。

「キングの一人も倒たおせば、我々に調整者たる資格がある事を認めざるを得ないだろう。イモータルヌーンはもちろん『ワンダフルプレイス』や『グレイテストソリチュード』。そしてグリーンデイブレイク、君たちのお仲間もだ」

　立体映像に映っているのはチェーンソーの群。モーターチェーンソーのような低ランクのものから、ノコギリザメ、ノコギリエイを思わせる流線型のもの。そして円盤形、半球型の小しよう惑わく星せい、惑わく星せい大のものまで、さまざまなメリグナントクラフトが、ｂｉｏクラフト『サイレントカレント』の周囲に集結しているのだ。

　しかしそれでもサイレントカレントは不満なようだ。

「意外と少ないねえ」

　もっともグリーンデイブレイクもそう言われるのは予期していたらいい。

「ほとんどのメリグナントクラフトは、己の使命を忠実にこなす事しか考えないからね。君の言うような調整者の必要性は感じていない」

「話に乗ってきたのは、君たちのような『転向者』だけか」

「『転向者』というよりは『復生者』とでも呼んでくれ。その方が彼も興味があるんじゃないか？」

　そう言うとグリーンデイブレイクは背後に立つサイレントカレントへ目をやった。しかしサイレントカレントはその視線にも沈黙を守ったまま。

　サウザンドメイズィスは薄うすい笑みを浮かべ、その話題を切り上げた。

「その話はまたいずれとしよう。それにしても数は少ないにしても君のお仲間二人がこちらについてくれたのは心強い。アブソリュートガーデンもまさかあの二人がいるとは思わないだろう」

　サウザンドメイズィスの視線。その先にある立体映像には二つの恒星が映っていた。一つは地球が回っている太陽よりもやや赤みがかかった輝きを放つ、所いわ謂ゆるＫ型主系列星。もう一つはほぼ白色に近い光を放つＡ型の矮わい星せい。

　しかしその位置がおかしい。距きよ離りが近すぎるのだ。見かけの位置により近く見えているのではなく、二つの恒星は異常なほど接近している。

　そればかりではない。双方の恒星を取り囲むように、何かの形が見て取れるのだ。

　Ｋ型恒星は釣つり鐘がね状の、まるでヘルメットを思わせる形をした影かげに取り込まれている。Ｋ型恒星がヘルメットなら、白い光を放つＡ型恒星は胸当てチエストアーマー。袖そでや肩かた当あてこそないが、古代の戦士が身につけた革や金属製の胸当てを思わせる形が、白い輝くの周囲にうっすらと影となって浮かび上あがっているのだ。

　グリーンデイブレイクのメリグナントクラフト形態が、手甲ガントレツトだという事を考えれば、その正体は簡単に推測できる。

　いずれも天文単位クラスのメリグナントクラフトなのだ。

「『バイオレットイブニング』と『ブルートワイライト』も、君の考えには興味があるようだ。快く賛同してくれたよ」

「助かるよ、グリーンデイブレイク。彼かれ等らには僕たちが出来ない事をやってもらうつもりだ。その前に、王様に反旗を翻ひるがえしてやるとしようか。居場所は分かってる。割と近い衝しよう突とつ銀河に潜ひそんでるようだ」

「こちらから打って出るのか」

　サイレントカレントの問いにサウザンドメイズィスは肯く。

「少し驚かしてやろうと思ってね。融ゆう通ずうの利かない王キングたちを……」




「それでどうなされますか、インテリジェンスコンセプション？」

　再建途と中ちゆうのペンデュラム邸てい。そこに現れたインテリジェンスコンセプションことヴァインは、他のｂｉｏクラフトとそのパートナーを集めてある件を伝えた。

「私はヴァインに任せます」

　ヴァインのパートナー、チェンバレンはそう言った。

「私たちもインテリジェンスコンセプションの仰おつしやるままに」

　黒服の二人、ヴァッチとヴィッスも直立不動のままで答えた。

　ヴィーアはパートナーのオードリーと視線を交かわし合い、ヴァインに向き直ると口を開く。

「私とオードリーも同じです。しかしながら姫ひめさまの事を考えると……」

　ヴィーアはこの場にいないラヴィーを気に掛けているようだ。ヴァインは自室で勉強しているラヴィーには声をかけるなと命じていたのである。

「分かっている。正直、儂わしもグランディッツァのやり方には納得がいかない。今さらグランディッツァのトップが『アブソリュートガーデン』だとか、アミークスを裏切ったサウザンドメイズィスを討伐するので参戦しろと言われても、はいそうですかとは言えぬ」

　屋や敷しきの中央にある会見室。その中央にある椅い子すに座すわったヴァインは渋じゆう面めんで続ける。

「一方でＵＮｂＡＲからＵＮｂＡＲガードへの参加も要請されている。儂はペンデュラム財団として、こちらを受け入れようと思っている。その方がラヴィーの為になるだろう。またｂｉｏクラフト、地球人双方の未来にもそれが相応ふさわしい」

「それでは……」

　ホッとして表情を緩ゆるませるヴィーアにヴァインは答える。

「うむ。これよりペンデュラム財団はグランディッツァの支配下を離れ、独自の行動を取る。まずはＵＮｂＡＲと接触して、ＵＮｂＡＲガードへの参加についての交渉だ。それと今回の参戦要請についても情報交こう換かんをしておきたい。……おお、そうだ」

　椅子から立ち上がりかけたヴァインだが、何か思い出したようにヴィーアへと声を掛ける。

「そんなわけで当面は財団の財政も厳しくなるだろう。もちろん関連企き業ぎようからの収入もあるし、支し援えん者しやへ説明して納得してもらうつもりだ。その間、ヴィーアへの負担が大きくなるかも知れぬが、よろしく頼む」

「心得ております。インテリジェンスコンセプション」

　ヴィーアは晴れがましい表情でそう答えた。

「それでは早さつ速そくラスベガスかマカオで一勝負して参ります」
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《ＰＨＡＳＥ―０７：０４　桜～Sakura～》







「お花見の開始さね～～!!」

　アーネチカのその挨あい拶さつを皮切りにＵＮｂＡＲ日本支局の花見が開始された。北綾グラウンドの一角。地下にＵＮｂＡＲ日本支局特別分室がある北綾グラウンドには、枝えだ振ぶりの良い桜の木が何本も植わっており、入学式から数日後の土曜日、そこでお花見をやる事になったのである。見回せば他にもレジャーシートを広げて桜に興じている花見客が何組もいる。

　桜は満開を少し過ぎた頃ころ。花びらがはらはらと舞まい散ちり始めている。

「いやぁ、日本に来たからにはお花見だけはやっておきたかったさね」

　レジャーシートに足を投げ出して座ったアーネチカは、頭上の桜に感激したように言った。

「ああ、俺おれもＴＶやネットで見るだけだったからな。日本の花見には興味あったんだ」

　ロリポップキャンデーをくわえたアンリも桜を見上げて肯く。

「時期は少し遅おくれたけど、まだ花が残ってて良かったよ。来週だったらそろそろ散っていたかな」

　広こう大だいも桜の花を満まん喫きつしていた。

「それにしても、あんたが顔出すなんてねえ。こういうのは苦手かと思っていたわよ」

　恵けい子こがそう言うのは桜さくら子こ。

「騙だまされたんです！　シギイワート先生と内うち山やま田だ先生に!!　ＵＮｂＡＲガードの件で連れん絡らくがあるって!!」

　睨にらみ付つける桜子に内山田は上じよう機き嫌げんで笑い返した。

「いやぁ、はっははっはは。そうでもしないと来てくれないと思ってね。まぁ、それに……」

　少し声を潜めて内山田は付け加えた。

「話しておきたい事があるのは事実だ。その件については後でね」

　そして意味ありげにウィンクしてみせる。

「さぁ面めん倒どうな話はあとあと!!　楽しくやるさね、みんな!!」

「あのぉ、ちょっと摘つまむものを用意してきたんですけど。よろしかったら皆みなさん、召めし上がってください」

　静しず花かがそう言いながら重箱を差し出した。重箱の中には伊だ達て巻まきや煮に豆まめ、栗くりきんとんなどが詰つめられていた。

「お口に合えばいいんですけど。なにぶん手作りなもので、至らぬところがあったら申し訳ありません」

「ええ!?　これみんな静花ちゃんが作ったの？　ちょっと渋しぶすぎじゃないの」

「凄すごいですねえ。私には到とう底てい、無理ですよ」

　恵子とＵＮｂＡＲ職員の奥おく山やま梨り枝えが感心する。

「おつまみなら、こっちにもあるで。店長さんから賞味期限間近のを安ぅ譲ゆずってもろうたんや」

　クリス早石ことクイックストーンも、アルバイト先のコンビニから買ってきた唐から揚あげやサンドイッチ、のり巻きを広げる。

「しかしこんなもの見て何が面おも白しろいんだろうな」

　クレケンスは桜には余り興味がないようだ。早速サンドイッチを摘みながらぼやく。

「でも綺き麗れいですの」

「だからどうだって言うんだよ」

　プレーナの言葉にもクレケンスはピンと来ないようだ。

「まぁそう言うな。鋭えい気きを養うにはよい機会だ。楽しもうではないか」

　妹同様、ノワは結構、気に入ってらしい。

「遅れて申し訳ありません。今日はお声をかけていただき、ありがとうございました」

「おお、皆の者。揃そろっておるな！」

　ヴィーア、続いてラヴィーの声がした。広大たちが頭を巡らせると、バスケットを下げたヴィーアと一いつ緒しよに、ラヴィーが歩み寄ってくる所だった。

「お料理はかなり用意してあるんですね。余ってしまうでしょうか」

　そう言いながらヴィーアが開けたバスケットの中にもローストビーフのサンドイッチや、焼きたてのスコーンが詰められていた。

「なぁに、食べ盛りの子が多いですから、足りなくなってしまうくらいですよ」

　早くも缶かんビール開け、顔を赤くしていたＵＮｂＡＲの渋しぶ沢さわ課長が笑いながら言った。

「あ、ちょっと課長！　ビールは早いですよ、まったくもう！」

　同じくＵＮｂＡＲ職員の藤ふじ岡おかが文句を言いながら、クーラーボックスから缶ビールを取り出した。

「未成年の方も多いんですから、アルコールは控えてくださいよ」

　奥おく山やまが困り顔で藤岡たちに注意した。日本支局特別分室に勤務しているＵＮｂＲＡ職員の姿も見受けられる。人数とはしては二十人を越えるくらいだ。

「しかしあれだね、内山田くん。うちも大所帯になったもんだね」

　酒が入って舌がなめらかになったのか、渋沢は上機嫌で内山田の肩を叩きながら言う。

「これも君の功績あっての事だ。主任も喜んでいるだろう」

「ええ、まぁ」

　おや……？　みんなにウーロン茶や麦茶を注いで回っていた広大は、渋沢に声を掛けられた内山田が、これまで見せた事のない罰ばつの悪い表情を浮かべたのに気づいた。

「主任は今日も来られないの？　一度、みんなと顔合わせはしておいた方がいいと思うんだけど」

「まぁ、あの人も忙いそがしいですから……」

　内山田はそう言って話を濁にごした。広大はそんな内山田の態度に首を傾かしげただけだったが、他にも何か引っかかるものを感じた人間がいたようだ。アンリが気づかれぬように内山田を観察していたのである。しかし今は何をするまでもなく、黙だまって鶏とりの唐揚げをつまんだ。

「あの、先生方。例の件ですが……」

　話が一段落するのを待って、ヴィーアはアーネチカと内山田に声をかける。

「ああ、例の件ですか。分かっています」

　ジンジャーエールの入った紙コップを傾かたむけながら内山田は肯いた。それに続いてアーネチカも声を潜めて言った。

「取りあえず当面は静観というのが上の方針さね。こちらの戦力も整っていないし、まぁ高みの見物という感じかね」

「はぁ……。高みの見物というのが通じる相手ならば良いのですが……」

　桜子はヴィーアと内山田たちの会話に耳を欹そばだてていたが、それ以上、会話が進展しないとみるや興味を失ってしまったようだ。周囲を見まわしてその姿がない事に気付いた。

　やはりラヴィーもそれに気付いたようだ。視線を巡らせてから広大に尋たずねる。

「おい、大おお空ぞら広大。小動物三姉妹はどうした？　姿が見えないようだが、どこかその辺に隠れてないか？」

「その辺に隠れるなんて、そんなジャンガリアンハムスターじゃあるまいし」

「なんだと！」

　恵子にからかわれてムキになるラヴィーにアイシャが教えてやった。

「ティセさまたちなら、あちらです」

　アイシャが視線を送る先には、一ひと際きわ大きな桜の木があった。かなりの老木で根を傷いためるという理由から、周囲でシートや椅子を置いてのお花見は禁止されているが、近寄って花を見上げる事は出来る。

　ティセ、ティル、ティオの三姉妹は、その桜の老木の側に立ち、じっと咲さき乱みだれる桜の花を見上げているのだ。

「なにをやってるのだ、あいつらは？」

　ラヴィーにそう言われても広大は首を傾げるだけだ。一風変わった出いで立たち、そして雰ふん囲い気きの三姉妹が、無言で舞い散る桜を見上げている光景は、どことなく神秘的だった。もっとも時折、思い出したようにティセが両手をぱたぱたさせると、その神秘的な空気もどこかに吹ふっ飛とんでしまう。

　声をかけようかと広大は三人の方へ歩み寄っていく。その時、やにわにティセが口を開いた。

「桜ですね」

「桜だね」

「桜ね」

　ティセに続いてティル、ティオもそう言った。そしてまたしばし無言で桜を見上げる。

「桜は具体的に綺麗ですね」

「綺麗だね」

「綺麗ね」

　そして三姉妹は肯き合い、また桜を見上げる。ティセはこれまでにも通学中などに桜の木そのものは見ている。しかしこんなにじっくりと近くで見るのは初めてのはずだ。おそらくそれはティル、ティオも同じ。三姉妹はすっかり桜に魅み入いられているようである。

　金、朱しゆ、銀。舞い散る桜色の花びらは三姉妹の髪かみに降ふり落ちそれを彩いろどっていく。

「桜の花が散ってますね」

「散ってるね」

「散ってるわね」

　上を見上げたままで三姉妹は続けてそう言った。そしてまたしばし桜を見上げてから、ティセは激しく両手をぱたぱたさせながら妹たちに向き直る。

「このままでは桜が散ってしまいます」

　ティセのその言葉にティル、ティオは顔を見合わせる。

「こんなに綺麗なのに、散ってしまうのは大変に残念ですね」

　そう言われてティル、ティオも肯いた。ティセも妹たちの反応に満足げに肯き返して続けた。

「では具体的に何とかしたいと思います」

「うん、ティルも何とかする！」

「私も何とかしてやらない事もないわ」

　ティセは妹たちに手を差さし伸のべるようにして言った。

「では早速なんとかしましょう」

　その言葉が合図だった。ティセ、ティル、ティオの三姉妹はパッと散開するや、両手を広げて桜の老木の周囲をかけずり回り始めたのだ。

　一体全体なにを始めたのだ。広大やみんなが呆あつ気けにとられ見守る中、三姉妹はその行動を止めようとしない。

　しばしの後、ようやく広大は三姉妹の意図に気付いた。

　桜だ。舞い落おちてくる桜の花びらを両手に集めているのだ。

「おい、ティセ。何をしているんだ？」

　桜の花びらを集めているのは気づいたが、なんでそんな事を始めたのかは皆かい目もく見当が付かない。広大は歩み寄りながらティセにそう尋ねた。

「広大」

　パッと足を止めてティセは広大の方へ顔を向ける。その髪と頬ほおには何枚かの花びらがまとわりついていた。
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　ティセは一時、小首を傾げて考え込んでから、ようやく広大の方へ駆かけ寄よってくる。

「桜の花です」

　少し息を切らせながらティセはそう言った。

「うん、分かってる」

　確かに桜の花びらだというのは分かるが、それでティセたちが何をしたいのかまでは分からない。しかしティセの方も自分の意図が広大に伝わらず当とう惑わくしているようだ。もう一度、首を傾げてから改めて口を開いた。

「こんなに綺麗なのに、散ってしまうのは残念だと思います。だから桜の木に返せないかと思って集めてました」

「あ～～、なるほど」

　散った花びらを集めるまではともかく、それをどうやって桜の木に返すのか。そこは疑問だが、どうやらティセたちが舞い落ちていく桜の花びらを惜おしんで集めていたのは確かなようだ。

「こんなに綺麗なのに、散ってしまうのは残念だと思います」

　ティセは広大を見上げながらそう繰くり返かえした。

「う～～ん、でもなぁ……」

　どうやって説明したものか。広大は少し視線を泳がせてからおもむろに口を開く。

「桜の花ってのは、そのはかなさがいいんだよ」

「はかなさ」

　ティセはその言葉をつぶやき、手の中の桜の花びらへ視線を落とす。

「そう、一いつ斉せいにぱっと咲いて、さぁっと一気に散っていく。そのはかなさが美しいというか、風ふ情ぜいがあるというか、何というか……」

　広大としても今ひとつうまく説明できない。最後は曖あい昧まいな言い方になってしまう。

「はかなさ」

　もう一度、その言葉をつぶやき、ティセは背後の桜の老木を見上げた。

「静花、見て見て！　こんなに集めたよ！」

　ティルは静花に両手の平一いつ杯ぱいになった桜の花びらを見せる。

「凄いわね、ティル。でも一度散った桜の花びらはもう元に戻もどせないのよ」

「ええ～～、こんなに綺麗なのに？」

　心底残念そうにティルは声を上げた。

「でも桜の花びらは塩しお漬づけにしておくと、あとでお料理や桜茶に使えたりするので便利なのよ」

「静花ちゃんって、意外と実利優先なのね」

　恵子が少し呆あきれたようにそう言った。

「桜子、ほら桜の花びら」

　ティオもやはり桜子に集めた桜の花びらを見せていた。しかし桜子は余り興味がなさそうだ。一瞥して肯いただけ。ティオはそんな桜子に少し不満げな様子だったが、有る事に思い至って、パッと顔を輝かがやかせて尋ねた。

「そういえば桜子の名前は、桜の花から来ているんでしょ？」

「確かにそうですわね」

　肯くアイシャに続いて恵子もからかう。

「まぁあんまりはかなげな感じじゃないけどね」

　しかし桜子はそう言われても気にする様子もなく、頭上の桜の木を見上げてつぶやいた。

「桜は嫌きらいよ。すぐに散っちゃうんだもの……」

「桜子……？」

　ティオはその言葉の真意を測りかねたようで怪け訝げんな表情を浮うかべるだけだ。

　その時だ。一陣じんの春の風が吹いた。

　ティル、ティオの手のひらに乗っていた桜の花びらは、風にまかれて宙へと舞っていく。

「あぁ、飛んで行っちゃった」

　残念そうに見送るティル。ティオは無言で桜色の列へ視線を向けただけ。

　ティセは背を向け、風から手のひらの中の桜の花びらを守ったものの、すぐに気が変わったようだ。

　両手を掲かかげるようにして手のひらを開き、その中の桜の花びらを風の中へと送る。

「散っていく桜が美しいのならば……」

　風に中に散っていく桜を見つめ、誰だれへとともなくティセは言った。この声が耳に入ったのは、側にいた広大だけのようだ。

「散っていく桜が美しいのならば、永遠に散らない桜は美しいのでしょうか」

「え……？」

　思わず広大はそう声に出してしまっていた。そんな広大をティセは不思議そうな顔で見上げる。

　いまなんて言ったんだ？　そう尋ねたい広大だが、ティセの顔を見ていると、それを口にするのが後ろめたく感じる。ティセの表情からはいつもと変わらず、感情を察する事は出来ないが、それでも何か違いがあるように広大には思えたからだ。

　永遠に散らない桜は美しいのでしょうか。

　それはｂｉｏビオクラフト、あるいはティセ自身へ向けられたつぶやきだったのだろうか。

　しかしそんな広大の想おもいもすぐさま打ち破られる。

「なにをしている大空広大と愛あい玩がん鳥類！　こちらに来て一緒に花見をせんか!!」

　ティセの雰囲気を察したのか、あるいはただ単に広大と一緒にいる事にヤキモチを焼いたのか。それは分からないが、ラヴィーがそう声を掛けてきたのだ。

「ティセさま。早く来ないとお料理が無くなってしまいますよ。ティセさまの好きなマーマレードサンドのクラッカーもありますから」

「食べます」

　アイシャの言葉にティセはパッと両手を広げるや、とたとたと駆けていった。いつも変わらぬティセの様子に、広大は少し気にしすぎたかなと苦く笑しようするだけだった。




　地球から遠く数十億光年ほど離れた銀河。もとはと言えばそれは二つの銀河であった。しかし数億年ほど前、二つの銀河は交こう錯さくして衝突した。いわゆる衝突銀河である。

　衝突といっても銀河そのものに物理的な実体があるわけではない。また恒こう星せいと恒星の間も数光年から数百、数千光年も離れている。隙すき間まだらけのようなものだ。衝突といっても、派手に天体がぶつかり合うわけでもない。

　もっとも長期的な目で見れば別だ。

　銀河の天体は互たがいに重力で結びついており、衝突する事によりその結びつきが乱れる事になる。また星と星の間には星間ガスがあり、本来、希き薄はくなそれも重力の乱れや、高速でぶつかってくる別の銀河の星間ガスと相そう互ご作用する。

　その結果、熱で星間ガスが輝き始めたり、複数の星が互いに引き合い一つに融ゆう合ごうしていく。劇的でこそないが、数万、数億年のタイムスケールでは、確かに銀河は衝突しているのだ。

　それらの巨きよ視し的てきな影えい響きようは遠く離れた場所からも観測できる。恐おそらくは数億年後には地球からも観測できるだろう。

　しかし衝突による影響は巨視的なスケールだけで起きてるわけではない。恒星系での惑星の公転軌道オービツトの乱れ。加熱された星間ガスから発生する放射線。数年、数百年の規模で見れば、それらは微び々びたる変化。だが数万、数億年で見れば、やはり大きな、そして不安定な生命という現象にとっては致ち命めい的てきな変化となり得る。

　事実、この衝突する前の二つの銀河に芽生えていた原始的な生命は、今となっては痕こん跡せきを残すだけで滅ほろび去さってしまっていた。

　だが今、この衝突銀河には、宇宙全体でも極きわめて特異と言える形態の『生物』が集結していたのだ。




「メリグナントクラフトの大群がこの銀河に接近してきました」

『アブソリュートガーデン』へとその報告が来た。

「報告してきたｂｉｏクラフトは、直後に破は壊かいされましたが、先導しているのはサウザンドメイズィスと共にアミークスを裏切った『サイレントカレント』との事です」

「ほう……。向こうから打って出るとはな。キングも、いやこの『アブソリュートガーデン』も甘あまく見みられたものだ」

「どうするんだよ、どうなってるんだ。一体……！　俺たちここにいて大丈夫なんすか、大空さん」

　ｂｉｏクラフトのキャビンで『アブソリュートガーデン』への報告を聞いていた遠山が、さすがにびびりながら大空大だい地ちにそう尋ねた。

「さぁ、知らんよ」

　にやりと笑いながら大地は答えた。

「逃げたければ逃げても構わない。君が契けい約やくしているｂｉｏクラフトも、拒きよ絶ぜつはしないだろう。地球に帰るのもいいかも知れないな」

「大空さんはどうするんですか？」

　遠山のその問いには何か卑ひ屈くつな響ひびきが感じられた。しかし大地はそれを気にせずに返答する。

「俺は確かめたい事がある。この戦いがどうなるのか、まずそれを見届けたい」

　大地のその言葉に、遠山は気づかれぬよう舌打ちするだけだった。

「大地、聞いたか。そういう事だ」

　キャビンに入って来るなりオネストホワールウィンドはそう声を掛けてきた。

「君は地球人だ。無理に参戦させるわけにはいかない。脱出するなら手はずは整える」

「いや、それには及およばん。大体お前は『アブソリュートガーデン』にとっては、是ぜ非ひとも必要な戦力だろう。逃げるつもりか？」

　にやりと笑いながらそう言う大地に、オネストホワールウィンドも少し眉まゆを下げる。

「ふふふ、まぁそうだ。お前の方からそう言ってくれると有あり難がたい。そこの地球人、お前はどうだ？」

　やにわにオネストホワールウィンドから水を向けられ遠山はあからさまに狼狽うろたえた。

「え？　いや、まぁ。俺は……、どうでもいいですよ。どうでも」

　反射的に、そして投げやりに遠山はそう答えてしまった。

「そうか、では好きにしたまえ」

　あっさりとオネストホワールウィンドは遠山への興味を失ってしまったようだ。遠山はそんなオネストホワールウィンドを睨ねめ付け、聞えぬような小声で悪態をついていた。

「ち、なんだ。この野や郎ろう。格好つけやがって……！」

　そんな悪態が聞えてなかったわけでもないが、オネストホワールウィンドは無視して大地に向かって話しかけた。

「知っての通りｂｉｏクラフトは個人主義だ。組織だった作戦は取れないし、取ろうともしない。しかしこちらには『アブソリュートガーデン』もおられるし、戦力としては優位だ。ただいくつか気がかりな点があるが……、これは始まってみないと分からんな」

「俺がとやかく言える立場ではない。今はジャーナリストの端はしくれとしてこの戦いをつぶさに見せて貰もらう。……あぁ、それから先さき程ほどお前が話していたサスペンデッドレインという奴やつはどうした？　少し話を聞いてみたいのだが」

「何か緊きん急きゆうの用件とかで一いつ旦たん、地球へ戻った。戦せん闘とうが始まるまで戻ってこられればいいのだがな……。それにしてもなんだ、聞きたい事とは？」

「うむ」

　オネストホワールウィンドの問いに肯うなずき大地は言った。

「サスペンデッドレインはペンデュラム財団に所属しており、また契約パートナーもいたと聞いてな。その辺の事情を聞いておきたかった」

　大地の答えにオネストホワールウィンドはおとがいに指を当てて考え込む。

「なるほど。ペンデュラム財団はイモータルヌーンに付いたようだからな。向こうの情報を知っておいても損はなかったな。しかしそうなるとサスペンデッドレインが戻って来るかどうかも怪あやしいな」

「はははは！　なに、気にするな」

　大地は豪ごう快かいに笑うと言った。

「話を聞く機会などまだある。今はメリグナントクラフトとサウザンドメイズィスを撃げき退たいする事に専念しよう」




「……つまり、今まさに地球から遠く離はなれたその衝突銀河で、キング級ｂｉｏクラフト『アブソリュートガーデン』と、メリグナントクラフト及びサウザンドメイズィスとの戦いが行われようとしているわけだ」

　花見の後、内山田は広大たちを北綾グラウンド地下のＵＮｂＡＲ日本支局特別分室に集めると、簡単に今起きてる状じよう況きようを説明した。

「で、イモータルヌーンは静観しろと。そう言うわけだな」

　アンリが不満たらたらの様子でそう言った。

「まぁそうさね。ＵＮｂＡＲガードと言っても、軍隊じゃないわけだし。向こうから攻せめ込んで来ない以上、相手する義務もないさね」

　アーネチカも冗じよう談だんめかして逸はやるアンリをたしなめる。

「兄貴よ、俺たちはこんな事していていいのか？　グリーンデイブレイク殿でん下かがｂｉｏクラフトのキングとやり合うわけだろ？」

「そうですの。やっぱりお助けしないといけないんじゃないですの？」

　弟と妹にそう尋ねられたノワは、しばしの黙もつ考こうの後に答えた。

「しかしメリグナントクラフトを道具のように扱あつかうサウザンドメイズィスとはやはり相あい容いれる事ができん。簡単にグリーンデイブレイク殿下が倒されるとも思えぬし、むしろこの戦いでサウザンドメイズィスが倒される事を期待するしかないな」

「そんなまどろっこしい事出来るか！　だったら今すぐサウザンドメイズィスをぶっつぶしに行こうぜ！」

「待て、クレケンス。残念だが、グリーンデイブレイク殿下はサウザンドメイズィスに誑たぶらかされている。我々が出て行けば、逆に殿下と戦う事にもなりかねん」

「まるでバカ殿とのに振ふり回まわされる堅かた物ぶつ家臣ねえ」

　恵子の妙みような譬たとえに、クレケンスは憤ふん然ぜんとしてにらみ返すが、それ以上は何も言わなかった。

「現状はそんな感じだ。今後についてはイモータルヌーンから何か指示があるだろう。それまでは静観、待機という事でよろしく！」

　シュタッと手を挙げて内山田はそうまとめた。

「お話はそれだけですか？」

　司令室の隅すみにいた桜子の問いに内山田は肯く。

「ああ、そうだね。あとは月曜日にもちゃんと学校へ来るようにと……。あぁ、そうだ。大空くん、ちょっと」

　内山田は何か思い出したように広大へと声を掛ける。

「帰りましょう、ティオ。結局、今日は無む駄だ足あしだったみたいね」

　ティオを促うながし、出口へと向かう桜子に、内山田の声が飛び込んで来る。広大へ話しかけているのだが、これ見よがしに声を張り上げているようにも思えた。

「アミークス残党には君の言っていた人の名前はない。少なくともこちらが入手できた資料にはないし、ペンデュラム財団の方にも残っていない」

「そうですか」

　広大が内山田に頼んでいたのは、父である大空大地の名前がペンデュラム財団やアミークス残党の中に無いかという事。

　大地の名前こそ口にしないが、大声でそう話しかけてきた内山田に、広大はいささか面食らいながら肯く。

「ただ確かにアミークス残党や、今回『アブソリュートガーデン』の呼びかけに応じたｂｉｏクラフトの中には、地球人のパートナーがいるのも事実だ。うち日本人は数人。確かく認にんできた名前は加か藤とう翔しよう太た、佐さ々さ木き弘こう一いち、遠山則夫、村むら岡おか忍しのぶ……」

　なんで関係ない人間の名前を連呼するんだ？　広大は疑問に思ったが、その表情からそれを察したのか、すぐに内山田は釈しやく明めいする。

「なにか聞き覚えのある名前はないか？　偽ぎ名めいを使ってる可能性がある」

「あぁ、言われてみればそうですね……。でも、ちょっとなぁ……」

　大地が偽名を使うとしても、どんな名前を使うのか広大にはさっぱり予想が付かない。友人、知人の名前を使う事もあるだろうが、広大も大地の交友関係にはそれほど詳くわしいわけではないのだ。

「何の話？」

　恵子にアイシャ、静花たちも興味を持って広大と内山田の所へ近づいてきた。ただ桜子だけが少し歩を早め、無言で司令室から出ていってしまっただけだ。

　桜子が出て行ったドアへ一いち瞥べつをくれて内山田は意味ありげな笑えみを浮かべた。しかしそれも一いつ瞬しゆん。

「ロング代表からアミークス残党に地球人が参加してるという情報があってね。広大くんからそれを聞いてこちらでも確認していたまでだ」

「ふ～～ん、でも大だい丈じよう夫ぶなの。その人たち」

「メリグナントクラフトはともかく、ｂｉｏクラフトは人間を危険にさらす事はしない。まぁ命の危険はないと思うけどね」

　そう言うと内山田はまた笑った。しかしその笑いに、アンリはうさんくさげな視線を向けていたのだ。




　外はもう日が暮れかけていた。テニスコートの更こう衣い室しつに偽ぎ装そうした出入り口から外に出ると、桜子は迫せまり来る宵よい闇やみの中を突とつ然ぜん、走り出した。

「どうしたのよ、桜子！　そんなに急ぐ事はないじゃないの!!」

　ティオは置いて行かれまいと慌あわてて追いかける。

「急ぐ理由が出来たわ」

　舞い落ちる桜の花びらの中を駆けながら桜子は答えた。

「あの男が……、お爺じいちゃんの仇かたきが見つかったのよ!!　行くわよ、ティオ！　その衝突銀河に……!!」
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《ＰＨＡＳＥ―０７：０５　衝突銀河～Interacting Galaxies～》







　逢おう瀬せ桜さくら子こは祖父弦げん蔵ぞうに育てられた。

　両親は桜子が生まれたばかりの頃、飲酒運転の自家用車にはねられて他界してしまったのだ。

　桜子は祖父母が引き取り、数年後にはその祖母もなくなった。以降はずっと弦蔵が男手一つで桜子を育てる事になったのだ。

　弦蔵は腕うでの立つ庭師として知られ政財界、芸能界、スポーツ界の大物から庭の管理を一手に任されており、収入の面では比ひ較かく的てき楽であった。

　もっとも後こう継けい者しやや弟で子しもおらず、寄る年波には勝てないと悟さとった弦蔵は庭師からの引退を決意。住み慣れた東京下町の家を売うり払はらい、新たに一戸建てを購こう入にゆう、新興住宅街へ引ひっ越こした。これもみな桜子の将来を思っての事であった。

　しかしそれが運命の岐き路ろだったのだ。

　弦蔵は典型的な、そして古風な下町育ちの江え戸どっ子こ。初対面の相手にも親しく話しかけ、思った事は歯に衣着せず口にする。下町ならばいざしらず、不干かん渉しようを由とする新興住宅街では、弦蔵のその性格は疎うとまれた。

　さらには無理解から誤解も生じていった。

　庭師を引退したものの、いまだに弦蔵以外に庭をいじらせたくないという顧こ客きやくは少なくなかった。仕事を依い頼らいする為ため、本人もしくは代理の者が弦蔵の家を訪おとずれる事があったが、彼かれらは多くの場合、黒くろ塗ぬりのリムジンや高級外車で乗り付けてきたのだ。

　新興住宅街にリムジンや高級外車とくれば目立つ事この上ない。

　そして弦蔵は職人刈りでキセルをふかしながら、庭で刃は物ものの手入れをする事もしばしば。

　いつしか周辺地域では弦蔵が『隠いん居きよした大物ヤクザ』だという噂うわさがまことしやかに流れていたのである。見る人が見れば、弦蔵の職業などおおよそ見当が付きそうなものだが、あいにくと新興住宅街にはその区別がつく人間はいなかった。また桜子が地元ではなく、都心の有名私立小学校に通っている事も、より反感を抱かせる原因となっていたのである。

　弦蔵自身は人の噂など一向に気にしない性格だったが、それ故ゆえに弦蔵を目の敵にする周辺住民が増え始めていたのだ。

　特に若者、高校生とのトラブルが多かった。道ばたで飲酒喫きつ煙えんをしていれば、弦蔵は容よう赦しやなく注意する為、素行不良の若者、高校生たちからは敵視されていたのだ。

　桜子が小学校六年生になった頃、悲劇が起きた。

　夜よる遅おそく、家の前でクラクションを鳴らす自動車に文句を言おうと弦蔵は外へ出て行った。桜子は家に残っていたが、何か胸むな騒さわぎを感じて、祖父を捜さがしに出たのである。

　桜子が見たのは家の近所にあるマンションの駐ちゆう車しや場じようで、泥でい酔すいした高校生たちの乗る自動車が、弦蔵を追いかけ回している所だった。

　言うまでもなく高校生たちは弦蔵を敵視していた連中。リーダーの高校生は運転席から身を乗り出し、歓かん声せいを上げながら逃にげる弦蔵を追い回していたのだ。

　そして自動車は桜子の目の前で弦蔵をはねたのだ。弦蔵は意識不明の重体となり入院。

　無論、警察の捜そう査さが入ったのだが、普ふ段だんから弦蔵を疎んじていた周辺住民は、高校生たちに不利な証言はしなかった。弦蔵の家の前でクラクションを鳴らした事。駐車場で弦蔵を追い回していた事。リーダーの高校生が笑いながら身を乗り出していた事。

　それを証言したのは桜子だけ。警察も被ひ害がい者しやの親族、そして小学生の証言という事で、証しよう拠こ能力には乏とぼしいと判断。それを採用しなかった。

　運転していた高校生は無む免めん許きよ。しかしマンションの駐車場は私有地なので、その点では罪には問えなかった。また高校生自身が携けい帯たいで警察を呼んだので、事件性は乏しいとされた。

　ばっくれると罪が重くなる。自分から事故だと連絡すれば無罪だ。

　リーダーの高校生がそう言っていたという桜子の証言はまたも無視された。

　そして数ヶ月後、意識を取とり戻さぬまま弦蔵は死んだ。

　その葬そう儀ぎに当たって慌てふためいたのが周辺住民だった。ＴＶや雑誌、ネットでしか見た事がない政治家、芸能人、スポーツ選手、芸術家が次から次へと弔ちよう問もんへ訪れたのだ。

　日本人なら誰でも知ってる大物俳優が涙なみだながらに弔ちよう辞じを読み上げると、それまで桜子にお見み舞まいの言葉すらかけた事がなかった近所の人たちが、我先にと焼しよう香こうに訪れるようになったのである。

　祖父の葬儀の時、桜子は泣かなかった。泣いたのはただ一度。近所の女性が何気なく口にしたその言葉を耳にした時。その時だけは、悔くやしくて泣いた。

『そんなに有名な人だったら、早く言ってくれれば良かったのに』

　祖父を亡なくした後、桜子は以前からやっていた剣けん道どうにより以上に打ち込み始めた。すべてを忘れ、ただ剣道に没ぼつ頭とうしていった。

　しかし桜子のその剣道への想いも裏切られる事になった。

　祖父を死に追いやった高校生たちへ法の判断が下ったのである。

　弦蔵の死は事故。高校生たちは駐車場で自動車の運転を練習していた所、弦蔵が迷い込んではねられた。私有地とはいえ危険な運転をした事、また飲酒をしていた事は事実であるが、高校生たちは学校で剣けん道どう部ぶに所属しており、今後の更こう生せいが期待できる。

　結局、弦蔵を死に追いやった若者たちは無罪放ほう免めんされたのである。

　中学生になっていた桜子は、教師からその話を聞いても表情も変えず、何ら関心を示さなかったという。

　自分が打ち込んでいる剣道が、あの若者たちを更生してくれるならそれでいいと思ったのかも知れない。

　しかし数ヶ月後、剣道を習っている講師から、あの若者たちがまたトラブルを起こしてると耳にしてしまったのだ。しかも高校生たちが通う学校の剣道部は、形ばかりの部活動しか行っておらず、不良の吹きだまりとなっている。あれでは到とう底てい、更生など期待できない。

　講師のその話を聞いた桜子は、剣道部から姿を消した。

　そして高校生の通う学校の教師は、女子中学生がたった一人で剣道部に殴なぐり込み、部員全員に大けがを負わせたと聞く羽目になったのである。

　女子中学生とは無論、桜子。桜子の祖父を死に追いやった高校生たちは、みな桜子の竹刀しないで打うち倒たおされていたのだ。剣道部の道場には本来そこにあるはずのない、金属バットや鉄パイプまで転がっていたが、桜子にとってはなんら脅きよう威いにはならなかったようだ。
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　肩かたで息こそしていたが、桜子は大きな怪け我がはしていなかったのである。

　中学校の方から謹きん慎しんを命じられた桜子は、自分にも相応の罰ばつが下されると思っていた。またそうなれば、あの高校生が何をしたのか、白日の下へ晒さらす事も出来る。

　しかしあろう事か桜子の想いはさらに裏切られた。

　相手側の高校から今回の一件は不問としたいと言ってきたのである。その時、相手側の高校はこう言ってきたという。

『ケンカ両成敗という事で……』

　どういう事だ？　今回の殴り込みは桜子が一方的に相手を打ち据すえただけではないか。それでもケンカ両成敗と言うのなら、自分たちにも非があるのを認めてるわけではないか。

　謹慎は解かれたものの、桜子の中にはやり場のない怒いかりだけが残った。さらに当日、自動車を運転していたいわば主犯格の高校生が学校をさぼってその場にいなかった事も、桜子をより荒すさませた。

　そして風の噂で主犯格の高校生が犯罪まがいのトラブルを起こし、ｂｉｏビオクラフトで地球外へ逃とう亡ぼうしたと耳にした頃ころ、桜子はティオと出で逢あったのである。




「王子さま先生もうかつねえ」

　恵けい子こはため息をついた。

「あの時、王子さま先生が言っていたアミークス残党に合流してる日本人ｂｉｏパートナー。あの中に桜子ちゃんのお爺さんが亡くなった事件の犯人がいたんだよ」

　そんな広こう大だいの言葉にアーネチカが訂てい正せいをいれる。

「まぁ法的には事故だから、犯人というのはちと違ちがうさね。それでもまぁ桜子ちゃんの気持ち、分からんでもないさね」

　桜子の失しつ踪そうはすぐに露ろ見けんした。ＵＮｂＡＲ日本支局特別分室の警備カメラが、外に出るなり駆け出だした桜子を捉とらえていたのだ。

　警備カメラの映像だけでも、桜子からただならぬ雰囲気が感じ取れたのである。その雰囲気は去年の梅つ雨ゆの頃、広大が桜子に再会した時のとげとげしいものを思わせた。反射的に広大が連想したのが、母の広ひろ海みから聞いた桜子の祖父が亡くなった一件。

　いつの間にか広大はその一件が片付いたものと、意識の外へ追いやってしまっていたが、言うまでもなく当の桜子にしてみれば、まだ終わらない、終わりようのない事件なのだ。

　広海にもう一度、その事件の詳しよう細さいを調べて貰い、結果、あの時、内うち山やま田だが何気なく口にした名前の中に、主犯格の男がいると分かったのである。

「まぁ、まさか王子さま先生も、桜子ちゃんのお爺さんが亡くなった事件の主犯格が、アミークスにいるとは思わなかったんだろうな……」

　そこまで言って広大はふと引っかかるものを感じた。

　本当にそうなのだろうか？　アミークスに所属している日本人ｂｉｏパートナーの名前を広大に告げた時の内山田の態度は何か不自然だった。聞こえよがしに言っていなかったか？　まさかわざと桜子に聞かせたのか？　だったらなぜ？　内山田にそんな事をするメリットがあるのか？

「私はあの人があまり好きではありません」

　いつの間にか広大の目の前に来ていたティセが、その胸中を見通したようにそう言った。

「なにか嘘うそをついているような気がします」

「王子さま先生が？」

　横から口を挟はさむ恵子に、ティセは両りよう腕うでをパッと広げる事で肯こう定ていを表してみせた。

「まぁ嘘の一つや二つは、平気でついてそうなタイプだしねえ」

　恵子はそう言うが、ティセの言う内山田の嘘とは、もっと奥おく深ふかいものではないだろうか。広大は直感的にそのように捉えていた。

「まぁとにかく今は桜子ちゃんを止める事が最優先なのさ。イモータルヌーンの許可も下りてるし、派手にやっちまうさね!!」

「アーネチカ。念を押おしておくけど、目的はあくまで桜子とトランクルナイトを連れ戻す事だよ。アブソリュートガーデンとサウザンドメイズィス、メリグナントクラフトとの戦いには積極的に関かん与よしないようにって……」

　心配そうにそう言うヒュージンにアーネチカは事も無げに答える。

「心配ご無用！　そんな事は分かってるさね！」

　分かってるのだろうか。広大をはじめとした一同は一いち抹まつの不安を覚えざるを得なかった。

「それはそうと、静しず花かちゃんは家の方は大丈夫なの？　今回は急だったし目的地も遠いから、かなり時間が掛かかると思うけど」

　心配する広大に静花は笑って答えた。

「ええ、大丈夫だと思います。最近、お父様が随ずい分ぶん心配するようになってるんですけど、村むら井いさんがうまく理由を付けてくれますので」

「深窓のお嬢じようさまが、執しつ事じと共きよう謀ぼうして夜遊び？　やるわねぇ」

「そんなんじゃありません！」

　恵子にからかわれて静花は顔を真っ赤にして反論した。

　ティセ、ティルが呼びかけてもティルは応答しなかった。アミークスに祖父が死んだ事故の関係者がいると知った桜子と共に、アブソリュートガーデンとメリグナントクラフトが交戦している衝しよう突とつ銀河へ向かったのは確実だろう。

　現在、広大たちはＥＳフレーム旭天で、桜子とティオを追いかけている最中なのである。緊急の招集のうえ、目的地はかなり遠えん隔かく地ち。一昼夜はかかりそうな行程である。

「それはそうとあーちゃん司令。なんでアンリは途と中ちゆうで引き返したんですか？」

　広大の問いに恵子や静花、ティセ、ティル、アイシャたちも顔を見合わせる。途中まで同行していたアンリと『ステディレクブレイション』だが、太陽系を出た辺りで用事があるといきなり地球へ引き返したのだ。

「そうさねえ」

　珍めずらしくアーネチカが言葉を濁にごす。

「何事も無ければいいし、何かあったら困るし。まぁ、色々とあるという事さね。一応、留守番もかねて貰ってるんだけど」

　曖昧なアーネチカの言い回しに広大たちは首を傾げるばかり。その中でアイシャだけは何か思い当たる節が有ったようで、ハッとしたものの口を開く事は無かった。

　一方ティセは小首を傾げ、パッと両腕を広げて見せただけ。何か納なつ得とくがいったようだが、何に納得がいったのかは広大たちにはとんと見当も付かない。

　月光三兄きよう妹だいも今回の遠えん征せいは不参加。やはりメリグナントクラフトである以上、グリーンデイブレイクが現れると予想される所には出せない。

「到とう着ちやくまではまだ少しかかるようだし、交代に仮か眠みんを取るのといいのさ。何かあったら連れん絡らくするから」

　ＥＳフレーム旭天にはブリッヂの他、仮か眠みん室しつやキッチン、シャワールームも完備してある。快適ではあるが、狭せまくて調度の持ち込みに限界のある小型ｂｉｏクラフトのキャビンよりは、かなり使い勝手が向上している。

「じゃあティルは静花と一いつ緒しよに寝ねる～～！」

　そう言うとティルは静花の袖そでを引っ張ってブリッヂから出て行った。

「俺おれはもう少しここに残ってるよ」

　広大はそう言うと、ティセも肯いた。

「恵子はどうします？」

　アイシャの問いに恵子は少し視線を巡めぐらせ考え込んでからようやく答えた。

「まだあんまり眠ねむくないから……」

「そうですか……」

　そう言う恵子にアイシャは心配げな視線を送っていた。




「これでイモータルヌーンとその妹たちは、結果的にせよアブソリュートガーデンに付く事になるのか」

「さぁてね、どうなるんだろう」

　内山田王おう司じはそうつぶやく。傍はた目めからすると内山田が一人北綾グラウンドに立ち、夜空を見上げているだけのようにしか見えない。

「面おも白しろい事を言う」

　その声は内山田のすぐ側まで寄らないと聞こえない。

「全すべてお前が画策した事だろう？　トランクルナイトのパートナーを利用して、審しん判ぱんの四姉妹をアブソリュートガーデンに着かせる」

「そういう君はどうなんだい？　誰の味方なんだ」

「なんど言わせる。目的はお前と同じだ。王司」

　正体を現さぬ声は問う。

「ｂｉｏクラフトがどこから来て、どこへ行くのか。そもそもｂｉｏクラフトとは何者なのか。それを知りたい」

　内山田はひとり言のように答えた。

「イモータルヌーンはその答えを知っている。恐らくはキングたちもな。しかし我々市民プレビシヤンには教えてくれない。全ての文明を観察して記録する我々が、自分たちの出自を知らぬのだ。なんというお笑いぐさだ」

　正体を現さぬ声の主は、憤いきどおりを押し隠かくしてそう言った。

「まぁ世の中というのはそんなものだよ」

　姿を見せぬ声の主に、内山田は自じ嘲ちよう気味に言ってみせた。

「ふう、まだ寒いな。一度、家に帰ってからまた戻ってくるとしよう」

　今度は完全なひとり言。内山田はグラウンドの近くにある自宅マンションへと向かっていった。




　巨きよ大だいな左手が雲うん霞かのごとく迫り来る無数のｂｉｏクラフトをなぎ倒していく。深しん紅くのナイト級ｂｉｏクラフトは、何とか巨きよ人じんの左手から逃のがれ距きよ離りを置いて体勢を立て直す。

「ｂｉｏクラフトでいうなら貴族パトリシヤン相当のメリグナントクラフトとなると、さすがに一ひと筋すじ縄なわではいかないな」

　ガントレット形態の救済サルベーシヨンモードになった『グリーンデイブレイク』との間合いを保ったままでオネストホワールウィンドは言った。

「なにか方法はないのか、オネストホワールウィンド。このままでは埒らちが明かないぞ」

　三本衝角のサテライトを構え、制せい御ぎよデッキの上に仁に王おう立ちになった大だい地ちは、接続シートのオネストホワールウィンドに尋ねた。

「もちろん策はある。なければアブソリュートガーデンが動くはずもない。我々はメリグナントクラフトの主力を引きつけておくのが最優先だ」

「やはりキング頼だのみか……。しかしそれにしても妙だな、もっと広域の映像を出してくれ。メリグナントクラフトの位置が分かるような映像だ」

　接続シートに着いたオネストホワールウィンドが操作するまでもない。思考制御で大地の望む映像がキャビン全体に浮かび上あがった。

「ふむ、やはりそうだ。俺は戦略戦術についてはど素人しろうとだ。しかしこの配置は何かありそうだぞ。オネストホワールウィンド」

「どういう事だ」

「引きつけられているのは、俺たちの方じゃないかという事だ。見ろ、この位置を」

　大地はサテライトで映像を指し示す。中央に映る極ごく彩さい色しきの輝きに彩いろどられた光の円えん盤ばんが『アブソリュートガーデン』。そのｂｉｏクラフト形態。『アブソリュートガーデン』があまりにも巨大な為、スケールを調整してあるが、左手型の『グリーンデイブレイク』に率いられるメリグナントクラフトの大群は、その一方側からのみ接近してきているように表示されている。

「反対側ががら空きだな」

　オネストホワールウィンドもそれには気づいたようだ。そもそもｂｉｏクラフトは、それ単体が余りに強大にして強固。その必然性が無い為に、組織だった行動を苦手としている。戦術や戦略など、そもそも意に介かいさないのだ。

「それがどうかしたのか？」

　オネストホワールウィンドが大地の危き惧ぐを、即そく座ざに理解できなかったとしてもむべなるかなと言えよう。

「反対側から別働隊が現れれば『アブソリュートガーデン』は無防備だ。その策とやらにもよるが、それによって隙すきが出来るようなら危ないぞ」

「こちらも向こう側の戦力を全て把は握あくしているわけではないからな。注意するに越した事はない。それに『アブソリュートガーデン』を挟んだ反対側には、戦闘に参加しないパートナーを持つｂｉｏクラフトが待機している。彼らも心配だ」

「あの遠山という若者もか」

「ああ、こちらが優勢と聞いてあわよくば手て柄がらでも立てようと思ってるのかも知れん」

　オネストホワールウィンドのその口調からはいささか侮ぶ蔑べつのニュアンスが聞き取れた。

　いささかはっきりしない所のある男だったが、今も逃げるでもなく、積極的に協力するわけでもなく、曖あい昧まいな態度に終始しているのか。大地は嘆たん息そくしたものの、すぐにまた遠山の事など忘れてしまった。

「大地、来るぞ。『アブソリュートガーデン』の特とく殊しゆ武装。『ジャイレーションガーデン』！」




　遠くからは光ひかり輝かがやく極彩色の円盤と見える『アブソリュートガーデン』のｂｉｏクラフト形態。その光の花園から無数の輝きが渦うずを巻いて立ち上っていくではないか。その輝きは水すい仙せんの花を思わせる漏ろう斗とのような形状を取っていく。

　いや漏斗ではない。

　ドリルだ。

『アブソリュートガーデン』の特殊武装。『旋回すジヤイレーシる花園ヨンガーデン』なのである。

　狭い領域に密集する恒こう星せいの重力場を利用して、この宇宙が存在する多次元の膜ブレーンに干渉。擬ぎ似じ的てきにｂｉｏクラフトの回転式次元衝角と同じものを多数発生させるシステムだ。

『アブソリュートガーデン』そのものが直径約百天文単位と巨大な為、発生した光のドリルは非常に小さく見えるが、一つ一つは地球直径よりもはるかに巨大。根本の直径は数万キロに達する。中には木星や土星のような、ガスジャイアントに匹ひつ敵てきするものも現れていた。

　それら光の円えん錐すいが回転してメリグナントクラフトへと襲おそいかかっていく。低位のメリグナントクラフトなどひとたまりもない。避さける以前に光のドリルが現ると同時にそれに飲み込まれてしまう。

「ドリルの素晴らしさを見たか、『グリーンデイブレイク』！　チェーンソーごときが宇宙を支配するなど片腹痛いわ!!　同志よ！　メリグナントクラフトに組みする裏切り者サウザンドメイズィスを討うて!!」

『アブソリュートガーデン』は勝利を確信して虚こ空くうに鬨ときの声こえを揚あげた。




「おっと、これは厄やつ介かいだ。一いつ旦たん退たい却きやくといくか」

　メリグナントクラフト形態の制御デッキに立つグリーンデイブレイクは、迫り来るドリルの群を見て、意味ありげな笑みを浮かべてそうつぶやいた。

　大きさそのものから言うと天文単位クラスとなった救済サルベーシヨンモードの『グリーンデイブレイク』の方が優勢だ。しかしチェーンソーに覆おおわれたガントレットが次々とドリルを握にぎりつぶしても、光の円錐はそれを上回る速度で出現してくる。このままでは確かに『グリーンデイブレイク』も圧あつ倒とうされてしまいかねない。

「サウザンドメイズィス、この辺でいいだろう？」

　立体映像に映るサウザンドメイズィスは満足げに肯いて答える。

「ああ、充じゆう分ぶんだ。ありがとう、グリーンデイブレイク。あとは『バイオレットイブニング』『ブルートワイライト』に任せよう」




「『グリーンデイブレイク』は後退しているな。嫌いやな予感がする、オネストホワールウィンド。反対側に回り込もう!!」

「うむ、杞き憂ゆうならばいいが。いずれにせよ『グリーンデイブレイク』は『アブソリュートガーデン』に任せていいだろう」

　オネストホワールウィンドは自らのｂｉｏクラフト形態を、『アブソリュートガーデン』の脇わきを抜ぬけて、その反対側に向かわせる。そこには何体かのｂｉｏクラフトが待機しているだけ。あとは赤みのかかった黄色と、青白い恒星が、それぞれ一つずつ見えるだけだ。

『アブソリュートガーデン』内にある恒星ではない。それ以外にはこの周辺空域には恒星は無かったはずだ。

「あれは何だ!?」

　オネストホワールウィンドと大地は同時にそう叫さけんでいた。

「メリグナントクラフト！　貴族パトリシヤンクラスだ!!」

　恒星の周囲にゆっくりと何かの形が影かげとなって現れてくる。一つは兜かぶと、そしてもう一つは胸当て。いずれも古代の戦士が付けていたような形状だ。差さし渡わたしは一天文単位はあるだろう。『アブソリュートガーデン』と比べれば、それぞれ百分の一程度の大きさだが、それでも二つ並ぶと壮そう観かんである。そしてなんと言っても『オネストホワールウィンド』のような通常サイズのｂｉｏクラフトと比べれば天地の違いだ。

「どうするオネストホワールウィンド!?　完全に挟み撃うちだぞ！」

「『アブソリュートガーデン』も気づいたはずだ。何か対策を……」

「おい、おっさん!!　そこにいるんだろう、大おお空ぞらのおっさん!!　なんだよ、一体!?　何が起きたって言うんだよ!?」

　やにわに立体映像が映るなりそう呼びかけてくる声がある。遠山則夫だ。いちいち確認するまでもない。

「見ての通りだ。填はめられた」

「じゃあどうするんだよ!!」

「好きにしろと言っただろう。逃げるなり何なり。好きにしろ!!」

　その突つき放はなしたような言い方に、遠山は立体映像の向こうから大地を睨にらみ付つけていたが、無言で通信を切ってしまった。

「オネストホワールウィンド！」

　別の声が響ひびく。映像は表示されないが、オネストホワールウィンドには必要なかった。

「アブソリュートガーデン！　諮はかられたようです」

「分かっている。私は引き続き『グリーンデイブレイク』を追う。奴やつを倒し次し第だい、すぐに反転する。三体を同時に相手にするのでは、如い何かに私でも厳しい。それまで何とか持ちこたえてくれ」

「承知しました」

　声が聞こえなくなった所を見ると通信は切れたようだ。

「さて、オネストホワールウィンド。俺たちであの二体を押さえきれるのか？」

「難しいな」

　大地の問いにオネストホワールウィンドは正直に答える。

「恐おそらく戦せん闘とう力りよくでは『グリーンデイブレイク』の方が上。先に奴を倒すという『アブソリュートガーデン』の策は正しい。恐らくは差し違えてでも『グリーンデイブレイク』だけでも倒すつもりだろう」

「それまで時間を稼かせげばいいわけか」

「そうだな」

　オネストホワールウィンドは肯いた。

「問題は貴族二体を相手にどこまで時間を稼げるかどうか……。『グリーンデイブレイク』に相対している同志をこちらに向かわせても厳しいな」

「やってみるしかあるまい！」

　大地はそう言うと笑った。

「ｂｉｏクラフトとメリグナントクラフトの本気の戦いか。面白くなってきたな」

「お前はまったく面白い人間だな。大地」

　そう言うとオネストホワールウィンドは少し笑う。しかしその笑いもすぐに消えた。

「メリグナントクラフト二体がチェーンソーを展開してくるぞ！　気をつけろ大地!!」

　オネストホワールウィンドの言う通りだ。ヘルメット型の口に相当する部分、胸当て型の心臓に相当する部分が開き、そこから黒い霞かすみか靄もやのようなものが出てくる。

　相手が余りに巨大な為、すぐにそれとは分からないが、それぞれが長大なチェーンソーなのである。さらにメリグナントクラフト自体が無数のチェーンソーで覆われている。

　そのチェーンソーの塊かたまりが、後方から『アブソリュートガーデン』に向けて接近しつつあるのだ。

「こなくそ！」

　大地はそう吐はき捨すてるや手にした三本衝角のサテライトを振るう。ｂｉｏクラフト『オネストホワールウィンド』は虚空を舞まい、鞭むちのしなり接近していたチェーンソーを躱かわす。返す刀ならぬドリルで、逆にチェーンソーを貫つらぬいたものの、まさに焼け石に水状態だ。

「せめて……」

　オネストホワールウィンドは後の言葉を飲み込む。

　せめてクィーンがいれば。そう思った所で無い物ねだりだ。今ある戦力でなんとかしのぐ事を考えなければ。

　その時だ。

『アブソリュートガーデン』へと伸のびていたチェーンソーの束が一気に叩たたききられる。そればかりではない。光の刃はが打ち振るわれ、二体のメリグナントクラフトから伸びていた無数のチェーンソーがばっさりと切断されていくではないか。

「この攻こう撃げき!?　ドリルではない！　クィーンか？」

　オネストホワールウィンドの声と共に映像が拡大される。そこに現れたのは大鎌がま型のｂｉｏクラフト。

「トランクルナイトか！」
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「救きゆう援えんか？　助かったな」

　大地はそう言うが、オネストホワールウィンドは慎しん重ちようだ。

「そうは思えないな……」




「少し騒さわがしいわね。あの男を探すには邪じや魔まだわ」

　制御デッキの上でそう言う桜子にティオは尋たずねる。

「やっちゃう？」

「余り時間をかけたくない。一気に行くわよ、ティオ」

　桜子は大鎌型のサテライトを握り直す。

「抜刀ドロウイング!!　『宵闇の斉唱ナイトユニゾン』!!」




　振り抜かれた大鎌から光の波が沸わき立たつ。波打つ光は徐じよ々じよに勢いを増して二体の巨大メリグナントクラフトへ迫っていった。

　鞭のように伸びる無数のチェーンソーも、光の波は頭とうを食い止める事など出来ない。一方的に飲み込まれていくだけだ。

　形勢不利と見たか先にヘルメット型のメリグナントクラフトが逃とう走そうを始める。胸当て型のメリグナントクラフトは、同どう胞ほうを逃がそうとしているのか、その場に踏ふみとどまり、全身のチェーンソーを激しく回転させて正面から光の波へと突っ込んでいった。

　だがその抵てい抗こうも無む駄だ。

　胸当て型のメリグナントクラフトは徐々に光の波に浸しん食しよくされ、無数のチェーンソーとなって崩くずれていく。そのチェーンソーも光の波の中にただ消えて行くのみ。最後にはＡ型恒星の白い光が残っただけだ。




「行くわよ、ティオ。あの男を探しに！」

「う、うん」

　血気に逸はやる桜子に、ティオは何か気き後おくれしたように肯く。それでも桜子に何か言い返すことなく、その手にあるサテライトの指示のままに飛行を再会する。

「必ず、捕つかまえる！　あの男を……、お爺ちゃんを殺したあの男を！」




「おい、あのクィーン。もう一体のメリグナントクラフトを残して他のｂｉｏクラフトへ向かったぞ!?」

　大地は『トランクルナイト』の挙動に首を傾かしげた。そんな大地にオネストホワールウィンドは言う。

「やはり単なる救援ではないようだな。イモータルヌーンがそう簡単に我々を助けてくれるとも思えん。……また二体、いや四体か。ビショップ級は後退。戦線に突とつ入にゆうしてくるのは三体。うち二体はクィーンだ」

「どういう事だ？」

「あのクィーンは昔、ちょっとしたいざこざで他の姉妹と揉もめている。おそらく今回も似たような事だろう」

「姉妹ゲンカか、やれやれだな……」

　そう言いかけた大地だが、ようやくオネストホワールウィンドが報告した内容の重大さに気づいた。

「待て、二体のクィーンだと？　イモータルヌーンは太陽系を動かないだろうから、それ以外の二体のクィーンか？」

「その通りだ、大地」

　そう前置きしてからオネストホワールウィンドは言った。

「アウグストダスクとグロリアスドーンだ」

　間かん髪はつを入れずに大地は叫んだ。

「グロリアスドーンを追ってくれ、オネストホワールウィンド！」




「広大くん、広所恐きよう怖ふ症しようの方は大だい丈じよう夫ぶさね？　なんだったらＥＳフレーム装備でも良かったんだけど」

　立体映像の向こうからそう言って来たアーネチカに広大は答える。現在、アーネチカが乗るＥＳフレーム『旭天』ははヒュージンのｂｉｏクラフト形態『イレブンスコンシャス』に収容されている。

「大丈夫、なんとかなりそうです。何しろばかでかいのが側にいるんで、精神的には楽ですよ」

　広大は苦く笑しようする。

「まぁそのばかでかい奴の一つは、今しがたトランクルナイトが吹ふき飛とばしちゃったけどね」

　映像の向こうでヒュージンも苦笑を返した。

　桜子とティオは広大たちより一足早く、サウザンドメイズィスとアブソリュートガーデンが激げき突とつする、この衝突銀河に到着したようだった。

　ＥＳフレームから『グロリアスドーン』を発進させた直後、胸当て型のメリグナントクラフトが『ナイトユニゾン』の光の波に飲み込まれていったのだ。

「でもこんなに簡単にやっつけられるなら、静観なんてしないで全部やっつけちゃえばいいのに」

　立体映像越しに恵子がそう口を挟んでくる。

「まぁそれももっともだけどね。メリグナントクラフトはｂｉｏクラフトよりもはるかに数が多い。それになんと言っても、彼らに地球の場所を知られるわけにはいかない。サウザンドメイズィスは調整者を気取ってるから連中には教えてないようだけどね」

　ヒュージンはそう説明したが、恵子はまだ納得がいかないようで首を傾げている。

「とにかく今は桜子ちゃんとティオを見つけ出しましょう。今の話じゃないけど、帰り道にメリグナントクラフトに付けられて地球を発見されたら最悪だ」

　広大にヒュージンも肯く。

「それにアブソリュートガーデンがへそ曲げても困るからね。じゃあ頼たのんだよ」

「分かりました」

　広大はそう言うと『グロリアスドーン』を、ｂｉｏクラフトとメリグナントクラフトが激げき闘とうを続ける空間へと進ませた。

「ヒュージンも言ったけど、うかつに戦せん闘とうをしないようにとイモータルヌーンからの伝言さね」

　アーネチカは言う。

「なんでもアブソリュートガーデンてのは、プライドが高いみたいなんで、ちょっかいを出されると、ヒュージンの言う通りへそを曲げるかも知れないんだとさね」

「厄介な円盤ねえ」

　立体映像の向こうから恵子の嘆なげきが聞えてきた。

「広大」

　ティセがぱっと両腕を広げて報告する。

「ｂｉｏクラフトが一体接近中です。三本衝角のナイト級」

「ナイト級？」

　まさか……!?　広大のその予感は的中した。

「オネストホワールウィンドです」

「行ってください、広大！」

　恵子を押しのけてアイシャが叫んだ。

「オネストホワールウィンドは私が押さえておきます!!」

「あ、あぁ……」

　アイシャの勢いに気押しされたように広大は肯うなずく。

「ティセ、ティオを探す事を優先しよう！」




　どこ……、どこにいる……!?

　桜子はサテライトを振り回まわして、手近にいたポーン級ｂｉｏクラフトを『トランクルナイト』で押さえ込んだ。

「あなた、契けい約やくパートナーはいるの？」

　映像は映らないが、声だけで返答がある。

「い、いえ。私は単独起動のｂｉｏクラフトで……」

　クィーンのパートナーから出し抜けに話しかけられた為だろうか。ポーン級ｂｉｏクラフトは狼狽うろたえながら答えた。

「じゃあ遠山則夫という地球人をパートナーにしているｂｉｏクラフトを知らない？　この中にいるはずなのよ」

「さぁ……。契約パートナーには関心がなかったもので。せめてｂｉｏクラフトのクラスぐらいは分かりませんか？」

　内山田の話だけではそれは分からない。桜子はサテライトを振り抜き、押さえ込んでいたポーン級を離はなしてやった。

「桜子、あの……」

　少し気後れしたように言いい淀よどんでからティオは続けた。

「もうちょっと落ち着いた方がいいと思う。焦あせっていては、見つかるものも見つからないわよ」

「そんな事、分かってる……」

　答えかけた桜子は、接続シートのティオが、心配そうな顔で自分を見上げている事に気付いた。

　そうか、私はこの子を心配させてしまったんだ……。

　その事実に桜子は己おのれの唇くちびるを噛かんだ。

「どうしたの、桜子？」

　急に押し黙だまった桜子に、ティオはますます心配そうな顔になった。

「ううん、何でもない。何でも……」

　自分に言い聞かせるようにつぶやき、そして桜子は頭を振る。

「まずはあの男を捕まえる。そうしないと、私はこの先へ進めないの……」




「オネストホワールウィンド！」

　アイシャは叫んだ。

「なぜイモータルヌーンに従えないのですか？　どうして私たちと一緒に来られないんですか？」

「あの～～、一人で盛り上がってないで、こっちにも何か喋しやべらせてよ」

　恵子がそうぼやくが、アイシャの耳には入っていないようだ。恵子は恵子で、オネストホワールウィンドのパートナーが本当に広大の父、大地であるのかどうかが気になるのだ。

「そこをどけ、ノーブルウィンド」

　オネストホワールウィンドは冷れい徹てつな声で言った。

「答えは簡単だ。我々ｂｉｏクラフトと地球人は同じ道を歩めない。それには時間が必要だが、今はまだその時ではない。無理に同じ道を歩めばお互たがい不幸を招く。それはお前も分かっているはずだ。アイシャ！」

　映像は映らず声だけが聞こえてくる。その声と共に深紅のナイト級『オネストホワールウィンド』は繰くり返かえし『ノーブルウィンド』へ突とつ進しんしてくる。そしてその度に『ノーブルウィンド』は何とか突進を押しとどめ、先行した『グロリアスドーン』に『オネストホワールウィンド』が追いすがるのを阻そ止ししているのだ。

「いいえ、分かりません。私には、分かりません!!」

　あれ……？　制御デッキ上の恵子は、アイシャの口ぶりに違い和わ感かんを覚えていた。

　何かいつもと違う……？　今日のアイシャは必死というか、追おい詰つめられた雰ふん囲い気きがある。恵子はそう感じていたのだ。

「いや、分かっているはずだ！」

「ちょっと、あんた！　しつこい男は嫌きらわれるわよ、こっちにはこっちの都合があるんだからね！」

　横から恵子がくちばしを突っ込んでも、オネストホワールウィンドはもちろん、アイシャさえ何も言わない。

「思い出せ、ノーブルウィンド！　お前が記き憶おくの奥おく底そこに封ふうじ込んでいた事を！　我々は地球人と共に歩めない！　お前もそれは痛感していたはずだろう……!!　その記憶さえ封じ込んだか！」

「私の、記憶……？」

「アイシャ？　どうしたの、アイシャ!?」

　アイシャの身体からすうと緊きん張ちようが解けていくのを恵子は感じた。しかしそれは良い兆候とは言えない。アイシャの瞳ひとみはうつろに宙へと向けられたままなのだ。

「記憶……、私の記憶？」

「分かってくれたか、ノーブルウィンド！」

　オネストホワールウィンドは、『ノーブルウィンド』の動きが急に鈍にぶくなったのを、説得が功を奏したと解かい釈しやくしたようだ。その脇を通り過ぎていく。

「ああ!?　ちょっと、ちょっと待ちなさいって!!　アイシャ、どうしたのよ。アイシャ!!」

　恵子の呼びかけもアイシャには届かないようだった。

　アイシャの、ノーブルウィンドの意識は、怒ど濤とうのように表層へ昇のぼってきた記憶のただ中をさまよっていたのだ。




『おふうちゃんか。いい名前だねえ。へえ、言問橋の大おお店だなに奉ほう公こうに出てるのか。いや、立派だねえ』

『まったく鳥とり居いのお奉ぶ行ぎよう様にも困ったもんだぜ。こちとら商売あがったりだ』

『おふうちゃんは所帯持つつもりはないのかい？　娘むすめ盛ざかりがもったいないよ。ほら、田島屋の旦だん那な。あのお方がいいご縁えんを紹介してやろうかと言っていたそうだし』

『そういやあの黒船。異人が攻せめてきたという噂うわさは本当かね。お役人さんも最近ぴりぴりしているようだし』

『あれまそれは残念だねえ。おっかさんが病で伏ふせってるとはねえ。親は大事にしなよ』




『貴子？　ふ～～ん、貴子ねえ。モダンな名前だねえ』

『オリンピックの次は万ばん博ぱくかい。まぁこちとら仕事があるだけましだけどよ』

『貴子さん、良かったら次の集会に顔を出してみないか？　今こそプロレタリアート革命を実現して、ブルジョワジーを排はい斥せきするんだ。学生じゃない？　それは心配に及およばない。興味があったら是ぜ非ひ……』

『へえ、集団就職で長野から出てきていたんだ。そうは見えないねえ。……いや、妙みように垢抜けてると思ったもんで。それじゃ親おや御ごさんを大事にしなよ。良かったら、あのバカに手紙でも書いてやれよな』




「私は、私は……。私はいつも、皆みなさんをだまして……。嘘うそをついて……。それなのに私は皆さんの事を忘れて……。一緒にいられなくなって……」

「アイシャ!?　どうしたのよ、アイシャ!!」

　異変に気づいた恵子が制御デッキから飛び降ふり、アイシャの肩を揺ゆさぶる。アイシャは目の前の恵子にさえ気づかぬようで、抱かかえた頭をただ何度も振ふるだけだった。

「御ご免めんなさい、御免なさい……！　私は、もうこれ以上、皆さんの側にはいられないんです……」

「アイシャ!?」

　恵子が叫んでも、アイシャの耳には届かなかった。




「あれまぁ、やられちゃったよ。『バイオレットイブニング』」

　ｂｉｏクラフト形態の『サイレントカレント』のキャビンで、サウザンドメイズィスは悪びれた様子もなくつぶやいた。

「大した余よ裕ゆうですね。サウザンドメイズィス」

「皮肉のつもりかい？　サイレントカレント」

　サウザンドメイズィスはそう言うが、背後に控ひかえたサイレントカレントのホロン体は何も答えなかった。

「どうする。サウザンドメイズィス。クィーンが三人も来るとは予想外だ。ここは一いつ旦たん引いた方がいいか？」

　立体映像が映るとグリーンデイブレイクがそう尋ねてきた。

「作戦変へん更こうだ。悪いが『ブルートワイライト』を貸してくれ。この前言っていた、僕ぼくたちには出来ない事を彼かれにやってもらおう」

「それは構わないが……。何をするつもりだ？」

『ブルートワイライト』とは残っているヘルメット型巨大メリグナントクラフトの事。サウザンドメイズィスのその要求に、グリーンデイブレイクは怪け訝げんな顔をしながらも同意した。

「実のところこうなる可能性は考えていた。これで今は太陽系に残るクィーンは一体。イモータルヌーンだけだ」

「『ブルーデイブレイク』に奇き襲しゆうを掛けさせても、イモータルヌーン一人でも充分に対処できると思いますが」

　サイレントカレントのその指し摘てきにもサウザンドメイズィスは動どう揺ようしない。

「その気になればね」

 　そしてゆっくりと振り返るとサイレントカレントに答えた。

「君の求める答えの切きっ掛けになるかも知れない」

「失敗したら、我々はｂｉｏクラフトとして大きな禁きん忌きを犯おかす事になる。それに調整者と名乗る事も許されないでしょうな」

　そう言うサイレントカレントをサウザンドメイズィスは笑った。

「はははは、そうかもね。でもそうなったも悪いのは僕たちじゃない。今までそうなるように誘ゆう導どうしてきたイモータルヌーンが悪かったんだ。もっとも僕もイモータルヌーンの予想は十中八九、正しいと思う。ただそれは証明しなければならない」

「なにを言ってるんだ。君たちは？」

　怪訝な顔のグリーンデイブレイクへ向き直ると、サウザンドメイズィスは言った。

「いや御ご免めん御ご免めん。悪わる巧だくみをちょっとね。さて『ブルーデイブレイク』だけど、彼には太陽系に向かって地球を直接攻撃して欲ほしい」

「地球を？」

　出し抜けにそう言われてグリーンデイブレイクも驚おどろきを隠せない。

「どういう事だ？　我々メリグナントクラフトならともかく、ｂｉｏクラフトはパートナー種族を攻撃できないはずだろう？」

「だから君たちにやってもらうんだ。それに攻撃そのものが目的じゃない。あそこに隠れている奴をあぶり出す。それがイモータルヌーンの目的でもある。だから協力してやろうというわけさ」

　こいつめ……。

　背後からサウザンドメイズィスの背を睨み付け、サイレントカレントは考える。
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　最初からこれが目的か。メリグナントクラフト二体は捨て駒とするつもりだったんだな……。




「静花ちゃん、桜子ちゃんは見つかったか？」

「それがまだ……。ティルも呼びかけているんですが……」

「そうか。それじゃ手分けして……」

　広大が静花のその答えにそう言いかけた時だ。

「『オネストホワールウィンド」です。後方から接近してきてます」

　ティセがそう言ってきた。アイシャと恵子が突とつ破ぱされたか。一時、広大は二人を心配するが、オネストホワールウィンドはアイシャとは面識があるようだ。大事には至っていまいと自分に言い聞かせる。

「通信で呼びかけてきてますが、聞きますか？」

　広大は一いつ瞬しゆん、躊ちゆう躇ちよしたが結局肯く。

「分かった。繋つない……」

「広大!!」

『グロリアスドーン』のキャビンに野太い男性の怒ど声せいが響き渡る。広大は反射的に耳を塞ふさぎ、ティセは驚きの余り両腕をぱっと広げて固まってしまった。

「親おや父じか？」

　今回も声だけ。しかしそれは確かに聞き覚えのある声だった。

「貴様、まだそのクィーンとの契約を解除していないのか!?」

「当たり前だ、なんでそんな事をする必要がある？　大体、親父だってオネストホワールウィンドと契約しているじゃないか！」

　息子むすこの反論に父は即座に言い返す。

「これはやむにやまれず、やむを得ずと言うものだ！　お前とは事情が違う!!」

「勝手な事を……！　ロングさんから事情は聞いた。なんでｂｉｏクラフトと人間を引ひき裂さこうとするんだ！」

「おお、そうか。それならば話は早い」

　大地の声からは安あん堵どの響きが聞いて取れる。どうやら広大を説得できると早はや合が点てんしたようだ。

「ロングが俺の話をちゃんと伝えているのならば分かっているはずだ。ｂｉｏクラフトと人間が共に生きていくのは不可能だ。互いを不幸する。アブソリュートガーデンはそれを可能とする方法を考えていたが、いずれにせよすぐにというわけにはいかない」

「なぜそう決めつける！」

　広大は大地が言い終えるのを待たずに叫んだ。そんな広大を応おう援えんするかのように、ティセも接続シートに着いたままで激しく両手をぱたぱたさせていた。

「今のままでは人間はｂｉｏクラフトと同じ道を歩めない。それは分かっているはずだ、広大。急激な生せい活かつ圏けんの拡大は文明を進化させるどころか破は滅めつへと導く。俺はそう確信している！」

「あんたがそう確信しているだけだろう！　あのまま人類が地球に引きこもっていたら、それこそ破滅しか待ちかまえてなかったはずだ！」

「お前は何も分かってない！　あの女に騙だまされているんだ!!」

　あの女……？　大地はこの前もそう言っていた。

「あの女って……。イモータルヌーンの事か？」

　そう尋ねた広大への大地の返答はどこか当とう惑わく気味だった。

「イモータルヌーン？　何を言ってるんだ、お前は。ひょっとして、お前。覚えていないのか？」

「なにを……」

　まさに絶ぜつ妙みようのタイミング。大地と広大の親子のやり取りに、水を差すものがいた。

「まぁまぁ、その辺にしておきなよ」

　サウザンドメイズィスだ。いきなり立体映像が映るなり、少年のようなサウザンドメイズィスの姿が現れ、そう言ってきたのだ。

　自分の映像へ向かって、敵意剥むき出しの両手ばたばたを繰り返すティセに、サウザンドメイズィスは言った。

「さて、クィーン殿。大型メリグナントクラフトの一体。どこに行ったのかなあ。気にならない？」

　そう言えば……。サウザンドメイズィスに指摘されてようやく広大は思い出した。『トランクルナイト』の『ナイトユニゾン』で二体いたメリグナントクラフトのうち、胸当て型のものが消しよう滅めつした所に、広大たちが到とう着ちやくしたのである。その時、もう一体のヘルメット型メリグナントクラフトは退たい却きやくしようとしていたはず。

「逃にげたんじゃないのか？」

　広大に答えてサウザンドメイズィスは言った。

「途と中ちゆうまではね。でも僕からある事をお願いして、そちらに向かって貰もらう事にした」

「まさか……!?」

　オネストホワールウィンドの声が響いた。

「地球か!?」

「さすがだね、オネストホワールウィンド。正解だよ」




　見つけた……！　あのルーク級!!

　途中で話を聞いたｂｉｏクラフトが、日本人パートナーと契約していた。そのパートナーが遠山則夫を知っていたのだ。

　契約しているのはルーク級ｂｉｏクラフト『イーガーバンク』。そして大型メリグナントクラフトの襲しゆう撃げきに慌あわてて逃げ出した事も教えてくれた。

　まだその辺にいるはず。言われたとおり、さして遠くない場所に一体のルーク級ｂｉｏクラフトがいた。

「そこのルーク級！　『イーガーバンク』ね。契約しているｂｉｏパートナーを出しなさい！　日本人の遠山則夫という男でしょう!!」

　ルーク級ｂｉｏクラフトはその場に停止したものの通信に答える様子はない。桜子は重ねて言う。

「逢瀬弦げん蔵ぞうを忘れたとは言わさないわ！」

　その名が決め手だったようだ。立体映像が映り、桜子が探し求めた男の顔が映る。

「なんだ、お前。あのじじいの孫か？　敵かた討きうちとかで俺を捜さがし回ってるという噂は本当だったんだな」

　サテライトを肩かたに掛けた遠山は、桜子を小こ馬ば鹿かにしたような口調でそう言う。

「なんだか知らねえけどよ。恨うらむなら俺じゃなくて、俺を無罪にした日本を恨めよ。大体、しつけえんだよ！　え!?　こんな宇宙の果てまで追っかけて来やがって。何の権利があって、俺にそんな口を利きく!?」

　相手が年下と見るや、遠山は居い丈たけ高だかにそう言ってきた。

「私は……！」

　気が逸る桜子に、ティオはそっと囁ささやく。

「落ち着いて桜子。どうせあの男、地球で何か犯罪やって逃げてきたんでしょ？　あんな奴の言う事に耳を貸す必要なんて無い。桜子の方に理があるわ」

　突とつ然ぜんそんな事を言うティオに、桜子はいささか驚いたようだ。そんな桜子に気づいたのか、ティオは少し頬ほおを赤く染め、そっぽを向いて付け加える。

「わ、私だって桜子のパートナーなんだからね。それくらいの助言くらい出来るわよ」

　そんなティオの態度に桜子は笑えみを浮うかべ、そして遠山の映像に向き直る。

「私はＵＮｂＡＲガードの一員として……」

「まぁまぁ。その辺にしておきなよ」

　その時サウザンドメイズィスの通信が『トランクルナイト』の方にも飛び込んできたのだ。




「さて、どうする？　グロリアスドーン。君はイモータルヌーンの事をよく知ってるはずだ。彼かの女じよは今回の件で99％の確信があるだろう。しかし１％は分からない。君はその１％を無視できるかい？」

　何を言ってるんだ、サウザンドメイズィスは……？　広大はいつもに増して遠回しなサウザンドメイズィスの言い様に当惑していた。

「万が一という事もある。それでも君はイモータルヌーンの賭かけに乗るかい？　僕なら乗らないなあ」

　サウザンドメイズィスの嘲あざけるような口調は広大を苛いら立だたせる。しかしティセは黙ったまま。手をぱたぱたさせる事もなく無言でサウザンドメイズィスを見つめている。

「お姉ちゃん！」

「ティセ！」

　ティルとティオが続けざまに映像に映し出される。

「お姉ちゃん、すぐに帰った方がいいよ！」

「イモータルヌーンのやり方はあんたも分かってるでしょ！　あいつはどうせ何もしないわ！」

　ティセは妹たちの言葉に肯くと広大へ振り返り言った。

「姉は恐ろしい人です」

　これまでにもティセは何度もイモータルヌーンをそう評してきた。

「自分の予想が正しいと信じれば、決して妥だき協ようしません。しかし万が一という事があります。私は姉ほど冷れい酷こくにはなれません」

「あ、あぁ」

　広大は肯くが、ティセの言いたい事が全すべて理解できたわけでもない。

「地球に戻もどり、メリグナントクラフトを撃げき破はします」

「それがいい。グロリアスドーン」

　聞き慣れない声と共に、無数の光球が映る立体映像が表示された。

　なんだ、これは？　広大が疑問を口にする前にティセが答えてくれた。

「アブソリュートガーデン。お言葉に甘あまえさせていただきます」

「うむ、ここのメリグナントクラフトは撤てつ収しゆう中。私だけでも対処できる。今回はいささか拙せつ速そくであった。イモータルヌーンにもそう伝えてくれ」

　そう言ったアブソリュートガーデンだが、思い出したように付け加える。

「『ワンダフルプレイス』にもな」

「姉の考えが正しければ伝えられるかも知れません」

「僕からもよろしくと言っておいてくれよ」

　口を挟むサウザンドメイズィスに、ティセは両手を激しくばたばたさせて怒いかりを表す。サウザンドメイズィスはそんなティセを笑いながら通信を切り映像は消えた。

「ジャッジメントモードに移行します。その方がスピードが出ます」

「分かった」

　移動だけならば問題はないだろう。後は太陽系に到着してからだな。そこで広大は桜子の事を思い出した。

「桜子ちゃんは？」

「いるわよ」

　罰ばつが悪そうに横を向いた桜子の顔が映る。

「逃げられたわ……。もうちょっとだったのに」

「あまり無む茶ちやはするなよ。例の男、いずれにせよ素行不良ｂｉｏパートナーだ。ＵＮｂＡＲガードとして捕まえる事も出来る。そういう事なら俺も、みんなも協力できると思うんだ」

　広大のその言葉に桜子は怒りもあらわに正面へ向き直る。

「私は……！」

「桜子」

　ティオだ。ティオが桜子を制止したのだ。

「落ち着いて、桜子。あんな男、どうせすぐに捕まえる事が出来るわよ。それより今は地球に戻らないと……」

　桜子は自分自身を落ち着かせるように、一つ深呼吸すると答える。

「分かったわ。御免なさい、今回は少し焦りすぎたみたいで……」

「まぁずっとも追いかけていたんだ。仕方ないよ」

　そう言う広大を桜子は横目で睨むと無言のまま通信を切る。ティセは妹の成長に満足したようにリズミカルに両手をぱたぱたさせていた。

「恵子、そっちは大丈夫か？」

　すぐに恵子からも返答があった。

「うん、なにかアイシャがパニくっちゃったみたいだけど今は落ち着いている」

　そう言う恵子に続いてアイシャ本人も答える。

「申し訳ありません。少々動揺してしまったようで。もう大だい丈じよう夫ぶです」

「よし、じゃあ早さつ速そく地球へ……」

「広大！」

　またもや大地の野太い声が広大の言葉を遮さえぎった。

「これでおそらくあの女が何者か分かるはずだ！　それでもまだｂｉｏクラフトとの共存共生を信じられるというなら、今度は俺も本気でお前の性根をたたき直さねばならなくなる。それを肝きもに命じておけ！」

　そう言うや否いなや『オネストホワールウィンド』は高速でその場を離り脱だつして行った。

　まったく、あの親父は一体なにが言いたい……！

　うんざりする広大だが気を取り直してティセに言った。

「戻ろう、地球へ！」
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「お、あんたも気づいていたか……」

　広こう大だいたちが桜さくら子こを追って地球を経たってからほぼ一日が経過。その頃ころ、日本の東京にある北綾グラウンドにあるＵＮｂＡＲ日本支局特別分室の様子を窺うかがう影かげが二つあった。

「しばらく前から妙だとは思っていた。しかし今の身の上を考えると、うかつには口に出せなかった。アンリ・ウー。お前も気付いていたのか」

　地下にある特別分室に入るには、テニスコート付属の更こう衣い室しつに偽ぎ装そうされたエレベーターを利用する。アンリとノワ・ルーナは近くの木の陰かげからその更衣室の様子を窺っていたのだ。

　二人は示し合わせてここへ来たわけではない。それぞれが別個に、しかし一人の人間を追いかけているうちに、同じ場所へ来たというわけだ。

　時刻は夜。もうこんな時間にテニスコートを利用する人間はない。広大やティセ、そしてアーネチカが出で払はらっており、地下にある特別分室にも今はいっていった人間以外は、誰だれもいないはずだ。

「まぁ、俺おれというかあーちゃん司令が怪あやしいと言い出したんだがな。今回もグロリアスドーンに着いていく振りをして地球に残ったのも、あいつの様子を伺う為ためだ」

「ふむ、アーネチカという御ご仁じん。見かけによらずに鋭するどいな」

「そりゃひでえな。一応、あれでも偉えらいんだぜ……。さて、中にはいるか。どうする？」

　アンリの問いにノワは肯く。

「同行させていただこう。あの男が何を考えているのか興味がある」




「……なるほど、それはまた急ですね。ええ、分かってますよ。主任。ただし、こうなるとしばらく学校を……。おっと、また後で。誰か来たようです」

　内うち山やま田だ王おう司じは電話の受話器を置く。入り口のドアが開き、入ってきたのはアンリとノワ。いずれも厳しい表情をしている。内山田は咄とつ嗟さに何かあるなと見み抜ぬいたが、それを顔に出さずに口を開いた。

「おやおやどうした。こんな時間に。何か用事かい？」

　アンリは内山田のその言葉には答えず、黙って片手を差し上げる。そこにはＩＣレコーダーが握にぎられていた。無言でアンリがスイッチを入れると、内山田の声が響ひびいた。

「そういう君はどうなんだい？　誰の味方なんだ」

　おやおや……。内山田は苦笑する。昨晩のあの会話を聞かれていたという事か。

「ｂｉｏビオクラフトがどこから来て、どこへ行くのか。そもそもｂｉｏクラフトとは何者なのか。それを知りたい」

　そこでアンリはＩＣレコーダーのスイッチを切る。

「どこで話していたのか、覚えはあるようだな。内山田先生」

　アンリが先に口を開く。

「俺とビュートが量子ブラインドに隠かくれて近くに潜ひそんでいた。話してる相手の声は聞こえなかったが、あんたの声はばっちりだったぜ。大方話してるのはｂｉｏクラフトだろう？　何者だ？」

　アンリとノワは内山田を挟はさむようにゆっくりと近づいてきた。

「いやはや、彼もうっかり者だな。君たちが隠れていたのに気付かなかったとは……。いや、気付いていながら敢あえてしゃべらなかったのかな。こうなるのを予想していて」

「そんな事はどうでもいい！　内山田先生。お前は何を隠している？　事と次第によっちゃただじゃおかねえ!!」

「私もだ。内山田王司」
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　ノワもアンリに続いて言った。

「どうにも私は裏切りとかだまし討うちというのが性に合わない性しよう分ぶんなのだ。特にサウザンドメイズィスの件があってからはなおさらだ。騙すには理由があったのかも知れないが、まずその理由を聞かせていただきたい」

「なるほど」

　内山田は笑みを浮かべたままで立ち上がり、そしてスーツのポケットから透とう明めいなカードを取り出した。

　ｂｉｏクラフトと契約した証。ｂｉｏカードだ。

「やっぱりそうか！」

　身構えたアンリもｂｉｏカードを取り出す。

「ローチングサテライト『ステディレクブレイション』!!」

　ｂｉｏカードがぱきんと乾かわいた音を立てて割れると、次の瞬しゆん間かんにアンリの手にはドリル型の矢や尻じりを四本持つ槍やり型のサテライトが握られていた。

「サテッレスヴィガーティオー『ノワ・ルーナ』!!」

　アンリに続いてノワも、ｂｉｏクラフトのサテライトに相当するサテッレスを呼び出した。ノワのサテッレスは鞭むちのようにしなるチェーンソー。

「やる気なら相手になるぜ、先生。こっちも色々聞きたい事があるんだ」

「こういう状じよう況きようだ。卑ひ怯きようだとは思うが、二対一でも容よう赦しやしない」

　そう言いながらアンリとノワは慎重に内山田への間合いを詰めていく。

「なに、気にする事はないよ。二人とも」

　いつもの軽い口調でそう言うと内山田は手にしたｂｉｏカードに力を入れた。

「どうせ二人がかりでも僕には敵かなわない」

「なんだと!?」

　アンリが色をなしたのを見届け、内山田はサテライトを呼び出す。

「ローチングサテライト『サスペンデッドレイン』!!」

「サスペンデッドレイン!?　ペンデュラム財団に所属していた、あいつか！」

　広大たちのラヴィー救出には同行しなかったアンリだが話は聞いていた。しかしその報告に出てきたｂｉｏクラフトが内山田と契約していたとは予想だにしなかった。

「契約相手はどうでもいい！　まずは動きを封じる!!」

　ノワの手から鞭状のチェーンソーが飛ぶ。しかし内山田は素す早ばやいステップで机の脇わきを抜ぬけるや、手にしたサテライトを振りかざす。それで狙ねらうのはアンリでもノワでもなかった。天てん井じようの蛍けい光こう灯とう、ＬＥＤ照明だ。

「しまった!?」

　アンリが内山田の意図に気付いた時には火花が飛び散り司令室の中は暗くなる。

「くそ！」

　逃げ道みちは外へ繋つながるドアだけ。そこへ先回りしようとするアンリだが、途中で机や椅い子すに引っかかり、挙げ句の果てにノワとぶつかってしまう。

「ええい、あの野や郎ろう!!」

「外に逃げられたぞ、アンリ・ウー！」

「分かってる！　外にはビュートを待機させている」

　すぐに非常照明が点灯するが、その頃にはすでに内山田の姿はない。二人はドアからエレベーターに駆かけ込み、慌てて外へと飛び出した。

　薄うす明あかるい陽ひ射ざしの差すグラウンドを見回すが、すでに内山田はどこかへ逃げ去さったようだ。

　アンリは更衣室の側で空を見上げているビュートの方へ駆け寄よっていく。

「ビュート！　内山田を見なかったか？　あいつは裏切り者だ。何か隠している!!」

「見ましたが、逃げられました。ちょっと異変があったので、それに気を取られてしまいました」

「異変？　異変てなんだよ」

　オウム返しをするアンリに、ビュートは周囲へと視線を巡めぐらせる。

「おかしいとは思いませんか、アンリ。あなたが地下施し設せつに向かった時は、周囲は暗かったでしょう？」

「……え？」

　言われてみればその通りだ。周囲は夕方のように薄明るい。しかも何か赤みがかかっているようだ。

「どうした、なんだ？　飛行機か？」

　アンリはビュートの視線を追って空を見上げる。夜空にはあってはならぬものがあったのである。

　太陽だ。しかしいつも見慣れている太陽とは違ちがう。光にわずかに赤みがかかり、そしてかなり小さく見える。だが何よりも異様なのは、夜の太陽の周囲に浮かび上あがる影。

　まるで古代の戦士が付けていたヘルメットのようなシルエットが、夜の太陽の周囲に見えるのだ。

「なんだ、ありゃあ……？」

「つい先さき程ほど、現れました。どうも恒こう星せいのようですが」

「恒星？　なんでまた」

　首を傾げるアンリだが、その横で空を見上げたノワは思わず身み震ぶるいする。

「あれは……。『ブルートワイライト』殿下！　ランクとしては中位のメリグナントクラフトです!!」

「はぁ？」

　アンリはすぐにノワの言葉が理解できなかったようだ。しかしビュートはすぐにその事実を飲み込む。

「なるほど。天文単位クラスのメリグナントクラフト。ｂｉｏクラフトでいう所の貴族ですな」

「はい。あの光は『ブルートワイライト』殿下に内蔵された恒星です。『ブルートワイライト』殿下は、あの恒星から……。まずい、アンリ・ウー、ステディレクブレイション！　『ブルートワイライト』殿下は地球を攻こう撃げきしかねない!!」




　同じ時刻。南太平洋上にあるメガラニカ諸島共和国。その首都ボニンにはＵＮｂＡＲ本部が置かれている。

「ティラ。これでいいのね？」

　ジャクリーン・アウラ・ダキラ議長は執しつ務む室しつでイモータルヌーンにそう尋ねた。

「はい」

　イモータルヌーンは執務室の窓から外へと視線を送る。すでに深夜に近いというのに、窓の外に見える太平洋の波は頭とうはほの明るい光に照らし出されていた。

　太陽系に突然、出現した二つ目の恒星。『ブルートワイライト』が内部に持つＫ型恒星によって照らし出されているのだ。

　すでに『グロリアスドーン』から連れん絡らくが入り、イモータルヌーンもダキラ議長もおおよその経けい緯いは承知している。しかしＵＮｂＡＲに協力しているｂｉｏクラフト何体かに警けい戒かいを要よう請せいしただけで、それ以外の措そ置ちはとっていない。

「世界中から問い合わせが殺さつ到とうしているわ。解決が長引くとＵＮｂＡＲの信用に関かかわる」

「分かってます、ジャクリーン」

　そう答えるイモータルヌーンはどこか上じよう機き嫌げんだった。

「いざとなれば私が介かい入にゆうします。しかしその前に、あの方が動くでしょう」

　イモータルヌーンの答えにダキラ議長も首しゆ肯こうする。

「これで地球、いえ太陽系が何であるのか。私たち地球人類と、ｂｉｏクラフトが本当はどういう関係なのか。それが明らかになる……」

　ダキラ議長がそうつぶやいた時、机の上のインターフォンが鳴る。受話器を取り、ひと言ふた言会話を交かわしたダキラ議長は、イモータルヌーンの方へ向き直ると告げた。

「確かく認にんのため土星軌道付近まで飛んだＵＮｂＡＲ所属のｂｉｏクラフトから即そく時じ通信が入ったそうよ。メリグナントクラフトに内蔵された恒星から、地球へ向けて閃せん光こうが発せられた。距きよ離りからして到着まであと一時間程……」

「そうですか……」

　窓の外を見つめたままでイモータルヌーンは答えた。

　さぁ、お母さま。どうします？




「まったく、あの子は……」

　空を見上げ彼女はつぶやく。

「昔からやる事がえげつなかったけど、正直ここまでやるとは思わなかったわよ」

　夜空に出現した第二の太陽は徐じよ々じよに明るさを増し、いまでは星はもちろん月さえも圧あつ倒とうする程ほどになってる。木星軌道の外という位置、Ｋ型恒星という事を考えるとこの輝かがやきは異常だ。しかも輝きは見る間に増し、今ではまともに目を開けてみる事も適わなくなっている。

　メリグナントクラフト『ブルートワイライト』が内部に持つＫ型恒星をエネルギー源に、その輝きと熱を一種のビームとして地球へ放つ前段階なのである。あまりに遠くにある為、発射されたビームはまだ地球に届いていないのだ。しかしそれもあとほんの数秒で地球へ到とう達たつする。

「ローチングサテライト！」

　物干し台に立った彼女は天空へ手を差さし伸べて叫さけんだ。

「『ワンダフルプレイス　ザ・ムーン』!!」




「駄だ目めだ！　このままでは地球に……！」

「我々が盾たてになって防ぐ事は出来ないのか？」

「無理だ。光こう芒ぼうは直径数千キロに集束されている。今の地球には、それをすべて防ぎきれるｂｉｏクラフトは……」

「貴族が……、クィーンが……、イモータルヌーンがいるじゃないか!!」

「なぜ動かない、イモータルヌーン!!　そもそもなんでいきなり太陽系にメリグナントクラフトが現れる!?」

　ＵＮｂＡＲの要請で突然現れた謎なぞの恒星を監かん視ししていたｂｉｏクラフトたちは、地球へ放たれたビームの光芒に半ばパニック状態に陥おちいっていた。ｂｉｏクラフトそのものは恒星をエネルギー源にしたビームくらいどうという事はない。しかし現在、地球にいるのは小型、中型のｂｉｏクラフトのみ。これでは防ぎきれない。

「せめてプラネットキャリアークラスのビショップが地球に滞たい在ざいしていたら……！」

　一体のｂｉｏクラフトがそう歯がみした時だ。異変が起きた。

「動いた!?」




「なんだ、なんだ一体!?　何が起きてる？」

　さすがのアンリもパニック状態だ。真昼よりも明るくなった夜空を見上げるだけ。

「『ブルートワイライト』殿は、体内に持つ恒星から熱やプラズマを取り出して、ビームとして発射する事が出来ます。我々メリグナントクラフトやｂｉｏクラフトにはどうという事はない攻撃ですが、惑わく星せい上の生物にとっては致ち命めい的てき……」

　ノワのその説明にアンリは色を失う。

「なんだって？　じゃあ早くみんなを避ひ難なんさせないと……！」

　冷静なようでアンリはやはり平常心を失っている。ビュートはそんなパートナーに言った。

「もう遅おそいです。これでどこへ逃げろと言うのですか」

「馬ば鹿かな……」

　猛もう烈れつな光にアンリが目を開けている事もままならなくなった時だ。限界に達したかと思われた輝きは急に何かに押おしとどめられ周囲が再び暗くなる。

　夜としてはあり得ない明るさなのは確かだが、それでも目を開けて周囲を見回すには充じゆう分ぶんだ。例えて言えば日食を思わせる明るさだろうか。

　何が起きたかと空を見上げたアンリは、日食を思わせるものがそこにも見える事に気付いた。

　頭上に真っ黒な円が影となって浮かんでいるのだ。その周囲は猛烈な光に囲まれているが、アンリのいる場所はちょうどその円の影になっているようなのである。

　日食？　まさか、あれは……。

「月か？」

　月が偶ぐう然ぜん、メリグナントクラフトのビームを受け止める位置にいた？　いやそんなはずはない。さっき見た時は月は目に入らなかったはず。時間からして月は今、地球の裏側にいるはずなのだ。

「動いてきました」

　ビュートも驚きを隠せない。

「月が、一瞬であの位置に動いて来て、メリグナントクラフトからのビームを受け止めてくれたんです」




「月が動いたそうよ」

　再びインターフォンで連絡を受けたダキラ議長はイモータルヌーンへ向かって伝える。

「各地の天文台に引き続き観測をお願いしているわ。一瞬で月が数百万キロも移動して、ビームの盾になってくれた。これであなたの推測が正しかった事が証明されたようね」

「はい」

　イモータルヌーンは満足げに肯く。

「地球は、いえ太陽系は『素晴らしい場所ワンダフルプレイス』です」




　ビームの閃光が消えた後も、月は移動したその場所にあった。周囲の輝きが消えて、ようやく月が普ふ通つうの状態でない事が分かる。

　月そのものが銀色の輝きに包まれているのだ。餅もちをつくウサギや蟹かに、美女に例えられた表面の模様も今は見えない。磨みがき抜かれた金属球のようにのっぺりとした銀色なのだ。

「あれはｂｉｏクラフトなのか……？　いやそうだとしたら、月そのものがｂｉｏクラフトで、俺たちはそれに気付いてなかったという事になるけど……」

「分かりません」

　アンリの問いにビュートは頭を振る。

「あり得ない話でもないですが、ドリルが見えない所を見ると少なくとも市民クラスではないですな」

「そうか……。あ、落ち着いてる場合じゃないぞ。ビュート！　あのメリグナントクラフトをぶちのめす！　第二射が来るかも知れない」

「分かりました、それでは……」

　ビュートがそう言いかけた時だ。再び空が明るくなる。

　遅かったか？　アンリは一時、唇くちびるを噛かんだが、天の光がメリグナントクラフトとは違う方向から降り注いでいる事に気付き頭上を仰あおぎ見みる。

　北の方から空が徐々に碧あおみのかかった光に包まれていくや、次の瞬間、青い太陽が駆け昇のぼってきた。それも実際の太陽や月とは比ひ較かくにならない、上じよう昇しようしていくジェット戦せん闘とう機きを思わせる勢いで昇ってきたのである。続いて北側の空が深い碧一色に染そめ抜かれていった。

　空の青さとは違う、大たい気き圏けんを通してみる宇宙の向こうに、碧い空間が広がっているようなのである。その碧い空間は所々に銀や金の輝きがあしらわれていた。

　新たに現れた青い太陽は天頂に駆け上のぼるかと思いきや、徐々に輝きと移動する速度を落としていった。いや移動速度は落としてない。地球から離はなれていったので、単に見かけの移動速度が落ちたように感じるのだ。

　つまりあの青い恒星は、太陽の方から地球に接近して、反対側に飛び抜けていったのである。

　少しずつ距離ができるにつれて、碧い空間が青く輝く恒星を切っ先として、長く引き延ばした菱ひし形がたあるいはスペードの形に広がっている事が分かった。

　スペードのマークがモチーフにしているもの。それは剣けん。その時になって、ようやくアンリは地球の上空半分以上を占せん領りようする碧い光の正体に気付いた。

「『グロリアスドーン』か!?」

　舞い散る桜の上、空一杯に広がる巨大な剣。

　それは確かに『グロリアスドーン　ジャッジメントソード』であった。




「一いち撃げきで仕留めます」

　ジャッジメントソードモードになった『グロリアスドーン』の接続シートでティセは言った。

「分かってる。その方が俺もやりやすい。一発で仕留められるなら、広所恐きよう怖ふ症しように気を使ってる暇ひまはないからな」

　そう言うと広大は長ちよう剣けん型に変形したサテライトを構え直す。立体映像の向こうには巨きよ大だいなヘルメット型のメリグナントクラフトが浮いている。第二射の準備を進めているのか、口元に見える恒星が再び輝きを増していた。

「行くぞ、ティセ！」

「はい、広大。それでは戦せん闘とうモードに移行します」

　広大の意識に太陽系周辺のデータが一気に流入する。広大無辺の空間情報にパニックを覚えながらも、広大は長剣型のサテライトを振るった。

「いけーーッ！」




　地球にその光景が届いたのは一時間以上後。天に浮かぶ巨大なヘルメットを、光ひかり輝く剣が一刀両断にしたのだ。光り輝く剣が持ついくつもの恒星による輝きで、地球の夜の部分は真昼のように明るく照らし出されていた。

　それでもなお天に浮かぶ光の剣は充分に見て取れたのである。その頃には月も、何事もなかったのように元の位置に戻っていた。

　ヘルメット型メリグナントクラフトから外へ漂ただよい出た恒星も、その光の剣が吸収していく。

　地球上の人々は呆ぼう然ぜんとしてただそれを見上げるだけだった。

　これまでごく一部の限られた人間以外は目にする事のなかった、本当のｂｉｏクラフトの姿がそこにあった。

　数分の間、余よ韻いんを楽しむかのように天にかかっていた碧く輝く剣は柄の方から徐々に姿を消していった。実際には一瞬で全体が消えたのだが、余りにも巨大なため地球に近い部分、つまり柄の方から消えていくように見えたのだ。

　完全に姿を消すまで約一時間。

　その後には、何事もなかったかのように、いつもと同じ夜空が広がっていた。




「よくやってくれました、ティセ」

　おそらくは自分の仕し掛かけたトラップに怒おこっているであろう妹にねぎらいの言葉をつぶやいてからイモータルヌーンは続けた。

「そしてお母さま。ようやく私たちの前に姿を見せてくださいましたね」
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「あははははははは!!」

　その光景にサウザンドメイズィスは大たい笑しようした。太陽系に潜せん入にゆうさせておいたオーグメントクラフトから、遠く離れた『サイレントカレント』に映像データが送られてきていたのだ。

「見せたね、ついに正体を見せたね。『ワンダフルプレイス』！　これでもうｂｉｏクラフトが地球人類を守る理由なんて無くなった！　四姉妹の審しん判ぱんを待つだけだ!!」

「どういう事だ、サウザンドメイズィス？」

　サイレントカレントは詰きつ問もんする。今度ばかりはグリーンデイブレイクもサイレントカレントと同意見のようだ。やはりサウザンドメイズィスに詰つめ寄った。

「そうだ。サウザンドメイズィス。こちらは『バイオレットイブニング』と『ブルートワイライト』を失った。答え次し第だいでは僕にも考えがある」

「いや、これは失敬」

　くるりと振り返るとサウザンドメイズィスは歓かん喜きの笑いを押し殺ころしながら言った。

「君たちはまだ『ワンダフルプレイス』のなんたるかを知らない。ただｂｉｏクラフトの伝承にある存在だという事しか知らないだろう？」

「『ワンダフルプレイス』。それは我々ｂｉｏクラフトに約束された再生の地。『ワンダフルプレイス』ではｂｉｏクラフトが求める、もう一つの目的が達成される。そうではありませんか？」

　怪訝な目を向けるグリーンデイブレイクに構わず、サイレントカレントはサウザンドメイズィスにそう答えた。

「そうそう、模も範はん解答だ。サイレントカレント。でもね、『ワンダフルプレイス』が失敗した時には、やり直しを求める権利がある。彼かれ等らや彼女たちにはね」

　やり直し？　彼等？　彼女たち？　一体サウザンドメイズィスは何を言ってるのだ。

　サイレントカレントとグリーンデイブレイクはただ怪訝な顔を見合わせるだけだった。




　翌朝、広大たちはいつも通り、通学の為に家を出た。

「う～～、今日はさすがに休みたい～～」

　恵けい子こがそうぼやくのは分かる。なにしろ一昨日から昨日の晩まで、遠く離れた衝しよう突とつ銀河へ往復、さらには太陽系に侵しん入にゆうしたメリグナントクラフトを迎げい撃げきするというハードスケジュールに付き合っていたのだ。

「でもメリグナントクラフトと戦っていたから今日は休みますとは言えないからなあ」

　広大も眠ねむそうに欠伸あくびをかみ殺しながら言った。

「王子さま先生やあーちゃんもその辺は考えてくれてもいいのに」

　内山田の一件をまだ知らされてない恵子は、ぶつくさとそう文句を言う。

　テレビや新聞、ネットでは昨晩の事件が繰り返し報じられているが、今のところ正せい鵠こくを射た論評はない。まだパニック状態が続いていると言えよう。

　ＵＮｂＡＲ側の発表では、超ちよう大おお型がたｂｉｏクラフト同士の内輪もめ。当事者は厳しく罰するとしていた。

　また月が動いたように見えたのは、イモータルヌーンが行った事。地球へ向かって放たされたビームのようなものは、単なる可視光で人体や環かん境きように継けい続ぞく的てきな悪あく影えい響きようはない。そういう事になっていた。

　長剣型、ヘルメット型のｂｉｏビオクラフトにドリルがなかったと指し摘てきする者もいたが、ＵＮｂＡＲはあまりにも巨大な為、地球からは見えなかったのだと反論していた。

　中にはこれらの一件は、ＵＮｂＡＲガードの必要性を広く認にん知ちさせる為、ＵＮｂＡＲが仕組んだ自作自演のイベント、狂きよう言げんだという指摘もあった。ＵＮｂＡＲは今のところ、その指摘に対して公式の否定を出していない。

　まぁイモータルヌーンにしてみれば、その方が都合がいいかもな。

　広大はそう考える。

「アイシャは大丈夫ですか？」

　昨日、オネストホワールウィンドと相対して混乱状態に陥ったアイシャを心配してティセはそう尋たずねた。そんなティセにアイシャは微笑ほほえみを返す。

「ええ、もう大丈夫です。昨日はいきなりだったもので……？」

「いきなり？　なにが」

「何でもありません。さぁそろそろ行かないと遅ち刻こくですよ」

　尋ねる恵子にアイシャはそうはぐらかす。

「それでは学校へ行きましょう。みんな一いつ緒しよです」

　ティセはいつものように鞄かばんを胸の前に抱だいて通学路をとたとたと歩き出す。

　いつものような通学風景、いつものような授業。そしていつもの仲間と顔を合わせる。今日もそんな一日が始まるはずだった。

　しかし広大たちの後からゆっくりと近づいてきた高級外車が、そんないつもの一日を打うち砕くだいてしまったのだ。

　アメリカ製の高級車は広大と恵子たちの姿を認めるや路ろ肩かたに駐ちゆう車しやする。

「おいおい、駐ちゆう車しや違い反はんだろ」

「短時間なら問題ないでしょ」

　そんな事を言い合う広大と恵子の前で、高級車から一人の身なりの良い白人男性が姿を現した。

　年としの頃は四十代半ばだろうか。その男性は恵子に目を留めると口を開く。

「失礼、高たか科しな恵子さんでいらっしゃいますね」

　外国人から流りゆう暢ちような日本語で話しかけられて恵子は答えるよりも目を丸くして言葉を失う。

「驚かせて申し訳ありません。私、アルバート藤とう堂どうと申します。ある方のお言いつけで人ひと捜さがしをしておりまして」

　何か思い当たる所があるようだ。恵子の表情がさっと強こわ張ばる。

「恵子？」

「どうかしましたか、恵子？」

　広大、アイシャに続いて、ティセも無言ではあるが両手をぱたぱたさせて心配している。

「私に何か用ですか？」

　震ふるえる声で恵子はそう尋ねた。

「元アメリカ海軍将校のヘンリー・バートレット氏をご存じでしょうか？」

　警戒しているのだろうか。恵子はすぐには肯こう定ていも否定もしなかった。しかし恵子の返答に構わず藤堂と名乗った男は続けた。

「知らなくても仕方有りません。バートレット元海軍中ちゆう尉いは、恵子さん、あなたのお爺じいさまです。現在、アメリカのオレゴン州で、娘むすめであり恵子さんのお母さまでもある、エルヴィラさまと生活しております」

「行きましょう。遅刻しちゃう」

　震える声のまま恵子はそう言うと、アルバート藤堂の脇を小走りに駆け抜ける。

「おい待てよ、恵子！　お母さんとお爺さんの事だろ？　話を聞かなくてもいいのか？」

「そうです、恵子。もうちょっと話を聞いた方が……」

　広大やアイシャが止めても、恵子は振り向むかない。そんな恵子の背中に向けてアルバート藤堂は言った。

「恵子さん、お母さまのエルヴィラさまや、お爺さまのヘンリーさまもご一緒に暮らす事を望まれております。お父さまとご一緒にアメリカに来てはいただけませんか？」

「知らないわよ、そんな事!!」

　恵子はそう言い放つと、背を向けたまま通学路を駆けだしていた。







テキストＲａｄｉｏグロリアスドーン

お母さんと遊ぼう








広大　　　　「う～～ん……」

恵子　　　　「う～～ん…………」

ティセ　　　「（特に何も考えてるわけでもなくぱたぱた）」

アーネチカ　「なに深刻そうな顔を突つき合わせてるのさ。若じやつ干かん一名以外」

広大　　　　「いや、なんかシリアスな引きだなあと思って」

恵子　　　　「そうよねえ、なんか最後は私が変な事になってるし」

アーネチカ　「たまにはこういうのもいいんじゃないのさ」

広大　　　　「いや、でも今回は色々と急展開だったから。あの人があんな事をするとはちょっと予想外でしたよ」

ティセ　　　「私は最初からあの人が余り好きではありませんでした。なにか嘘うそをついてるような気がしました」

広大　　　　「いやまぁ、それは確かにそうだったんだけど」

恵子　　　　「それより地球のピンチを救ちゃったあの人！　あの人ってやっぱり……」

広海　　　　「そうよねえ、あの人！　一体誰だれなのかしら」

広大　　　　「うわ、母さん!?　どうしてここへ？」

広海　　　　「いや何か面おも白しろそうな話をしていると思って。それにしてもあれはびっくりね。なんか女の人だと思うんだけど、きっと凄すごい美女なのは確かよ！　お母さんが断言するわ!!」

アーネチカ　「よくもまぁ臆おく面めんもなくそう言えるわさ」

恵子　　　　「桜子ちゃんがうちの高校へ入学したけど、ティオは小学校じゃなくて中学校なのよね。年ねん齢れいから言ったら小学校なのに」

ティオ　　　「うるさいわね。小学生と一いつ緒しよにしないでくれる？」

恵子　　　　「お、出たわね。ところで前にあげた赤いランドセルはどうしたの？」

ティオ　　　「う、うるさいわね！　ちゃんと取って……、じゃないどこにいっちゃったか分かんないわよ!!」

ティセ　　　「ティオ」

ティオ　　　「なによ、改まって」

ティセ　　　「お姉ちゃんは入学式に呼んでくれなかった事が残念です」

ティル　　　「お姉ちゃんも入学式に行きたかったのにぃ!!」

ティオ　　　「なんであんたまで……！　あんたたちが来ると騒さわがしいから嫌いやだったの！」

ティセ　　　「私は入学式に参加した事がありません」

ティル　　　「ティルも入学した事がな～～い！」

広大　　　　「転校してきたからな」

恵子　　　　「どこかのアンドロイドみたいね」

アーネチカ　「それならロボットで充じゆう分ぶんなのさ」

ティセ　　　「入学式に出席した事がないので、せめて妹の入学式には出席したかったのです」

ティオ　　　「私は桜子が出てくれただけで充分なの！」

広海　　　　「あ～～もう！　ひと言言ってくれれば、私がお母さん代わりに出席してやったのに！」

ティオ　　　「なによ、この人!?」

広大　　　　「俺おれの母親だけど」

ティオ　　　「じゃあ無関係じゃないの！　あんたに来られても迷めい惑わくよ」

広海　　　　「まったく無関係でもないんだな、これが」

広大　　　　「え？」

ティセ　　　「（何事もなかったかのようにぱたぱた）」

広海　　　　「それはそうと、あんたたちのお姉さん。イモータルヌーンだったっけ？　なんかえげつない事やるわよねえ、あの娘こ!!」

恵子　　　　「ああ、なんか思いっきり強ごう引いんに話逸そらした!!」

ティセ　　　「話の逸らし方かたは強引ですが、イモータルヌーンのやり方は問題があると思います」

ティル　　　「問題があるね」

ティオ　　　「問題があるわね」

広海　　　　「そうよねえ」

恵子　　　　「なんかあんたたち、その問題に関しては妙みように広海さんと話が合うわね」

ティセ　　　「それは……」

ティラ　　　「あ～～ん、みんなでそんな事言って。お姉ちゃんは哀かなしいわぁ!!」

広大　　　　「イモータルヌーンまで!?」

ティラ　　　「ティラ・イモータルヌーン（十七歳さい）でぇす。私も高校に行きたいわ♡」

恵子　　　　「いや、それはティオの小学生以上に無理があるから」

ティラ　　　「もう、私だって学校に行きたいんですよ。……て、あらこちらの方？」

広海　　　　「ギクッ!?」

アーネチカ　「おお、この反応は!?　ひょっとしてひょっとするのさ!!」







　果たして広海とイモータルヌーンの関係は!?

　クライマックスへ向けて盛り上がる中（予定）、本編の展開をぶちこわしにするテキストラジオの存続やいかに!!







広大　　　　「ちょっと待て！　このコーナーも次回に引くのかよ!?」









あとがき







　そんなわけで十巻です。

　本編が十巻オーバーした作品は、これで４作目になりますが、すべてレーベルが違うというのも何ともですな。

　最近はシリーズ展開があまり長い作品は好まれない傾向があるので、何とかしたいとは思っているのですが。私がデビューした頃は、巻数が二桁いって初めて人気作品みたいな風潮がありましたもので。

　なかなかその癖が抜けきれないのかも知れません。




　さて、この巻のサブタイトルですが、これまでとはパターンを少々変えてみました。

　この巻を含めて残り三巻という事で、これから一気にラストスパートだぜ！　みたいな雰囲気を出したいと思いまして。

　出来れば三巻分のサブタイトルをつなぎ合わせると一つの言葉になれば美しいかなと思っております。

　まぁ以前、別の作品でそれをやろうとしたものの、なかなか難しくて断念した事がありましたが、今回は残りの巻数も決まっているので何とかなるかなと。




　明めい朗ろう不思議系小動物風バカＳＦこと、本作品『グロリアスドーン』ですが、最終一二巻は何とか二〇一〇年中に刊行したいと思っております。

　私がこういうとまたいつになるか分からないとか言われそうですが（笑）、ＨＪ文庫編集部とも綿めん密みつにスケジュール調整を行っているので、その点に関してはご心配ありません。

『グロリアスドーン』完結に伴い、そろそろＨＪ文庫での新作についても考えており、現在、編集部とも打ち合わせを行いつつ、候補をいくつかに絞っている最中です。

　こちらに関しても年内には何とか刊行していきたいと思います。

　私と言うと、やはりバカＳＦというか、ライトなスペースオペラの印象が強いかと思いますが、やはり昨今のライトノベル事情からすると、そういう風呂敷広げた宇宙物は厳しいようなので、もしかしたらＳＦの薄いものになるかも知れません。




　まぁ実際に書いてみないと、どう転ぶか分かりませんが（笑）。今年は色々と新規立ち上げ企画が多いはずなので、突拍子もないものになる可能性もなきにしもあらずです。




　そんなわけで後書きのスペースも埋まって参りました。一二巻は春頃になる予定です。もうしばらくティセ子さんたち不思議系小動物風姉妹の活躍にお付き合いをお願いいたします。




庄司卓公式サイト「庄司卓完全攻略本」

http://www.syoji-sc.com/




庄司卓公式blog「庄司卓完全攻略ブログ（季節の言葉）」

http://blog.goo.ne.jp/syoji-takashi/
















◆ご意見、ご感想をお寄せください……ファンレターのあて先◆


〒１５１―００５３

東京都渋谷区代々木２―15―８




（株）ホビージャパン　ＨＪ文庫編集部




庄司 卓先生／四季童子先生／小松崎龍海先生









[image: ]




item/image/p085.jpg





item/image/cover.jpg





item/image/p112.jpg
Lo 57 nl{y®
LR~
AL D NN K AL

MG O LQE R R°
foap a0 Oy
A0 QUBE LS

R e Lo
# 0 R0 —

Ao O 50 L
A O S Lo
A0 F DB

WRD+ DESRLE o —






item/image/p199.jpg





item/image/p033.jpg
4 LA\
QLR RO

NSLEVISISIIN g
B0 Lo

PO Lamp R
AQ B Bty 4

BO&H584%

B LmH’
§o 2 AQ X TS Rl v 0 4

EN S-S U






item/image/p194.jpg
RIFUEC L7
R SUSE N S IS

im AR O
698 Qs

e e e v 5 N g
B Q- E
CrSe VIR S A Y

W bR g

WY P’ DEQAE DU
e IS IR 0 e

W TR oA
2 0 = D QT D XAy
A0 0ot






item/image/p105.jpg





item/image/p147.jpg





item/image/HJ_logo.jpg





item/image/gaiji_dril.png





item/navigation-documents.xhtml






Navigation





		表紙



		目次



		《ＰＨＡＳＥ―０７：００　ＵＮｂＡＲガード～UNbAR Guard～》



		《ＰＨＡＳＥ―０７：０１　父～Father～》



		《ＰＨＡＳＥ―０７：０２　春～Spring～》



		《ＰＨＡＳＥ―０７：０３　王～King～》



		《ＰＨＡＳＥ―０７：０４　桜～Sakura～》



		《ＰＨＡＳＥ―０７：０５　衝突銀河～Interacting Galaxies～》



		《ＰＨＡＳＥ―０７：０６　月～The MOON～》



		テキストＲａｄｉｏグロリアスドーン　お母さんと遊ぼう



		あとがき



		奥付













Guide





		表紙



		目次













item/image/p181.jpg





item/image/p065.jpg





item/image/p140.jpg
FY&RH v

N
s

JA
9]
7=
L\
L
:‘g;
\‘\
£
EA

rt
# f
by
ﬁ %
D
M
1} Cil
7 ¢
7 X
3

A
Z
b4
I
<
&
#
i
Eq
<
o

wl g < EAT S AP OY
Ay e O W
LASTT ST






item/image/p056.jpg
o Sl G S

OV oS
WS 8 o0

LoD R0 R —

ORI L L

LGN PR 108k
[ dr b g —

SO0 QUACB S0 S Sy
LIV I S8 N
INT 2 420 0y

KL Ov DV 500l






item/image/p215.jpg





item/image/k002.jpg





item/image/k001.jpg





item/image/k004.jpg





item/image/k003.jpg





item/image/p019.jpg





item/image/ok.jpg
—PROFILE
Eﬁ é L&dLCEDL

[0y 94X FEWR] (BXRI7VFITPXE) [CTMHER
o=,
RFEC [ZNDT | PEEETES - | YU-X (BXRI7V5Y
XE) . [hoAVIIKAY—YvT] VU= (D7 IBXE) B

==

iﬂ? LEESL

[2IADI - Kowo 1] [BBRETUT] YU—Z(E+TRI7 VIIPX
BEEDE I AT IVEEBSTEA SR N—5—, GHEEHNSRETEN
WD D 7 VEB T UEITTLB.

p

vainy,,
2

My

7aY7AF—=10

72 AT ZRLTON BN

2010452 1H  WIMUEAT

FH— HE B

B TR N T BT Wk K

HJX B

&
iy w\«“‘

FATHE T KA
BT —HRR B AR E — Y ¥ 282 T151-0053 HHHRIEAX ML 4 A2-15-8

K ©2010 Takashi Syoji J






item/image/p092.jpg
FY8H v

o ST

SR b

=5
F 1
L%
RS
n=
> f
Er
# ¥
%
bl |
T
!

N S T M |






item/image/p002.jpg
O8 - BN~ SR
XRINPCDN SRR





item/image/p123.jpg





item/image/p001.jpg
~

JOU7ARAK=210
HEVEBZOD L.

HUX &

N

I






item/image/p165.jpg
.






item/image/gaiji_0001.png





